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（介１８）      

                                                       平成 18 年７月 7 日 

 

 

都道府県医師会 介護保険担当理事  殿  

 

日本医師会 介護保険担当理事 

                                                          天 本  宏 

 
「指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基準について」等の 

関係通知の一部改正に関する資料の送付について 

 

 

拝啓  時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

平素は介護保険制度運営に関し、格別のご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、療養病床の再編に関しては、昨年より社会保障審議会等において審議が行われ

ているところですが、本年６月14日に「健康保険法等の一部を改正する法律案」が国会

において可決・成立し、介護療養型医療施設は平成23年度末をもって廃止すること等が

決定いたしました。これを受け、厚生労働省より発出された関係通知類につきまして、

本会においても入手いたしましたので送付いたします。ご参考となれば幸いです。 

敬具 

 

 

記 

添付資料 

・健康保険法等の一部を改正する法律の成立等に伴う「指定介護療養型医療施設の人員、

設備及び運営に関する基準について」等の関係通知の一部改正について 

（老老発第0630002号 平18.6.30 厚生労働省老健局老人保健課長通知） 

 

（参 考） 

・医療法施行規則の一部を改正する省令の施行について 

（医政発第 0630015 号 平 18.6.30 厚生労働省医政局長通知） 

・健康保険法等の一部を改正する法律の成立等に伴う医療法施行規則、指定介護療養型

医療施設の人員、設備及び運営に関する基準、基本診療料の施設基準等の一部改正に

ついて  

（平 18.6.30 厚生労働省医政局総務課・老健局老人保健課・保険局医療課 事務連絡） 

・療養病床の再編成に関する相談体制の確保等について  

（平 18.6.30 厚生労働省医政局総務課・老健局総務課・保険局総務課 事務連絡） 

 

以上 



賜醒密
一

㊥ 老老発第0630002号

平成18年6月30日

社団法人　日本医師会長　殿

　　　　　　　　　　　　　腿1緬蔭

厚生労働省老健局老人保健課器随薗器尼

　　　　　　　　　　　　　　欄謂副塁

健康保険法等の一部を改正する法律の成立等に伴う「指定介護療養型

医療施設の人員、設備及び運営に関する基準について」等の関係通知

の一部改正について

　今般の医療制度改革においては、社会的入院の是正を図り、患者の状態に応

じた施設の適切な役割分担の推進を図るため、療養病床の再編成を行うことと

しており、本年6月14日には介護療養型医療施設を平成23年度末をもって
廃止すること等を内容とする健康保険法等の一部を改正する法律（平成18年

法律第83号）が成立し、また同年7月1目には、医療保険適用の療養病床に

おいて医療区分に基づく診療報酬が施行されることとなっている。

　療養病床の再編成に当たっては、病床の円滑な転換を図るための転換支援措

置等を講ずることとしており、今般、

　③平成23年度末までの経過措置として、医師、看護職員等の配置が緩和

　　　された経過型介護療養型医療施設を創設するとともに、

　④指定介護療養型医療施設及び医療療養病床から転換した介護老人保健

　　施設に係る設備基準の特例等を設けることとし、
指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基準（平成11年厚生

省令第41号）等の関係法令の改正にあわせ、関係通知の一部を下記のとおり

改正し、平成18年7月1日より適用することとしたので、ご理解の上・引き

続きご協力をお願いいたしたい。

記

1．指定介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基準について（平成

12年老企第45号）
　別紙1のとおり改める。なお、主な内容については以下のとおりである。

　　・　受け入れている入院患者の実態に合わせて、きめ細かく効率的な運用



を行うことができるよう、平成21年3月31目までの間、同一の病棟
内であっても病室単位で医療保険適用と介護保険適用の病床が混在でき

る取扱いを拡大したこと。

　この場合における看護・介護要員の人数については、医療保険適用病

床及び介護保険適用病床各々において、人員に関する基準を満たしてい

ればよく、また、設備については、当該病室を含む病棟全体として・設

備に関する基準を満たしていればよいこととしたこと。

　なお、この場合であっても、介護保険の病床の指定は、都道府県介護

保険事業支援計画におけるサービス量の見込の範囲内となることは通常

の指定の場合と同様であること。
・　経過型介護療養型医療施設を設けた趣旨、人員・設備基準に関する内

容を規定したこと。

2．介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準について

（平成12年老企第45号）
　別紙2のとおり改める。なお、主な内容については以下のとおりである。

　　・　療養病床等の転換を行って介護老人保健施設を開設する場合における

　　設備基準上の特例を規定したこと。

3．指定居室サービス等及び指定介護予防サービス等に関する基準について

（平成11年老企第25号）
　別紙3のとおり改める。なお、主な内容については以下のとおりである。

　・　関係規定の整理を行うこと。
　・　なお、短期入所療養介護及び介護予防短期入所療養介護に係る人員●

　　設備基準については、経過型介護療養型医療施設等を含め、本体施設に

　　おいて満たすべき人員・設備基準を満たしていれば足りるものであるこ

　　と。

4．指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（短期入所サービ

　ス及び特定施設入居者生活介護に係る部分）及び指定施設サービス等に要す

　る費用の額の算定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について（平

　成12年老企第40号）
　別紙4のとおり改める。なお、主な内容については以下のとおりである。

　　・　介護療養施設サービス等における療養型経過型介護療養施設サービス

　　費等の創設に伴い、関係規定の整理を行うこと。

5　指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準、指定居宅介護支
接に要する費用の額の算定に関する基準、指定施設サービス等に要する費用

　の額の算定に関する基準、指定介護予防サービスに要する費用の額の算定に

　関する基準、指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関する基準・指定

地域密着型サービスに要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う介

護給付費算定に係る体制等に関する届出における留意点について（平成12



年老企第41号）
　別紙5のとおり改める。なお、主な内容については以下のとおりである。

　・　介護療養施設サービス等における療養型経過型介護療養施設サービス

　費等の創設に伴い、介護給付費算定に係る体制等状況一覧表等の記載要

　領について関係規定の整理を行うこと。
　・　「経過型」等の区分を算定する場合には、介護老人保健施設等への移

　行準備計画を添付することが必要であること。

6．介護給付費請求書等の記載要領について（平成13年老老発第31号）

　別紙6のとおり改める。なお、主な内容については以下のとおりである。

　・　経過型介護療養型医療施設における試行的退院サービス費の創設に伴

　　い、関係規定の整理を行うこと。

7　指定介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準の制定に伴う
雲施上の留意事項について（平成18年老計発第0317001号・老振発第0317001

号・老老発第0317001号）
　　別紙7のとおり改める。なお、主な内容については以下のとおりである。

　・　介護予防短期入所療養介護費等における病院療養病床経過型介護予防

　　短期入所療養介護費等の創設に伴い、関係規定の整理を行うこと。

































































事　　務　　連　　絡

平成18年6月30目

地方社会保険事務局
都道府県　衛生主管部（局）

　　　　　介護保険主管部（局）

　　　　　民生主管部（局）
　　　　　　国民健康保険主管課（部）

　　　　　老人医療主管部（局）
　　　　　　老人医療主管課（部）

厚生労働省医政局総務課

老健局老人保健課

保険局医療課

健康保険法等の二部を改正する法律の成立等に伴う医療法施行規則・指定

介護療養型医療施設の人員、設備及び運営に関する基準、基本診療料の施

設基準等の一部改正について

　今般の医療制度改革においては、社会的入院の是正を図り、患者の球態に応
じた施設の適切な役割分担の推進を図るため、療養病床の再編成を行っことと

しており、本年6月14目には介護療養型医療施設を平成23年度末をもって
廃止すること等を内容とする健康保険法等の一部を改正する法律（平成18誓
法律第83号）が成立し、また同年7月1目には、医療保険適用の療養病床に
おいて医療区分に基づく診療報酬が施行されることとなっている。
　療養病床の再編成に当たっては、病床の円滑な転換を図るための転換支援措
置等を講ずることとしており、今般、平成23年度末までの経過措置と上て、
医師、看護職員等の配置が緩和された経過型介護療養型医療施設及び介護保険
移行準備病棟を創設するとともに、所要の経過措置を定めることとしたこと女
ら、医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50号）、指定介護療養型医療施設
の人員、設備及び運営に関する基準（平成11年厚生省令第41号）、基本診療
料の施設基準等（平成18年厚生労働省告示第93号）等の関係法令を改正し、

平成18年7月1日より適用することとしたところである・
　ついては、下記のとおり、関係法令を送付するので、御了知の上、管内市町
村、関係団体、関係機関等にその周知徹底を図るとともに、その運用に遺憾の

ないようにされたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　記

別添1　療養病床の再編成に係る平成18年7月1目施行の関係法令一覧

別添2　官報の写し（関係部分抜粋）

別添3　新旧対照表



療養病床の再編成に係る平成18年7月1目施行の関係法令一覧

法令名 法令番号 概要 主担当部局

1．療養病床における看護師及び准看護師並びに看護補助者に係
る人員配置標準の見直し
療養病床における入院患者に対する看護師及び准看護師並びに
看護補助者の配置をそれぞれ4：1以上とする。

2．人員配置標準を緩和するなどの経過的類型の創設
平成24年3月31目までに介護老人保健施設等に転換する精
神病床及び療養病床について、当該転換までの間、人員配置標準
及び設備基準を以下のとおりとする。

1 医療法施行規則の一部を改正する省令
平成18年厚生労働省令第
P33号

【人員基準】

專]換する病床に係る医師の配置を96：1とするもの。ただ
ｵ、転換する病床のみを有する病院については、医師の最低数を

医政局総務課

2とする。

○転換する病床に係る看護師及び准看護師並びに看護補助者の配
置を以下のとおりとするもの。

・看護師及び准看護師　9：1以上
・看護補助者　9：2以上
【設備基準】

○転換する病床に隣接する廊下について、廊下幅の基準を内法

1．2m以上（両側に居室がある場合、内法1．6m以上）とす
るもの。

指定介護予防サービス等の事業の人 老健局老人保健課

2

員、設備及び運営並びに指定介護予防
Tービス等に係る介護予防のための効
ﾊ的な支援の方法に関する基準の一部

平成18年厚生労働省令第
P36号

関係規定の整理を行うもの。

を改正する省令

3

指定居宅サービス等の事業の人員、設
�yび運営に関する基準の一部を改正

ｷる省令

平成18年厚生労働省令第
P37号

同上 同上



4

介護老人保健施設の人員、施設及び設
�ﾀびに運営に関する基準の一部を改
ｳする省令

平成18年厚生労働省令第
P38号

療養病床又は老人性認知症疾患療養病棟から転換した介護老人保

虫{設について、
n　平成24年3月31日までの間は、入所者1人当たりの面積
譓�を6、4㎡とするもの。
宦@廊下幅の基準について、内法1，．2m以上（両側に居室があ

髀鼾〟A内法1．6m以上）とするもの。

同上

5

指定介護療養型医療施設の人員、設備
yび運営に関する基準の一部を改正す

髀ﾈ令

平成18年厚生労働省令第
P39号

平成24年3月31日までの措置として創設する経過型介護療養
^医療施設について人員・設備基準を以下のとおりとするもの。
y人員基準】

寢ﾅ護職員・介護職員の配置をそれぞれ下記のとおりとするも

ﾌ。

E療養病床を有する病院の場合　看護8：1以上　介護4：1以
縺E老人性認知症疾患療養病棟を有する病院の場合　看護5：1以

縺@介護6：1以上
y設備基準】

寥ｻ行の廊下幅の基準を内法1．2m以上（両側に居室がある場
〟A内法1．6m以上）とするもの。

同上

6
指定居宅サービスに要する費用の額の
Z定に関する基準の一部を改正する件

平成18年厚生労働省告示
謔S14号

短期入所療養介護費において、病院療養病床経過型短期入所療養
諟��yび認知症疾患型経過型短期入所療養介護費の報酬類型を

閧ﾟるもの。

同上

7

指定施設サービス等に要する費用の額
ﾌ算定に関する基準の一部を改正する

平成18年厚生労働省告示
謔S15号

O介護療養施設サービス費において、療養型経過型介護療養施設
Tービス費及び認知症疾患型経過型介護療養施設サービス費の報

V類型を定めるもの。
n療養病床を有する病院である指定介護療養型医療施設について
ﾍ、試行的退院サービス費を算定することができる旨を定めるも

ﾌ。

同上

8

指定介護予防サービスに要する費用の
zの算定に関する基準の一部を改正す
骭

平成18年厚生労働省告示
謔S16号

介護予防短期入所療養介護費において、病院療養病床経過型介護
¥防短期入所療養介護費及び認知症疾患型経過型介護予防短期入
蒲ﾃ養介護費の報酬類型を定めるもの。

同上

9
厚生労働大臣が定める者等の一部を改

ｳする件

平成18年厚生労働省告示
謔S17号

関係規定の整理を行うもの。 同上

10
厚生労働大臣が定める施設基準の一部

��ｳする件

平成18年厚生労働省告示

謔S18号
同上 同上



厚生労働大臣が定める利用者等の数の
譓�及び看護職員等の員数の基準並び 平成18年厚生労働省告示 同上 同上

11
に通所介護費等の算定方法の一部を改 第419号

正する件

12

厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員
ﾌ勤務条件に関する基準の一部を改正

平成18年厚生労働省告示

謔S20号
同上 同上

する牛
介護保険法施行規則第68条第3項及び第
87条第3項に規定する厚生労働大臣が定 平成18年厚生労働省告示 同上 同上

13
めるところにより算定した費用の額の 第421号

一部を改正する件

介護保険法第51条の2第2項第二号に規
定する特定介護保険施設等における居
住等に要する平均的な費用の額及び施
設の状況その他の事情を勘案して厚生

14

労働大臣が定める費用の額並びに同法
謔U1条の2第2項第二号に規定する特定
書蘒Tービス事業者における滞在に要

平成18年厚生労働省告示
謔S22号

同上 同上

する平均的な費用の額及び事業所の状
況その他の事情を勘案して厚生労働大
臣が定める費用の額の一部を改正する

15

厚生労働大臣の定める利用者等が選定
ｷる特別な居室等の提供に係る基準等
ﾌ一部を改正する件

平成18年厚生労働省告示

謔S23号
同上 同上

16

居住、滞在及び宿泊並びに食事の提供
ﾉ係る利用料等に関する指針の一部を

�ｳする件

平成18年厚生労働省告示

謔S24号
同上 同上

17
基本診療料の施設基準等の一部を改正

ｷる件

平成18年厚生労働省告示

S00号

療養病棟入院基本料2及び有床診療所療養病床入院基本料2の施

ﾝ基準等を定めるもの。
保険局医療課
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明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
反
物
認
可

○

○

1 半灰1ごヰ・b月φ）口　立唯ロ　　　ロ TL人

目

藤
　
一
一
　
＿
一

　　○　　　　　　　○
�ﾝ指のの防具指
ｳ備定一効サ　　定
ｷ及居部果　1設変るび宅を的ビ備護

ﾈ運サ改なス及予ﾟ営　1正支等び防　にビす援に運サ（同関スるの係官　1一す等省方る並ビ

Oるの令法介びスｵ基事＿に護に等）準業同関予指の

@のの一す防定事
@一人三るの介業
@部員六基た護の
@を　’）準め予人

　　○
ﾌ営独（規一並立同則

狽ﾑ行一の労
�ﾉ政三一イ
�燒@四部省
ｳ務人）を撰
ｷ一及福　　改修
驍ﾑ祉　　正
ﾈ会医　　す
ﾟ計療　　る・
iに機　　省汚1ｯ
関
構
　
　
令
、
一
す
の
三
る
業
五
省
務
）
令
運
宍
　
　
　
　
　
西

　○
ﾟ医
i療ｯ法一施

O行O親）則

@の　一

@部
@を
@改
@正
@す
@る
@省

O

　○　　○　　○
驩譓ﾈ税令財
ﾈ護令理（務|保（±財省　　雰（険同法務組　　官

坙@四施四織
ｶ施八行七規J行）規）則　　令働規　　則　　の　　〕一則　　の　　一

≠ﾌ　　一　　部
�黶@　部　　を）饗　叢　整　　次　改　　正　　す　正　　す　　る　す　　る　　省

@　二　　　三

　藷
@・二　　；「

怐@荏　堅塁一三　＝＝コ

行 （号　　外）独立行政法人甲立印刷局

…　　　　　　圭

　　　○　　　　　　○　　　　　　　　O　　　O
ﾟ現係財＿め現係財＿産起等規関部臣電

@　　　　　　　　　　　　　　三　　　　　　　　　〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　O　　O
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の環（規国規農（規ぢ
P欝響難難ll灘讐1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二　　天　　　　　　　モ

　　O　　　O
ｳ備指を設介
ｷ及定改備護

@　　宍

呈　　　　　三 天 七

　　　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　O　　　　　O　　　　　O　　　　O　　　　　　　Oa　蕪雑ll繋ll羅　　　　　　　　　　　　　　　　二　　　　　　≡…　　　　茜　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！、

○
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
第
二
十
条

　
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
世
代
育
成

　
支
援
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
を
指
定
し
た
件

　
（
同
四
〇
三
）
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三

〇
介
護
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
二
十
三
条

　
第
一
．
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
並
び
に
附

　
則
第
二
十
五
条
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項

　
各
号
に
掲
げ
る
者
に
係
る
介
護
保
険
法
第

　
五
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六

　
十
一
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る

　
．
食
費
の
負
担
限
度
額
を
定
め
る
件

　
　
（
同
四
〇
四
）

○
介
護
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
二
十
三
条

　
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る

　
者
に
係
る
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
二

　
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
負

　
担
限
度
額
並
び
に
同
令
附
則
第
二
十
五
条

　
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る

　
者
に
係
る
同
法
第
六
十
一
条
の
二
第
二
項

　
第
二
号
に
規
定
す
る
滞
在
費
の
負
担
限
度

　
額
を
定
め
る
件
（
同
四
〇
五
）

○
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
第

　
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
特
定
負
担
限

　
度
額
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
四
〇
六
）
　
三
四

〇
介
護
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
二
十
七
条

　
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る

　
者
に
係
る
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条

　
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
食
費
の
特
定

　
負
担
限
度
額
を
定
め
る
件
（
同
四
〇
七
）

O
介
護
保
険
法
施
行
規
則
附
則
第
二
十
七
条

　
　
第
一
項
各
号
及
び
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る

　
　
者
に
係
る
介
護
保
険
法
施
行
法
第
十
三
条

　
　
第
五
項
第
二
号
に
規
定
す
る
居
住
費
の
特

　
　
定
負
担
限
度
額
（
同
四
〇
八
）

○
特
定
保
険
医
療
材
料
及
び
フ
て
の
材
料
価
格

　
　
（
材
料
価
格
基
準
）
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
件
（
同
四
〇
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）

○
使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基
準
）
の
一
部

　
を
改
正
す
る
件
（
同
四
一
〇
）

○
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基

　
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲

　
示
事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
（
同
四
一
一
）

○
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
施
設

　
支
援
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す

　
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　
（
同
四
一
二
）

○
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
施
設

　
支
援
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す

　
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　
（
同
四
二
二
）

○
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額

　
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す

　
る
件
（
同
四
一
四
）

○
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の

　
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正

　
す
る
件
（
同
四
一
五
）

○
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用

　
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改

　
正
す
る
件
（
同
四
一
六
）

○
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
等
の
一
部
を

　
改
正
す
る
件
（
同
四
一
七
）

○
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
の
一

　
部
を
改
正
す
る
件
（
同
四
一
八
）

○
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
利
用
者
等
の
数

　
の
基
準
及
び
看
護
職
員
等
の
員
数
の
基
準

　
並
び
に
通
所
介
護
費
等
の
算
定
方
法
の
一

　
部
を
改
正
す
る
件
（
同
四
一
九
）

O
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
夜
勤
を
行
う
職

　
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を

　
改
正
す
る
件
（
同
四
二
〇
）

O
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
六
十
八
条
第
三

　
項
及
び
第
八
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る

　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

　
算
定
し
た
費
用
の
額
の
一
部
を
改
正
す
る

　
件
（
同
四
一
二
）

三
四

三
五

三
六

三七三
八

三
九

○
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
第

　
二
号
に
規
定
す
る
特
定
介
護
保
険
施
設
等

　
に
お
け
る
居
住
等
に
要
す
る
平
均
的
な
費

　
用
の
額
及
び
施
設
の
状
況
そ
の
他
の
事
情

　
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
費

　
用
の
額
並
び
に
同
法
第
六
十
一
条
の
二
第

　
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
介
護
予
防

　
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
お
け
る
滞
在
に
要
す

　
る
平
均
的
な
費
用
の
額
及
び
事
業
所
の
状

　
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働

　
大
臣
が
定
め
る
費
用
の
額
の
一
部
を
改
正

　
す
る
件
（
同
四
二
二
）

O
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
利
用
者
等
が
選

　
定
す
る
特
別
な
居
室
等
の
提
供
に
係
る
基

　
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
四
二
三
）

○
居
住
、
滞
在
及
び
宿
泊
並
び
に
食
事
の
提

　
供
に
係
る
利
用
料
等
に
関
す
る
指
針
の
一

　
部
を
改
正
す
る
件
（
同
四
二
四
）

三
九

四
〇

O
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
十
七
条
第
三

　
項
及
び
第
三
十
九
条
の
二
十
六
第
三
項
に

　
定
め
る
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
農
業

　
協
同
組
合
又
は
農
業
協
同
組
合
連
合
会
を

　
指
定
す
る
等
の
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
（
農
林
水
産
九
一
〇
）

O
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震

　
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る

　
特
別
措
置
法
施
行
令
第
一
条
の
規
定
に
基

　
づ
き
、
地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き

　
施
設
等
に
関
し
主
務
大
臣
が
定
め
る
基
準

　
を
定
め
る
件
（
同
九
一
一
）
　
　
　
、

○
造
船
業
財
務
諸
表
準
則
の
一
部
を
改
正
す

　
る
告
示
（
国
土
交
通
七
三
〇
）

○
環
境
基
本
法
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
く

　
水
質
汚
濁
に
係
る
環
境
基
準
を
定
め
る
件

　
　
（
環
境
九
三
）

O
道
路
に
関
す
る
件

　
　
（
東
北
地
方
整
備
局
一
一
五
～
一
一
八
）

○
道
路
に
関
す
る
件

　
　
（
関
東
地
方
整
備
局
三
一
七
）

○
土
地
収
用
法
の
規
定
に
基
づ
き
事
業
の
認

　
定
を
し
た
件
（
同
三
一
八
、
三
一
九
）

四一豊四
六

○
都
市
計
画
に
関
す
る
件

　
（
同
三
二
〇
、
三
二
一
）

○
道
路
に
関
す
る
件

　
（
北
陸
地
方
整
備
局
一
〇
三
、
一
〇
四
）

○
筑
後
川
水
系
佐
賀
江
川
に
係
る
浸
水
想
定

　
区
域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る

　
水
深
を
定
め
た
件

　
（
九
州
地
方
整
備
局
一
＝
二
）

○
筑
後
川
水
系
城
原
川
に
係
る
浸
水
想
定
区

　
域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水

　
深
を
定
め
た
件
（
同
一
一
四
）

○
筑
後
川
水
系
宝
満
川
に
係
る
浸
水
想
定
区

　
域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水

　
深
を
定
め
た
件
（
同
一
一
五
）

○
筑
後
川
水
系
巨
瀬
川
に
係
る
浸
水
想
定
区

　
域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水

　
深
を
定
め
た
件
（
同
二
六
）

○
筑
後
川
水
系
佐
田
川
に
係
る
浸
水
想
定
区

　
域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水

　
深
を
定
め
た
件
（
同
二
■
七
）

○
筑
後
川
水
系
花
月
川
に
係
る
浸
水
想
定
区

　
域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水

　
深
を
定
め
た
件
・
（
同
一
一
八
）

○
筑
後
川
水
系
玖
珠
川
に
係
る
浸
水
想
定
区

　
域
及
び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水

　
深
を
定
め
た
件
（
同
一
一
九
）

O
道
路
に
関
す
る
件
（
同
一
二
〇
～
一
二
二
）

O
道
路
に
関
す
る
件

　
　
（
北
海
道
開
発
局
六
一
～
六
四
）

〔
官
庁
報
告
〕

　
　
　
　
官
庁
事
項

農
林
水
産
省
防
災
業
務
計
画
の
修
正
要
旨
の

公
表
に
つ
い
て
（
農
林
水
産
省
）

北
海
道
開
発
局
公
示
（
北
海
道
開
発
局
）

　
　
　
　
国
家
試
験

平
成
十
八
年
度
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験

の
公
示
（
国
土
交
通
省
）

平
成
十
八
年
不
動
産
鑑
定
士
試
験
短
答
式
試

験
合
格
者
（
国
土
交
通
省
土
地
鑑
定
委
員
会
）

四
七

四
八四

九
五一五一

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁
　
特
恵
関
税
、
製
造
た
ば
こ
小
売
定
価
、
建

　
設
業
の
許
可
の
取
消
処
分
、
基
本
測
量
関

、
係
事
項
関
係

裁
判
所

　
破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

五
四

八
六
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施
行
法
第
十
三
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
介
護
旧
措
置
入
所
者
は
、
第
百
七
十
二
条
の
二
に
お
い

　
て
準
用
す
る
第
八
十
三
条
の
五
に
規
定
す
る
者
の
ほ
か
、
平
成
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
年
六
月
三
十
日
ま

　
で
の
問
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
に
つ
き
市
町
村
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
と
す
る
。

　
一
　
平
成
十
八
年
改
正
令
附
則
第
二
十
三
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
収
入
金
額
等
が
八
十
万
円
以

　
　
下
の
も
の

　
二
　
平
成
十
八
年
改
正
令
附
則
第
二
十
三
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
権
を

　
　
有
し
て
い
る
も
の

3

第 項第 第 第
第
八

れつ
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从
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十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
六
に
規
定

す
る
経
費
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
要
介
護

者
、
要
支
援
者
そ
の
他
の
者
を
入
所
又
は
入
居
さ
せ
る

た
め
の
施
設
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
、

じ
。
）
を
行
お
う
と
し
て
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に

届
け
出
た
場
合
に
は
、
当
該
届
出
に
係
る
病
床
（
以
下

こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
転
換
病
床
」
と
い
う
。
）

　
に
係
る
病
室
に
隣
接
す
る
廊
下
に
つ
い
て
は
、
当
該
転

換
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十

　
一
日
ま
で
の
問
に
限
る
。
）
は
、
第
十
六
条
第
一
項
第
十

　
一
号
イ
中
二
・
八
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
コ
．

　
ニ
メ
ー
ト
ル
」
と
、
「
二
・
七
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は

　
二
・
六
メ
ー
ト
ル
」
と
す
る
。

第
五
十
二
条
　
精
神
病
床
又
は
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院

　
の
開
設
者
が
、
当
該
病
院
の
精
神
病
床
又
は
療
養
病
床

　
の
転
換
を
行
お
う
と
し
て
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事

　
に
届
け
出
た
場
合
に
は
、
当
該
病
院
に
置
く
べ
き
医
師

　
の
員
数
の
標
準
は
、
当
該
転
換
が
完
了
す
る
ま
で
の
間

　
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
問
に
限
る
。
）

　
は
、
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
数
を
合
算
し
て
得
た
数
（
以
下
こ

　
の
項
に
お
い
て
「
特
定
数
」
と
い
う
。
）
が
五
十
二
ま
で

　
は
三
と
し
、
特
定
数
が
五
十
二
を
超
え
る
場
合
に
は
当

　
該
特
定
数
か
ら
五
十
二
を
減
じ
た
数
を
十
六
で
除
し
た

　
数
に
三
を
加
え
た
数
と
す
る
。

　
一
　
転
換
病
床
以
外
の
精
神
病
床
及
び
療
養
病
床
に
係

　
　
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を
三
を
も
つ
て
除
し
た
数

　
二
　
転
換
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を
六
を

　
　
も
っ
て
除
し
た
数

　
三
　
精
神
病
床
及
び
療
養
病
床
に
係
る
病
室
以
外
の
病

　
　
室
の
入
院
患
者
（
歯
科
、
矯
正
歯
科
、
小
児
歯
科
及

　
　
　
　
　
　
ノ
ヤ
う

　
　
び
歯
科
口
腔
外
科
の
入
院
患
者
を
除
く
。
）
の
数

　
四
　
外
来
患
者
（
歯
科
、
矯
正
歯
科
、
小
児
歯
科
及
び

　
　
　
　
　
イ
ロ
べ
つ

　
　
歯
科
口
腔
外
科
の
外
来
患
者
を
除
く
。
）
の
数
を
二
．

　
　
五
（
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
又
は
眼
科
に
つ
い
て
は
、
五
）

　
　
を
も
っ
て
除
し
た
数

2
　
第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
七
条
第
二
項

　
の
許
可
を
受
け
た
病
院
で
あ
っ
て
前
項
の
規
定
の
適
用

　
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
の
第
五
十
条
第
三
項
の
規
定

　
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
十
九
条
第
一
項
第

　
　
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
第
一
項
」
と
す
る
。

3
　
転
換
病
床
の
み
を
有
す
る
病
院
に
係
る
第
一
項
の
規

　
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ

　
る
の
は
「
第
二
号
及
び
第
四
号
」
と
、
「
五
十
二
ま
で
は

　
三
と
し
、
特
定
数
が
五
十
二
を
超
え
る
場
合
に
は
当
該

　
特
定
数
か
ら
五
十
二
を
減
じ
た
数
を
十
六
で
除
し
た
数

　
に
三
を
加
え
た
数
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
六
ま
で
は
二

　
と
し
、
特
定
数
が
三
十
六
を
超
え
る
場
合
に
は
当
該
特

　
定
数
か
ら
三
十
六
を
減
じ
た
数
を
十
六
で
除
し
た
数
に

　
　
二
を
加
え
た
数
」
と
す
る
。

4
　
第
五
十
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用

　
を
受
け
る
病
院
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

　
い
て
、
第
五
十
条
第
四
項
中
「
前
条
」
と
あ
る
の
は
「
前

　
条
及
び
第
五
十
二
条
第
三
項
」
と
、
「
第
四
十
九
条
」
と

　
あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も

　
の
と
す
る
。

5
　
第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
病
院
に
置
く
べ
き

　
看
護
師
及
び
准
看
護
師
の
員
数
の
標
準
は
、
当
該
病
院

　
の
転
換
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
（
平
成
二
十
四
年
三
月

　
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
る
。
）
は
、
第
十
九
条
第
一
項

　
第
四
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

　
数
を
合
算
し
て
得
た
数
（
そ
の
数
が
一
に
満
た
な
い
と

　
き
は
一
と
し
、
そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い
端
数
が
生
じ

　
だ
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
一
と
し
て
計
算
す
る
。
）
に
、

　
外
来
患
者
の
数
が
三
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に

　
一
を
加
え
た
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
産
婦
人
科
又
は
産

　
科
に
お
い
て
は
そ
の
う
ち
の
適
当
数
を
助
産
師
と
す
る

　
も
の
と
し
、
ま
た
、
歯
科
、
矯
正
歯
科
、
小
児
歯
科
又

　
　
　
　
　
く
う

　
は
歯
科
口
腔
外
科
に
お
い
て
は
そ
の
う
ち
の
適
当
数
を

　
歯
科
衛
生
士
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
　
療
養
病
床
（
転
換
病
床
を
除
く
。
）
に
係
る
病
室
の

　
　
入
院
患
者
の
数
を
六
を
も
つ
て
除
し
た
数

　
二
　
転
換
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を
九
を

　
　
も
っ
て
除
し
た
数

　
三
　
精
神
病
床
（
転
換
病
床
を
除
く
。
）
及
び
結
核
病
床

　
　
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を
四
を
も
つ
て
除
し

　
　
た
数

　
四
　
感
染
症
病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院

　
　
患
者
（
入
院
し
て
い
る
新
生
児
を
含
む
。
）
の
数
を
三

　
　
を
も
っ
て
除
し
た
数

6
　
前
項
の
病
院
に
置
く
べ
き
看
護
補
助
者
の
員
数
の
標

　
準
は
、
当
該
病
院
の
転
換
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
（
平

　
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
る
。
）
は
、

　
第
十
九
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
療

　
養
病
床
（
転
換
病
床
を
除
く
。
）
に
係
る
病
室
の
入
院
患

　
者
の
数
を
六
を
も
つ
て
除
し
た
数
と
転
換
病
床
（
療
養

　
病
床
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者

　
　
の
数
を
九
を
も
つ
て
除
し
た
数
に
二
を
乗
じ
て
得
た
数

　
　
を
加
え
た
数
（
そ
の
数
が
一
に
満
た
な
い
と
き
は
一
と

　
　
し
、
そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、

　
　
そ
の
端
数
は
一
と
す
る
。
）
と
す
る
。

　
　
　
　
附
　
則

　
　
（
施
行
期
日
）

　
第
一
条
こ
の
省
令
は
、
『
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施

　
　
行
ず
る
。

　
　
（
経
過
措
置
）

　
第
二
条
　
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
又
は
診
療
所
に
置
く

　
　
べ
き
看
護
師
及
び
准
看
護
師
並
び
に
看
護
補
助
者
の
員

　
　
数
の
標
準
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら

　
　
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
こ
の
省

　
　
令
に
よ
る
改
正
後
の
医
痩
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
一

項
第
四
号
及
び
第
五
号
並
び
に
第
二
十
一
条
の
二
第
二

号
及
び
第
三
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の

　
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
医
療
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一

　
部
改
正
）

第
三
条
　
医
療
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
八
号
）
の
一
部
を
次

　
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
附
則
第
二
十
三
条
第
二
号
中
「
三
」
を
「
二
」
に
改

　
め
る
。

．
（
医
療
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一

　
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
療
養
病
床
を
有
す
る
診
療
所
に
置
く
べ
き
看
護

　
師
、
准
看
講
師
及
び
看
護
補
助
者
の
員
数
の
標
準
に
つ

　
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
平
成
二
十
四
年

　
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改

　
正
後
の
医
療
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
附
則
第
二
十
三
条
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な

　
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
旦
　
“
カ
’
省
7
　
　
、
＝
　
　
　
。

　
研
究
交
流
促
進
法
及
び
特
定
放
射
光
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年

法
律
　
　
一
十
七
号
）
及
び
研
究
交
流
促
進
法
及
び
特
定
放
射
光
施
設
の
共
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
　
也
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
二
百
二
十
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並

ゴ
籔
離
促
鎌
嚢
獺
叢
難
藷
監
窮
顯
蕪
頻
餐
蕪
雛
針

に
基
づ
き
、
並
び
　
　
究
交
流
促
進
法
（
昭
和
六
十
、
一
年
法
律
第
五
十
七
号
）
を
実
施
す
る
　
め
、
厚
生
労
働
省
関
係

研
究
交
流
促
進
法
施
た
　
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
十
八
年
六
月
一
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
厚
　
　
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
　
　
厚
生
労
働
省
関
係
　
　
交
流
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

厚
生
労
働
省
関
係
研
究
交
流
進
法
施
行
規
則
（
平
成
＋
二
年
耀
讐
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。　
第
四
条
第
一
項
中
「
令
別
表
の
一
の
　
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
並
　
に
同
表
の
二
の
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲

げ
る
機
関
」
を
「
令
別
表
の
一
の
項
第
三
　
か
ら
第
六
号
ま
で
並
び
　
百
表
の
二
の
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る

機
関
（
以
下
「
機
関
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
　
。

　
第
五
条
第
一
項
中
「
令
別
表
の
一
の
項
第
三
ロ
、
ら
第
六
号
　
で
並
び
に
同
表
の
二
の
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲

げ
る
機
関
」
を
「
機
関
」
に
改
め
る
。

　
第
五
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

　
　
（
中
核
的
研
究
機
関
の
公
示
）

第
六
条
　
研
究
交
流
促
進
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
　
　
五
十
　
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二

　
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
は
、
次
に
掲
　
る
事
項
を
官
　
に
掲
載
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

　
　
一
　
中
核
的
研
究
機
関
の
名
称

　
二
　
法
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
、
定
の
分
野

　
　
（
令
第
十
二
条
第
一
項
の
認
定
の
　
ワ
）

第
七
条
　
機
関
が
中
核
的
研
究
機
　
　
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
中
核
眺
　
究
機
関
の
国
有
の
試
験
研
究
施
設
の
使

　
用
に
関
し
、
令
第
十
二
条
第
　
　
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
　
　
五
の
申
請
書
の
正
本
一
通
及
び
副
本

　
　
一
通
を
厚
生
労
働
大
臣
に
目
　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
　
　
の
申
請
書
を
受
理
し
た
場
合
に
お
い
て
、
令
第
十
二
　
　
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、

　
そ
の
申
請
を
し
た
者
　
様
式
第
六
の
認
定
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
（
令
第
十
三
条
　
　
項
の
認
定
の
手
続
）

第
八
条
　
機
関
‘
　
核
的
研
究
機
関
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
中
核
的
研
究
機
関
の
敷
士
　
に
整
備
す
る
施
設
の

　
用
に
供
す
　
　
地
の
使
用
に
関
し
、
令
第
十
三
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
　
、
式
第
七
の
申
請
書

　
の
正
本
　
　
及
び
副
本
一
通
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
厚
謝
大
臣
嫉
前
項
の
申
薯
を
受
理
し
た
場
合
に
お
い
て
、
令
第
＋
三
黍
這
の
認
定
を
し
た
皇
こ
は
、

　
　
そ
　
　
請
を
し
た
者
に
様
式
第
八
の
認
定
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。
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厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
五
号

　
・
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六

年
法
　
第
百
四
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
独
立
行
政
法

人
福
宝
　
僚
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）

附
則
第
　
累
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
独
立
行
政

法
人
福
祉
　
療
機
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財
務
及
び
会
計

に
関
す
る
省
　
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に

定
め
る
．
　
　
乙

　
平
成
十
八
年
六
　
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
　
　
独
立
行
政
法
　
。
祉
医
療
機
構
の
業
務
運
営
並
び

　
　
　
に
財
務
及
び
会
二
3
こ
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正

　
　
　
す
る
省
令

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
、
構
の
業
務
運
営
並
び
に
財

務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
（
成
十
五
年
厚
生
労
働
省

令
第
百
四
十
八
号
）
の
一
部
を
次
　
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
附
則
第
二
条
の
二
第
一
号
中
「
）
　
び
」
を
「
）
、
保

険
料
四
分
の
三
免
除
期
間
（
同
法
第
　
　
第
五
項
に
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

す
る
保
険
料
四
分
の
三
免
除
期
間
を
ヒ
。
）
、
」

五
条
第
五
項
」
を
「
第
五
条
第
六
項
」
に
　
　
、

半
額
免
除
期
間
を
い
う
．
）
」
の
下
に
「
及
び

の
一
免
除
期
間
（
同
法
第
五
条
第
七
項
に
規
定

料
四
分
の
一
免
除
期
間
を
い
う
。
）
」
を
加
え
る
．

　
　
　
附
　
則

に
、
「
第

「
保
険
料

料
四
分

る
保
険

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

　
目
猛
男
・
省
－
　
＝
　
台
．

　
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百

十
五
条
の
四
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指

定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
　
　
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設

　
　
　
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ゼ
ス
等

　
　
　
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方

　
　
　
法
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護

予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

　
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
百
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
及
び
同
条
第
二
項
か
ら

第
四
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
か
ら
第
四
項
ま

で
」
を
削
り
、
「
前
各
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
二
項
と
す
る
。

　
第
百
八
十
八
条
第
一
項
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項

，
中
「
及
び
第
四
号
」
を
削
る
。

　
第
百
八
十
九
条
中
「
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
」

の
下
に
「
（
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百

十
二
号
．
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定

す
る
病
床
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
病
棟
を
い
う
。
以
下
同

　
　
　
　
　
　
ノ

じ
。
）
」
を
加
え
る
。

　
第
二
百
五
条
第
一
項
第
五
号
を
削
る
。

　
附
則
第
六
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。第
六
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
　
削
除

　
　
　
附
　
則

　
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ろ
施
行
す
る
。

○
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
七
号

　
　
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七

十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
居

　
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す

　
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め

　
る
。

　
　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
　
　
　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

　
　
　
　
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

　
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
七
号
）

　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
百
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
及
び
同
条
第
二
項
か
ら

　
第
四
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
か
ら
第
四
項
ま

　
で
」
を
削
り
、
「
前
各
項
」
．
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を

　
同
条
第
二
項
と
す
る
。

　
　
第
百
四
十
三
条
第
一
項
第
四
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項

　
中
「
及
び
第
四
号
」
を
削
る
。

　
　
第
百
四
十
四
条
中
「
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
」

　
の
下
に
「
（
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百

　
十
二
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定

　
す
る
病
床
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
病
棟
を
い
う
。
以
下
同

　
じ
。
）
」
を
加
え
る
。

　
第
百
五
十
五
条
の
四
第
一
項
第
五
号
を
削
る
。

　
附
則
第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で
　
削
除

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

○
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
八
号

　
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
九

十
七
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運

営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
　
　
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並

　
　
　
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省

　
　
　
令

　
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
、
施
設
及
び
設
備
並
び
に

運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
附
則
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

第
十
三
条
　
精
神
病
床
（
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十

　
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る

　
病
床
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に

　
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
の
開
設

　
者
が
、
当
該
病
院
の
精
神
病
床
又
は
療
養
病
床
の
転
換

　
　
（
当
該
精
神
病
床
又
は
療
養
病
床
の
病
床
数
を
減
少
さ

　
せ
る
と
と
も
に
、
当
該
病
院
の
施
設
を
介
護
老
人
保
健

　
施
設
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十

　
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
六
に
規
定
す

　
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
要
介
護
者
、

要
支
援
者
そ
の
他
の
者
を
入
所
又
は
入
居
さ
せ
る
た
め

　
の
施
設
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及

び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
っ
て
介
護
老
人
保
健
施

　
設
を
開
設
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
転
■
換
に
係
る
療
養

　
室
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　
の
間
は
、
第
三
条
第
二
項
第
一
号
口
中
「
八
平
方
メ
ー

　
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
「
六
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
す

　
る
。

第
十
四
条
　
精
神
病
床
又
は
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
の

　
開
設
者
が
、
当
該
病
院
の
精
神
病
床
又
は
療
養
病
床
を

　
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
転
換
を

　
行
っ
て
介
護
老
人
保
健
施
設
を
開
設
す
る
場
合
に
お
け

　
る
当
該
転
換
に
係
る
療
養
室
に
隣
接
す
る
廊
下
に
つ
い

　
て
は
、
第
四
条
第
五
号
イ
中
「
一
・
八
メ
ー
ト
ル
」
．
と

　
あ
る
の
は
「
一
・
ニ
メ
ー
ト
ル
」
と
、
「
二
．
七
メ
ー
ト

　
ル
」
と
あ
る
の
は
コ
・
六
メ
ー
ト
ル
」
と
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

O
厚
生
労
働
省
令
第
百
三
十
九
号

　
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百

十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
介
護

療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
　
　
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び

　
　
　
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
附
則
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

第
十
八
条
　
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
（
医
療
法
施
行
規

　
則
第
五
十
二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
限

　
る
。
）
で
あ
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
つ
い
て

　
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第

　
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
六
」
と
あ
る
の
は
「
八
」
と
、

　
同
項
第
三
号
中
「
六
」
と
あ
る
の
は
「
四
」
と
す
る
。

第
十
九
条
　
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病

　
院
（
医
療
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
規
定
の
適
用
を

　
受
け
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療

　
施
設
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
平
成
二
十
四
年

　
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
第
三
項
の
規
定

　
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
一
　
医
師
、
薬
剤
師
及
び
栄
養
士
　
7
て
れ
ぞ
れ
医
療
法

　
　
上
必
要
と
さ
れ
る
数
以
上

　
二
　
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
看
護

　
　
職
員
　
常
勤
換
算
方
法
で
、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療

　
　
養
病
棟
に
お
け
る
入
院
患
者
の
数
が
五
又
は
そ
の
端

　
　
数
を
増
す
．
こ
と
に
一
以
上

　
　
三
　
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
介
護

　
　
職
員
　
常
勤
換
算
方
法
で
、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療

　
　
養
病
棟
に
お
け
る
入
院
患
者
の
数
が
六
又
は
サ
て
の
端

　
　
　
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上

　
　
四
　
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
作
業

　
　
　
療
法
士
　
一
以
上

　
　
五
　
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
精
神

　
　
　
保
健
福
祉
士
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
　
一
以
上
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→
（
　
蕉
騨
枢
軸
帥
臣
嘔
　
1ゴ
唄
（
榊
く
遡
鷲
星
型
環

　
　
晒
凝
渕
侭
轡
（
i田
卜
①
臨
女
鰹
神
知
rく
纒
剃
掴
ゆ
論
点

　
　
想
謎
⑩
。
）
ソ
瞳
ゆ
燦
側
辺
碑
匁
ゆ
・
く
趣
噸
柵
e無
為

　
　
旧
Pく
鍾
申
e輯
輔
如
聖
跡
、
J
幻
想
1即
聴
磐
刈
跡

　
　
卜
Q。
）

駈
l　
l十
蝋
　
燦
照
照
送
樹
槌
赫
㊨
憔
握
（
圏
踏
坦
羅
に
軽

　
颪
駅
旧
十
1蝋
e賢
製
e鯉
旺
掴
臨
む
1や
ρ
e坦
豊

　
ゆ
・
）
榊
櫓
ゆ
顯
蝦
蕉
鞭
騒
渕
副
圏
燦
溜
謎
埋
墜
ゆ
憔
側

　
製
隆
懸
赫
ゆ
憧
ト
製
〇
ニ
ト
ノ
楚
’
軒
慣
1
1十
一
図
世
川
皿

　
川
十
1
田
悩
p
　
e
誕
楚
’
城
川
畷
駅
日
響
駅
川
口
に
岳

　
r
ト
く
ス
ー
ム
ミ
」
謁
檜
ゆ
e
楚
「
1
・
1
1
ス
ー
ム

　
ミ
」
幻
’
川
・
ギ
ス
ー
ム
豪
」
刈
宿
帰
e
惣
「
1
・
4
（

　
ス
ー
∠
一
ミ
」
」
」
赫
ゆ
。

皿
I
　
l十
1蘇
　
細
く
遇
鷲
最
深
爆
噸
鎌
瀬
娯
駆
掴
樗
赫
ゆ

　
憬
趣
（
圏
緊
坦
坦
亡
畷
颪
蕪
国
十
岡
（
e蝦
蟹
e
掴
旺

　
如
甑
匁
ゆ
ρ
e想
畷
卜
Q
。
）
P
櫓
ゆ
聖
｛
固
魚
縦
樋
湘
副
圏

　
腿
曇
継
2
曄
ゆ
惧
側
）
趣
報
h
ゆ
憧
ド
想
い
ニ
ト
ノ
亘

　
陪
督
日
十
日
鮭
川
皿
国
十
1
［
n悩
P　
e
E
楚
’
駅
国
蝋

　
㈹
1
購
旧
劇
｝
rト
く
ス
ー
看
ミ
」
A
塊
“
e楚

　
　
r卜
1
区
一
工
＝
ミ
」
刃
’
口
ト
ギ
云
一
4一
＝
ミ
蚕
唄
（
圏

　
騒
斑
濃
に
曜
颪
麗
日
十
川
輪
（
e
日
e緊
製
e
慢
旺
如
甑

　
む
ト
Q
熈
継
e
瞳
ト
e
i理
）
櫓
r
、
》
亘
　
11
・
1
恢
一
ム

＝
ミ
蚕
羽
）
」
刈
檜
⑰
e楚
r1引
く
ス
一
二
ミ
蚕
唄
」
刈

跡
ゆ
。

　
　
苦
　
颪

ト
J
e
細
く
F並
’
降
督
十
く
世
ギ
興
1田
灸
患
偲
に
赫
即
。

　
　
骨
h　
　
、
　
　
　
　
、
　
　
　
口

　
　
固
肚
く
目
坦
帥
e1籠
如
溢
出
赫
卜
Q斑
世
（
肝
督
十
→
（

世
．
、
猷
佃
目
口
に
）
e1
論
e退
に
）
辻
二
’
悶
6則
）
1

に
歯
偏
　
韻
蝋
湘
暗
く
貝
細
く
目
燈
紹
亡
く
F（
済
賢
十
■
世
智

く
F駅
川
阻
　
十
1巾
P）
臘
日
十
国
蝋
憾
I　
lnに
e軽
便
想
棚

い
緬
〆
酬
う
、
督
煙
く
題
蝋
湘
叶
婚
期
娼
斑
濃
に
畷
颪
e

1鴇
如
港
旧
赫
　
細
く
F
如
郵
e静
9想
個
奮
ゆ
。

　
降
督
十
く
世
ヨ
く
　
川
十
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰻
奨
着
遡
十
く
囲
謹
盤
翠
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圖
燃
十
（
囲
1題
匁
…
　
旧
型

　
　
　
則
図
に
督
煙
く
樋
　
卸
世
酬
幽
く
日
坦
瑠
に
緊
颪
e

　
　
　
1
誰
掴
港
圏
赫
卜
Q
細

　
黒
偶
に
溢
斑
“
く
廻
報
湘
世
媚
　
翻
坦
偲
‡
軽
颪
（
降
督

十
国
世
題
意
蚤
削
細
く
F
駅
《
十
国
　
　
e　
l艶
如
尽
e私

心
想
溶
出
h⑩
。

　
駅
ギ
十
国
訳
腿
1
冊
駅
日
中
薦
め
　
　
1晋
賦
10に
｛
壬

　
r
甑
ぺ
十
焔
（
e
口
訳
1邸
」
eト
想
「
々
　
　
川
野
樋
P」

如
旨
｝
ぐ
r升
醤
」
如
r
1論
e蕊
」
想
洛
癒
　
。

　
　
　
置
　
蔽

　
ト
Je
綴
晦
’
降
督
＋
く
廷
即
副
暉
ミ
’
雌
組
継

　
1鰐
一
へ
　
　
、
　
　
　
　
　
、

　
　
器
枢
爆
曜
蝦
坦
凶
6典
製
緊
密
訳
麟
経
e唱
（
旺
e哨
製
想
匪
赫
ゆ
坦
世
e障
如
洛
旧
赫
⑩
坦
世
（
降
督
＋
く
世

坦
世
　
＋
抑
P
）
蝉
庫
駅
爆
黙
劇
坦
㈱
劇
曝
頓
未
踏
鵠
邦
旺
e哩
製
遅
駆
赫
細
坦
世
e悌
如
督
卸
値

磯
世
e槻
蝕
嘔
邸
＜
Fe灘
駆
赫
ゆ
溶
く
F（
鰹
＋
く
世
欝
馴
剛
棟
）
e退
に
購
♪
潤

ヤ
6想
霞
鼠
撤
退
．
嘱
斑
偲
亡
く
F（
智
副
（
＋
1世
智
く
F蕪
“
1回
目
十
l
qu
p）
風
十
1照
城
川
罫
2興
二
P紺
旺
昼
⑩
匝

く
F榔
総
順
　
・
く
曝
＋
川
繍
11
1
鯉
櫓
囲
畔
鯉
欄
＋
㈱
購
服
｛
喫
鰤
網
’
纈
庫

矧
鐙
尽
曜
細
坦
（
田
副
、
　
計
雌
紐
蕪
旧
十
・
P
劇
憾
十
1照
蕪
隅
e軽
便
細
蝋
濃
赫
ゆ
鰻
創
幽
‡
蚤
懸
嘔

迷
盲
駕
似
退
曜
畑
斑
摺
に
駆
畝
　
1
籠
掴
渚
日
輪
ゆ
細
く
F
如
呉
e
妬
い
製
製
偲
ρ
。

　
　
降
橿
＋
く
聞
く
皿
川
＋
［
n　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韻
糞
意
闇
→
く
囲
齷
齷
￥
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃
総
十
く
囲
　
過
奨
　
　
旧
型

　
　
　
越
奨
蚤
闇
細
匪
懸
毒
叙
似
運
哩
蝦
坦
讃
　
軽
颪
e1
論
如
洛
田
赫
ゆ
細
く
F

　
越
誕
剤
裡
細
胚
瞳
臨
矧
雛
集
鰻
掴
坦
慣
に
緊
颪
　
刷
く
十
1
世
樋
鉾
蚤
魍
細
く
F
駄
目
十
和
に
）
e　
l袖
幅
e妬

’
「
、
想
諮
旧
跡
卜
Q。

　
厭
目
蝋
駅
1駅
｝
r謳
⇒
」
如
r
駆
』
）
一
」
坦
洛
愈
’
匝
　
　
・
2呉
e　
l聯
》
具
kゆ
。

　
　
（
丹
隼
溜
毒
駅
響
謳
e“
照
）

腿
剛
畏
庫
網
纒
哨
蝦
坦
（
蟄
副
（
＋
1廿
坦
脳
髄
国
＋
判
P
。
個
　
r坦
」
刈
＆
い
。
）
蔚
←
1照
駅
」
凹
le緊
製

　
2活
ゆ
“
1
楼
酋
長
慰
服
》
ゆ
怖
罫
如
価
聯
想
鰻
騒
⇒
棋
じ
い
ρ
e幻
昼
　
。

　
1
坦
駅
＋
1
瞭
㈱
牌
想
緊
製
赫
即
廿
隼
密
盲
爆
運
認
（
蚕
F冊
）
陪
麟
　
叙
選
匪
」
刈
ひ
い
。
）
麟
幡

　
1
1
坦
駅
十
・
1照
賦
1賢
e典
型
eぐ
ミ
蹴

　
賦
国
蘇
e碁
）
呉
e曜
日
⇒
凶
6
日
㈹
》
暴
k⑩
。

　
　
（
｛
五
一
樋
霊
志
駅
塁
匪
口
墜
ゆ
埠
悪
）

城
イ
（
蝋
騨
匪
簑
岳
遜
溜
臣
駕
運
認
P櫓
⑱
蝋
口
辺
魯
二
い
’
湘
樋
選
躍
e
圖
に
e幅
麟
露
訳
麟
1　
旺
想
詠
y

　
く
F臓
H照
腿
隅
e駝
製
如
甑
む
櫓
6刃
赫
ρ
撫
ぜ
展
需
肇
楓
腿
即
吟
e酬
騨
le甲
終
輝
！
　
，
樹
熈

　
う
び
蝋
其
者
髄
米
曲
想
螺
亮
」
廼
む
嘉
惣
麺
・
£
廼
く
3。

N鎖
奨
養
酬
く
囲
ぜ
寝
邸
e酬
脚
側
甑
國
⊃
喫
脳
昭
碑
翁
」
’
く
曝
十
日
蝋
細
野
e寵
製
如
」
爬
幻
佃
ぜ

　
申
e冊
櫃
如
」
鰻
湘
製
炭
麗
攣
嘱
細
く
申
e騰
蝦
締
轡
裾
‡
赫
“
ρ
e対
世
ゆ
。

甑
＋
照
駆
認
築
岳
鄭
霊
庫
楓
逮
認
P槍
勲
瞬
く
回
想
碑
ニ
ト
・
’
罰
桶
運
認
e韻
碧
起
想
謝
埋
赫
ゆ
増
5溢
e旺
想
劃
ひ
ゆ

一
碧
e　
旺
想
匪
，
y奪
騰
十
11照
蕪
隅
e臨
識
如
甑
む
絶
倒
恒
ゆ
榊
ぜ
辰
麗
雌
恒
駅
ギ
ロ
惨
e岳
謝
1知
e固

　
符
1咽
　
　
濾
粁
1姻
梱
’
鎖
陰
苔
闇
→
く
囲
想
鯉
羽
⇒
廼
む
罫
狸
麺
小
麺
二
。

N硝
課
　
躍
’
囎
e酬
騨
蛸
脚
喫
凹
く
曜
郡
ド
く
曝
刊
1総
嘱
e寵
｛
畔
ρ
翼
蝋
唯
’

　
申
e冊
濡
如
　
リ
湘
2品
旧
攣
栢
髄
く
申
e鷲
製
細
細
似
‡
赫
ゆ
ρ
e刈
跡
ゆ
。

　
風
霜
遣
楓
駅
口
口
　
　
r下
記
2の
国
有
の
試
験
研
究
施
設
を
使
用
し
て
行
う
こ
と
が
」
魍
証
ゆ
。

　
品
冊
輝
楓
怯
回
目
P　
碁
想
碁
e目
糞
帽
如
暴
・
K卜
Q。

別
記
様
式
第
5号
（
第
　
　
第
1項
関
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
促
進
研
究
認
定
申
請
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
農
林
水
産
大
臣
　
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郵
便
番
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
　
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
名
罎
課
鋼
，
，

　
研
究
交
流
促
進
法
施
行
令
第
12条
第
1　
の
認
定
を
受
け
た
い
の
で
、
下
記
の
と
お
り
申
請
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

1　
研
究
の
概
要
及
び
そ
の
実
施
計
画

2　
1の
研
究
が
、
特
定
の
分
野
に
関
し
、
機
　
　
～
現
に
行
っ
て
い
る
研
究
と
関
連
す
る
こ
と
の
説
明

3　
1の
研
究
を
行
う
に
当
た
っ
て
使
用
す
る
必
　
iあ
る
国
有
の
試
験
研
究
施
設

4　
3の
試
験
研
究
施
設
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
マ
　
う
と
す
る
記
録
、
資
料
そ
の
他
の
研
究
の
結
果
又
は
研
究
の

　
成
果

　
5　
3の
試
験
研
究
施
設
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
得
よ
　
と
す
る
記
録
、
資
料
そ
の
他
の
研
究
の
結
果
の
機
関
へ
の

　
無
償
提
供
又
は
研
究
の
成
果
の
機
関
へ
の
報
告
を
約
す
る
　
と
。

　
6　
1の
研
究
を
行
う
者
が
当
該
研
究
を
行
う
た
め
に
必
要
な
　
術
的
能
力
を
有
す
る
こ
と
の
説
明

　
備
考
1　
用
紙
の
大
き
さ
は
、
．
日
本
工
業
規
格
A4と
す
る
」
　
。

　
　
　
　
2　
氏
名
を
自
署
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
押
印
を
省
略
　
　
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
3　
上
記
2及
び
5の
「
機
関
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
機
関
・
を
記
す
こ
と
。

　
　
　
　
4　
上
記
3に
つ
い
て
は
、
研
究
を
行
っ
て
い
る
国
の
機
関
名
　
記
す
こ
と
。

別
記
様
式
第
6号
（
第
5条
第
2項
関
係
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
流
促
進
研
究
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
番
　
　
　
号

　
　
研
究
交
流
促
進
法
施
行
令
第
12条
第
1項
の
規
定
に
基
づ
き
、
下
記
1の
研
多
　
、
下
記
3の
機
関
が
現
に
行
っ
て

　
い
る
研
究
と
関
連
す
る
と
認
定
す
る
。

　
　
　
年
　
　
月
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
　
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

　
1　
研
究
の
概
要
及
び
当
該
研
究
を
行
う
者

　
2　
1の
研
究
を
行
う
に
当
た
っ
て
使
用
を
認
め
る
国
有
の
試
験
研
究
施
設

　
3　
2の
試
験
研
究
施
設
を
使
用
す
る
場
合
は
、
そ
の
結
果
得
ら
れ
る
記
録
、
資
料
そ
の
他
の
1・
究
の
結
果
を
無
償
で

　
　
機
関
に
提
供
す
る
こ
と
又
は
研
究
の
成
果
を
機
関
に
報
告
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
こ
と
。

　
　
備
考
1，
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
A4と
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
2　
上
記
2に
つ
い
て
は
、
研
究
を
行
っ
て
い
る
国
の
機
関
名
を
記
す
こ
と
。

　
　
　
　
3　
上
記
3の
「
機
関
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
機
関
名
を
記
す
こ
と
。



28（号外第152号）幸長官金曜日平成18年6月30日
五
　
研
究
機
能
等
の
構
築

　
　
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
が
最
大
限
に
活
用
さ

　
　
れ
　
　
と
も
に
、
計
算
科
学
技
術
の
分
野
に
お
け
る

　
　
将
来
の
結
弧
的
な
発
展
が
確
保
さ
れ
る
た
め
に
は
、

　
　
本
施
設
を
活
　
　
る
こ
と
に
よ
り
高
度
な
研
究
及
び

　
　
人
材
育
成
に
関
す
　
、
能
等
を
構
築
す
る
こ
と
が
重

　
　
要
で
あ
る
。
‘

　
　
・
こ
の
た
め
、
本
施
設
の
将
、
、
展
望
や
利
用
者
の

　
　
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
理
イ
・
　
究
所
及
び
登

　
　
録
機
関
等
の
関
係
機
関
が
適
切
な
役
害
　
旦
の
も
と

　
　
研
究
及
び
人
材
育
成
に
関
す
る
機
能
を
果
た
　
　
い

　
　
く
こ
と
と
す
る
。

第
四
　
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
運
営
に
関
す
る
事

　
項
　
　
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
共
用
に
当
た
っ
て

　
は
、
グ
リ
ッ
ド
技
術
等
を
活
用
し
、
地
理
的
に
離
れ
た

　
計
算
資
源
を
連
携
さ
せ
て
利
用
で
き
る
こ
と
、
各
種

　
デ
ー
タ
の
取
得
、
蓄
積
及
び
有
効
活
用
等
を
容
易
に
行

　
え
る
こ
と
、
利
用
者
に
対
す
る
窓
口
の
一
元
化
及
び
手

　
続
き
の
簡
素
化
が
行
わ
れ
る
こ
と
等
、
多
く
の
研
究
者

　
等
に
と
っ
て
使
い
や
す
い
運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
重

　
要
で
あ
る
．
ま
た
、
本
施
設
か
ら
優
れ
た
成
果
が
創
出

　
さ
れ
る
よ
う
な
運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ

　
目
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
こ
の
た
め
、
適
時
に
、
か
つ
、
適
切
に
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
等
を
反
映
さ
せ
つ
つ
、
今
後
運
用
段
階
ま
で
に
本
施

設
が
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
な
適
切

な
運
営
方
針
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
ま
た
、
運
営
に
係
る
業
務
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

　
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
、
公
正
な
手
続
き
に
の
っ
と
つ

　
て
、
全
体
的
な
施
設
の
運
営
が
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

　
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
理
化
学
研
究
所
と

　
登
録
機
関
が
適
切
に
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
す

　
る
。

第
五
　
そ
の
他
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
の
共
用
の
促
‘

　
進
に
際
し
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　
特
定
高
速
電
子
計
算
機
施
設
は
、
我
が
国
に
お
け
る

　
計
算
科
学
技
術
を
始
め
と
し
た
科
学
技
術
全
体
の
振
興
、

　
に
　
献
ず
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
施
．

　
設
と
　
　
・
研
究
機
関
等
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

　
を
始
め
と
　
　
計
算
環
境
と
の
適
切
な
役
割
分
担
及
び

　
有
機
的
な
連
携
　
、
っ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
　
特
に
、
既
に
我
力
　
に
お
い
て
開
発
さ
れ
、
成
果
を

　
あ
げ
て
い
る
地
球
シ
ミ
　
　
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
ア
プ

　
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
成
に
お
け
　
　
用
等
、
本
施
設
の
整

　
備
・
運
営
等
に
当
た
っ
て
積
極
的
力
携
が
図
ら
れ
る

　
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
基
本
的
な
方
針
は
、
平
成
十
八
年
七
月
一
　
か
ら

　
一
丁
　
　
　
。

　
　
　
労
　
省
日
ノ
　
四

　
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
二
号
）
に
基
づ
き
、
基
本
診
療
料
の
施
設
基
準
等
」

（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
適
用

す
る
。

　
　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
第
五
の
一
の
⑤
中
「
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
」
の
下
に
「
（
第
五
の
三
の
③
の
ロ
の
療
養
病
棟
の
入
院
患
者
の
う
ち
、

別
表
第
五
の
二
に
掲
げ
る
疾
患
及
び
状
態
に
あ
る
患
者
（
以
下
「
別
表
第
五
の
二
の
患
者
」
と
い
う
。
）
と
別
表
第
五
の

三
の
｝
及
び
二
に
掲
げ
る
疾
患
及
び
状
態
に
あ
る
患
者
並
び
に
同
表
の
三
に
掲
げ
る
患
者
（
以
下
「
別
表
第
五
の
三
の

患
者
」
と
い
う
。
）
と
の
合
計
が
八
割
以
上
で
あ
る
病
棟
、
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
北
お
い
て
現
に
特
殊
疾
患
療
養
病

棟
入
院
料
を
算
定
し
て
い
る
療
養
病
棟
（
平
成
十
八
年
九
月
三
十
日
ま
で
に
限
る
。
）
及
び
第
十
一
の
五
に
規
定
す
る

病
棟
の
看
護
職
員
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

　
第
五
の
三
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
の
　
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
2
の
施
設
基
準
等

　
　
　
イ
　
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
2
の
注
1
に
規
定
す
る
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

　
　
　
　
①
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数

　
　
　
　
　
が
二
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
．
こ
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日

　
　
　
　
　
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
前
段
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟

　
　
　
　
　
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
前
段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

②
　
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
二
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

③
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
暑

　
　
者
の
数
が
二
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
岬
（
中
。

ロ
　
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
2
の
注
1
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
区
分

①
入
院
基
本
料
A

　
　
1
　
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
う
ち
別
表
第
五
の
二
の
患
者
と
別
表
第
五
の
三
の
患
者
と
の
合
計
が
八
割

　
　
　
未
満
で
あ
る
場
合
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
特
定
患
者
八
割
未
満
の
場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、

　
　
　
別
表
第
五
の
二
の
患
者

　
　
2
　
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
う
ち
別
表
第
五
の
二
の
患
者
と
別
表
第
五
の
三
の
患
者
と
の
合
計
が
八
割

　
　
　
以
上
で
あ
る
場
合
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
特
定
患
者
八
割
以
上
の
場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、

　
　
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
し
て
保
険
医
療
機
関
が
地
方
社
会
保
険
事
務
局
長
に
届
け
出
た
病

　
　
　
棟
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
二
十
対
一
配
置
病
棟
」
と
い
う
。
）
に
入
院
し
て
い
る
別
表
第
五
の
二
の

　
　
，
患
者

　
　
　
H
　
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者

　
　
　
　
の
数
が
二
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
一
、
、
、
■

　
　
　
　
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
前
段
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
ム
・
に

　
　
　
　
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
前
段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
以
上
で

　
　
　
　
あ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
口
　
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
二
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
．

　
　
　
国
　
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入

　
　
　
　
院
患
者
の
数
が
二
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
．

　
②
　
入
院
基
本
料
B

　
　
1
　
特
定
患
者
八
割
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
五
の
三
の
患
者
（
別
表
第
五
の
二
の
患
者
を
除

　
　
　
く
。
）
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が
十
一
点
以
上
で
あ
る
も
の

　
　
2
　
特
定
患
者
八
割
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
対
一
配
置
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
別
表
第
五
の
三

　
　
　
の
患
者
（
別
表
第
五
の
二
の
患
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が
十
一
点

　
　
　
以
上
で
あ
る
も
の

　
③
　
入
院
基
本
料
C

　
　
l
　
特
定
患
者
八
割
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
五
の
三
の
患
者
（
別
表
第
五
の
二
の
患
者
を
除

　
　
・
く
。
）
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が
十
一
点
未
満
で
あ
る
も
の

　
　
2
　
特
定
患
者
八
割
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
対
一
配
置
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
別
表
第
五
の
三
，

　
　
　
の
患
者
（
別
表
第
五
の
二
の
患
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が
十
一
占
｛

　
　
　
未
満
で
あ
る
も
の

　
④
　
入
院
基
本
料
D

　
　
1
　
特
定
患
者
八
割
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
五
の
二
の
患
者
又
は
別
表
第
五
の
三
の
患
者
以

　
　
　
外
の
患
者
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が
二
十
三
点
以
上
で
あ
る
も
の

　
　
2
　
特
定
患
者
八
割
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
五
の
二
の
患
者
又
は
別
表
第
五
の
三
の
患
者
以

　
　
　
外
の
二
十
対
一
配
置
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が
二

　
　
　
十
三
点
以
上
で
あ
る
も
の
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⑤
　
入
院
基
本
料
E

　
l
　
特
定
患
者
八
割
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
五
の
二
の
患
者
又
は
別
表
第
五
の
三
の
患
者
以

　
　
外
の
患
者
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が
二
十
三
点
未
満
で
あ
る
も
の

　
2
　
特
定
患
者
八
割
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
五
の
二
の
患
者
又
は
別
表
第
五
の
三
の
患
者
以

　
　
外
の
二
十
対
一
配
置
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が
二

　
　
十
三
点
未
満
で
あ
る
も
の
、
又
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
い
も
の
と
し
て
保
険
医
療
機
関
が
地
方

　
　
社
会
保
険
事
務
局
長
に
届
け
出
た
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患
者

　
　
H
　
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
患
者

　
　
　
　
の
数
が
二
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、

　
　
　
　
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
前
段
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に

　
　
　
　
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
前
段
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
以
上
で

　
　
　
　
あ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
口
　
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
．
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
一
．
一
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
国
　
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入

　
　
　
　
院
患
者
の
数
が
二
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
2
（
特
別
入
院
基
本
料
を
含
む
。
）
を
算
定
す
る
患
者
に
対
し
て
行
っ
た
検
査
、
投

　
薬
、
注
射
並
び
に
別
表
第
五
に
掲
げ
る
画
像
診
断
及
び
処
置
の
費
用
（
フ
ィ
ル
ム
の
費
用
を
含
む
。
）
は
、
当

　
該
入
院
基
本
料
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
、
同
表
に
掲
げ
る
薬
剤
及
び
注
射
薬
は
、
当
該
入
院
基
本
料
に
含
ま

　
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
認
知
機
能
障
害
の
状
態
に
あ
り
、
日
常
生
活
を
送
る
上
で
介
助
が
必
要
な
状
態

ハ
　
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
2
に
含
ま
れ
る
費
用
並
び
に
含
ま
れ
な
い
薬
剤
及
び
注
射
薬
の
費
用

二
　
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
2
の
注
4
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態

第
六
の
三
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
㈹
　
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
2
の
施
設
基
準
等

　
　
イ
　
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
2
の
注
1
に
規
定
す
る
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

　
　
　
①
当
該
有
床
診
療
所
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
療
養
病
床
に
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
看
護
職
員
の
数
は
、

　
　
　
　
当
該
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
数
が
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
　
は
、
当
該
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
数
が
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
　
1
　
当
該
有
床
診
療
所
の
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
う
ち
別
表
第
五
の
二
の
患
者
と
別
表
第
五
の
三
の
患

　
　
　
者
と
の
合
計
が
八
割
未
満
で
あ
る
場
合
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
特
定
患
者
八
割
未
満
の
場
合
」
と

　
　
　
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
五
の
二
の
患
者

　
　
2
　
当
該
有
床
診
療
所
の
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
う
ち
別
表
第
五
の
二
の
患
者
と
別
表
第
五
の
三
の
患

　
　
　
者
と
の
合
計
が
八
割
以
上
で
あ
る
場
合
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
特
定
患
者
八
割
以
上
の
場
合
」
と

　
　
　
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
し
て
地
方
社
会
保
険
事
務
局
長
に
届
け
出

　
　
　
た
診
療
所
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
四
対
一
配
置
保
険
医
療
機
関
」
と
い
う
。
）

　
　
　
に
入
院
し
て
い
る
別
表
第
五
の
二
の
患
者

　
　
　
H
　
当
該
有
床
診
療
所
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
療
養
病
床
に
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
看
護
職
員
の

　
　
　
　
数
は
、
当
該
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
数
が
四
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
．
こ
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
口
　
当
該
有
床
診
療
所
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
療
養
病
床
に
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
看
護
補
助
者

　
　
　
　
の
数
は
、
当
該
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
数
が
四
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ

　
　
　
　
と
。

②
　
当
該
有
床
診
療
所
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
療
養
病
床
に
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
看
護
補
助
者
の
数

日
　
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
2
の
注
1
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
区
分

①
　
入
院
基
本
料
A

　
　
　
　
た
検
査
、

　
　
　
　
む
。
）
は
、

　
　
　
　
本
科
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

　
　
　
二
　
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
2
の
注
4
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
状
態

　
　
　
　
　
認
知
機
能
障
害
の
状
態
に
あ
り
、
日
常
生
活
を
送
る
上
で
介
助
が
必
要
な
状
態

　
第
八
の
六
の
の
中
「
第
十
六
条
の
二
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
．

　
第
九
の
一
の
㈲
中
「
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
入
院
患
者
数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
員
数
の
基
準
並
び
に
入
院
基
‡

料
等
の
算
定
方
法
」
を
「
厚
生
労
働
大
臣
⑳
定
め
る
入
院
患
者
数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
員
数
の
基
準
並
び
に
入
院
基

本
料
の
算
定
方
法
」
に
改
め
る
。

　
第
十
一
の
三
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
四
　
別
表
第
十
二
に
掲
げ
る
疾
患
の
患
者
で
あ
っ
て
、
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
特
殊
疾
患
療
養
病

　
　
棟
入
院
料
1
を
算
定
す
る
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患
者
、
又
は
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
特
殊
疾

　
　
患
療
養
病
棟
入
院
料
2
を
算
定
す
る
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患
者
（
別
表
第
五
の
二
の
患
者
を
除
く
．
）
に
つ
い
て

　
　
は
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
五
の
三
の
③
の
ロ
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
フ
て
れ
ゲ
て
れ

　
　
別
表
第
五
の
二
の
患
者
又
は
別
表
第
五
の
三
の
患
者
と
み
な
す
。

　
1
　
特
定
患
者
八
割
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
五
の
三
の
患
者
（
別
表
第
五
の
二
の
患
者
を
除

　
　
く
。
）
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が
十
一
点
以
上
で
あ
る
も
の

　
2
　
特
定
患
者
八
割
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
対
一
配
置
保
険
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る
別
表
第
．

　
　
五
の
三
の
患
者
（
別
表
第
五
の
二
の
患
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が

　
　
十
一
点
以
上
で
あ
る
も
の

　
　
入
院
基
本
料
C

　
1
　
特
定
患
者
八
割
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
五
の
三
の
患
者
（
別
表
第
五
の
二
の
患
者
を
除
’

　
　
く
。
）
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が
十
一
点
未
満
で
あ
る
も
の

　
2
　
特
定
患
者
八
割
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
四
対
一
配
置
保
険
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る
別
表
第

　
　
五
の
三
の
患
者
（
別
表
第
五
の
二
の
患
者
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が

　
　
十
一
点
未
満
で
あ
る
も
の

　
1
　
特
定
患
者
八
割
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
五
の
二
の
患
者
又
は
別
表
第
五
の
三
の
患
者
以

　
　
外
の
患
者
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が
二
十
三
点
以
上
で
あ
る
も
の

　
2
　
特
定
患
者
八
割
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
五
の
二
の
患
者
又
は
別
表
第
五
の
三
の
患
者
以

　
　
外
の
四
対
一
配
置
保
険
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判

　
　
定
が
二
十
三
点
以
上
で
あ
る
も
の

　
1
　
特
定
患
者
八
割
未
満
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
五
の
二
の
患
者
又
は
別
表
第
五
の
三
の
愚
者
以

　
　
外
の
患
者
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判
定
が
二
十
三
点
未
満
で
あ
る
も
の

　
2
　
特
定
患
者
八
割
以
上
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
別
表
第
五
の
二
の
患
者
又
は
別
表
第
五
の
三
の
患
者
以

　
　
外
の
四
対
一
配
置
保
険
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る
患
者
で
あ
っ
て
、
A
D
L
の
判
定
基
準
に
よ
る
判

　
　
定
が
二
十
三
点
未
満
で
あ
る
も
の
、
又
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
な
い
も
の
と
し
て
地
方
社
会
保
険
、

　
　
事
務
局
長
に
届
け
出
た
診
療
所
で
あ
る
保
険
医
療
機
関
に
入
院
し
て
い
る
患
者

　
　
H
　
当
該
有
床
診
療
所
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
療
養
病
床
に
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
看
護
職
員
の

　
　
　
数
は
、
当
該
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
数
が
四
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
．
こ
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
口
　
当
該
有
床
診
療
所
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
療
養
病
床
に
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
看
護
補
助
昔

　
　
　
　
の
数
は
、
当
該
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
数
が
四
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ

　
　
　
　
と
。

　
　
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
2
（
特
別
入
院
基
本
料
を
含
む
。
）
を
算
定
す
る
患
者
に
対
し
’
，
、
行
っ

　
　
　
　
　
投
薬
、
注
射
並
び
に
別
表
第
五
に
掲
げ
る
画
像
診
断
及
び
処
置
の
費
用
（
フ
ィ
ル
ム
の
費
用
を
含

　
　
　
　
　
当
該
入
院
基
本
料
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
、
同
表
に
掲
げ
る
薬
剤
及
び
注
射
薬
は
、
当
該
入
院
基

②
　
入
院
基
本
料
B

③④
　
入
院
基
本
料
D

⑤
　
入
院
基
本
料
E

ハ
　
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
2
に
含
ま
れ
る
費
用
並
び
に
含
ま
れ
な
い
薬
剤
及
び
注
射
薬
の
費
用
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五
　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
1
又
は
特
殊
疾
患
療
養
病
棟
入
院
料
を
算
定

　
す
る
病
棟
で
あ
っ
て
、
別
表
第
五
の
二
の
患
者
又
は
別
表
第
五
の
三
の
患
者
以
外
の
患
者
が
六
割
以
上
入
院
し
て

　
　
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
等
へ
の
移
行
準
備
計
画
を
地
方
社
会
保
険
事
務
局
長
に
届
け
出
た

　
　
場
合
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
問
に
限
り
、

　
　
第
五
の
三
の
⑭
の
イ
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

　
　
ω
　
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
を
行
う
看
護
補
助
者
の
数
は
、
常
時
、

　
　
　
当
該
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が
十
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
．
こ
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
　
図
　
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
最
小
必
要
数
の
三
分
の
一
以
上
が
看
護
職
員
で
あ
る

　
　
　
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の
数
が
前
段
に
規
定
す
る
数
に
相
当

　
　
　
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
各
病
棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の
数
は
、
前
段
の
規
定
に
か
か
わ

　
　
　
ら
ず
、
一
以
上
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
㈹
　
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
看
護
職
員
の
最
小
必
要
数
の
二
割
以
上
が
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

　
六
　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
1
を
算
定
す
る
診
療
所
で
あ
る

　
　
保
険
医
療
機
関
で
あ
っ
て
、
別
表
第
五
の
二
の
患
者
又
は
別
表
第
五
の
三
の
患
者
以
外
の
患
者
が
六
割
以
上
入
院

　
　
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
等
へ
の
移
行
準
備
計
画
を
地
方
社
会
保
険
事
務
局
長
に
届
け

　
　
出
た
場
合
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限

　
　
り
、
第
六
の
三
の
③
の
イ
に
該
当
す
る
も
の
と
み
な
す
。

　
　
q
D
　
当
該
有
床
診
療
所
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
療
養
病
床
に
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
看
護
職
員
及
び
看
護
補

　
　
　
助
者
の
数
は
、
当
該
療
養
病
床
の
入
院
患
者
の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
　
図
　
当
該
有
床
診
療
所
に
雇
用
さ
れ
、
そ
の
療
養
病
床
に
勤
務
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
看
護
職
員
の
数
は
、
看

　
　
　
護
職
員
及
び
看
護
補
助
者
の
最
小
必
要
数
の
三
分
の
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
別
表
第
五
中
「
投
薬
及
び
注
射
薬
」
を
「
薬
剤
及
び
注
射
薬
」
に
改
め
、
同
表
の
二
中
「
関
節
喉
頭
鏡
下
喉
頭
処
置
」

を
「
間
接
喉
頭
鏡
下
喉
頭
処
置
」
に
改
め
、
同
表
の
三
中
「
投
薬
（
」
を
「
薬
剤
（
」
に
改
め
、
同
表
の
四
中
「
）
及

び
」
を
「
）
、
」
に
改
め
、
「
あ
る
も
の
に
対
し
て
投
与
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
」
の
下
に
「
及
び
疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

た
め
の
医
療
用
麻
薬
」
を
加
尋
へ
同
表
の
次
に
次
の
二
表
を
加
え
る
。

別
表
第
五
の
二
　
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
2
及
び
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
2
の
入
院
基
本
料
A
に
係
る
疾

　
思
及
び
状
態

　
一
　
対
象
疾
患
の
名
称

　
　
　
ス
モ
ン

　
ニ
　
対
象
と
な
る
状
態

　
　
　
医
師
及
び
看
護
職
員
に
よ
り
、
常
時
、
監
視
及
び
管
理
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
　
中
心
静
脈
栄
養
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
　
二
十
四
時
間
持
続
し
て
点
滴
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
　
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て
い
る
状
態

　
　
　
ド
レ
ー
ン
法
又
は
胸
腔
若
し
く
は
腹
腔
の
洗
浄
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
　
気
管
切
開
又
は
気
管
内
挿
管
が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
発
熱
を
伴
う
状
態

　
　
　
酸
素
療
法
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
　
感
染
症
の
治
療
の
必
要
性
か
ら
隔
離
室
で
の
管
理
を
実
施
し
て
い
る
状
態

別
表
第
五
の
三
　
療
養
病
棟
入
院
基
本
料
2
及
び
有
床
診
療
所
療
養
病
床
入
院
基
本
料
2
の
入
院
基
本
料
B
及
び
入
院

　
基
本
料
C
に
係
る
疾
患
及
び
状
態
等

　
一
　
対
象
疾
患
の
名
称

　
　
　
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症

　
　
　
多
発
性
硬
化
症
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患
（
進
行
性
核
上
性
麻
痺
、
大
脳
皮
質

　
　
基
底
核
変
性
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
（
ホ
ー
エ
ン
・
ヤ
ー
ル
の
重
症
度
分
類
が
ス
テ
ー
ジ
三
以
上
で
あ
っ
て
生
活

　
　
機
能
障
害
度
が
∬
度
又
は
皿
度
の
状
態
に
限
る
。
）
）
そ
の
他
の
難
病
（
ス
モ
ン
を
除
く
。
）

　
別
表
第
六
の
二
の
ω
中

　
別
表
第
十
一
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

別
表
第
十
二

　
　
脊
髄
損
傷

　
　
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症

　
　
多
発
性
硬
化
症

　
　
重
症
筋
無
力
症

　
　
脊
髄
損
傷
（
頸
椎
損
傷
を
原
因
と
す
る
麻
痙
が
四
肢
す
べ
て
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）

　
　
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
ヒ
ュ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
分
類
が
V
度
の
状
態
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）

　
　
悪
性
腫
瘍
（
医
療
用
麻
薬
等
の
薬
剤
投
与
に
よ
る
疼
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
な
場
合
に
限
る
。
）

　
　
対
象
と
な
る
状
態

　
　
肺
炎
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
尿
路
感
染
症
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
傷
病
等
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
状
態
（
原
因
と
な
る
傷
病
等
の
発
症
後
、
三
十
日
以
内
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
合
で
、
実
際
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）

　
　
脱
水
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
消
化
管
等
の
体
内
か
ら
の
出
血
が
反
復
継
続
し
て
い
る
状
態

　
　
頻
回
の
嘔
吐
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
褥
瘡
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態
（
皮
膚
層
の
部
分
的
喪
失
が
認
め
ら
れ
る
場
合
又
は
褥
瘡
が
二
箇

　
所
以
上
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
限
る
。
）

　
　
末
梢
循
環
障
害
に
よ
る
下
肢
末
端
の
開
放
創
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
せ
ん
妄
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
う
つ
症
状
に
対
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
他
者
に
対
す
る
暴
行
が
毎
日
認
め
ら
れ
る
状
態

　
　
人
工
腎
臓
、
持
続
緩
徐
式
血
液
濾
過
、
腹
膜
潅
流
又
は
血
漿
交
換
療
法
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
経
鼻
胃
管
や
胃
瘻
等
の
経
腸
栄
養
が
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
発
熱
又
は
嘔
吐
を
伴
う
状
態

　
　
一
日
八
回
以
上
の
喀
痰
■
吸
引
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
気
管
切
開
又
は
気
管
内
挿
管
が
行
わ
れ
て
い
る
状
態
（
発
熱
を
伴
う
状
態
を
除
く
。
）

　
　
頻
回
の
血
糖
検
査
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
創
傷
（
手
術
創
や
感
染
創
を
含
む
。
）
、
皮
膚
潰
瘍
又
は
下
腿
若
し
く
は
足
部
の
蜂
巣
炎
、
膿
等
の
感
染
症
に
対

　
す
る
治
療
を
実
施
し
て
い
る
状
態

　
　
次
に
掲
げ
る
保
険
医
療
機
関
の
療
養
病
棟
で
あ
っ
て
、
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
に
お
い
て
現
に
特
殊
疾
患
療
一

　
養
病
棟
入
院
料
又
は
特
殊
疾
患
入
院
施
設
管
理
加
算
を
算
定
す
る
療
養
病
棟
に
入
院
し
て
い
る
患
者
（
重
度
の
肢

　
体
不
自
由
児
（
者
）
又
は
知
的
障
害
者
に
限
る
。
）

　
ω
　
児
童
福
祉
法
第
四
十
三
条
の
三
に
規
定
す
る
肢
体
不
自
由
児
施
設

　
図
　
児
童
福
祉
法
第
四
十
三
条
の
四
に
規
定
す
る
重
症
心
身
障
害
児
施
設

　
③
　
児
童
福
祉
法
第
二
十
七
条
第
二
項
及
び
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第

　
　
十
八
条
第
四
項
に
規
定
す
る
国
立
高
度
専
門
医
療
セ
ン
タ
ー
及
び
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
の
設
置
す
る

　
　
医
療
機
関
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ス
テ
ー
ジ
3
」
を
「
ス
テ
ー
ジ
三
」
に
改
め
る
。

二三
　
対
象
と
な
る
患
者
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ス
モ
ン

　
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症

　
脊
髄
小
脳
変
性
症

　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患
（
進
行
性
核
上
性
麻
疲
、
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
、
，
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
（
ホ
ー
エ

ン
・
ヤ
ー
ル
の
重
症
度
分
類
が
ス
テ
ー
ジ
三
以
上
で
あ
っ
て
生
活
機
能
障
害
度
が
H
度
又
は
皿
度
の
状
態
に
限

る
。
）
）

　
ハ
ン
テ
ン
ト
ン
病

　
多
系
統
萎
縮
症
（
線
条
体
黒
質
変
性
症
、
オ
リ
ー
ブ
橋
小
脳
萎
縮
症
、
シ
ャ
イ
・
ド
レ
ー
ガ
ー
症
候
群
）

　
プ
リ
オ
ン
病
（
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
、
ゲ
ル
ス
ト
マ
ン
・
ス
ト
ロ
イ
ス
ラ
ー
・
シ
ャ
イ
ン
カ
ー
病
、

致
死
性
家
族
性
不
眠
症
）

　
亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎

　
仮
性
球
麻
痩

　
脳
性
麻
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函
斗
十
癌
瀞
酪

ど
。
ω
8

ω
に

麺
圏
鶏
踊
跨
園
矯
侍
〉
矯
一

C
b
o
o
器

ω
ま

洋
珍
融
洋
蒋
＞
階
禦
歯
津
蝋
淋
回
お
ゆ
潮
酪
階
繁
い
掘
激
溺

H
O
マ
轟

ω
一
〇

歯
叫
師
部
一
斗
十
柵
説
罰

ω
嵩

圖
獣
珍
談
畑
井
鶉
誉
ゆ
磁
ゆ
恥
菌
薄
逆
罰

【）

ｭ
｝
昏

ω
H
o
o

勢
舜
氏
国
議
壁
瑞
爵
画
面
ゆ
爵
糾
誰
ゆ
漸
湿

C
b
き
ω

ω
一
〇

踏
詩
串
屡
蕗
＞
塗
轡
蝋
嗣
蕪
南
洋
藩
藷
　
モ
雲
珠
遷
勘
添

O
噛
ε
零

ω
N
O

園
期
蕗
＞
汁
誉
踏
誇
ゆ
升
鷺
ゆ
潮
酪

一
レ
＝
c
。

ω
曽

欝
時
串
豊
蜥
＞
図
旨
説
雨
落
藻
菌
叫
障
囲
薄
倖
V
黛
i

O
ヒ
9
ω

ω
B

嵜
博
曲
路
謬
ゆ
潮
酪

9
箋
・
ミ

ω
器

瞠
旨
猷
居
膳
＞
国
時
潮
漆
藻
落
川
圖
暑
海
陶
磁
侍
V
唐
一

O
b
器
（
〕

ω
圏

断
雲
部
一
斗
十
渦
潮
罰

（
O
卜
淳

ω
謡

群
恥
痢
郷
洲
雲
薗
罰

O
b
㎝
0
に
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別
表
　
1
　
　
　
・
6
中
「
闇
薄
H
。
。
岳
ω
油
ω
H
田
δ
批
耳
ぴ
脹
欝
蘇
袖
踵
書
協
噛
疎
矧
肝
目
貼
S
》
引
括
抽
」
を
「
脹

讐
邸
祷
聖
針
轟
囎
瞭
圃
餅
雷
残
　
　
　
柑
ω
聖
∩
婁
唾
か
》
塁
∩
偏
緊
邸
満
諮
難
掛
賠
嘩
泌
耳
パ
ぐ
ソ
ぴ
》
ヨ
雌
s

警
に
、
ヌ
ヨ
藤
8
渇
狸
を
「
｝
黙
誹
鶏
　
∩
・
ハ
ぐ
ぶ
》
引
継
に
、
「
。
・
・
。
」
を
「
§
に
、
「
。
・
ご
を

「
9
。
」
に
、
「
9
0
」
を
「
ρ
G
。
」
に
改
め
る
。

　
別
表
第
2
の
一
の
注
1
0
及
び
第
3
の
一
の
注
5
中
「
着
鳥
目
。
。
柑
ω
油
ω
H
m
δ
説
耳
　
　
，
削
　
、
「
。
，
。
。
」
．
を
「
一
b
」

に
、
「
9
ご
を
「
。
b
」
に
、
「
。
■
曾
を
「
。
●
。
。
」
に
改
め
る
．

○
目
　
労
慮
ノ
　
日
、

　
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に

要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
別
表
の
9
の
イ
ω
か
ら
③
ま
で
の
注
9
中
「
⇒
儲
瞭
＞
粛
禽
誹
貼
醐
醤
》
ヨ
漸
騰
⇒
腿
蹄
」
を
〔
⇒
瀦
鰍
＞
｛
知
講
昌

難
δ
世
尊
ぴ
満
善
》
ヨ
滋
藤
⇒
照
躍
」
に
改
め
る
。

　
別
表
の
9
の
口
中
ω
を
⑧
と
し
、
．
⑭
か
ら
㈲
ま
で
を
㈹
か
ら
ω
ま
で
と
し
、
ω
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
（
N
）
謙
醗
熟
離
潮
見
諾
瞳
腿
濱
盗
》
ヨ
鶏
騰
⇒
閥
躍
（
一
田
δ
u
Ω
賎
）

　
　
　
工
　
謙
索
溝
離
激
昂
酸
菌
瞳
満
当
＞
ヨ
滋
離
⇒
騰
璽
H
）

　
加
　
繭
巌
3
畑
⇒
騰

　
σ
　
燗
⇒
蟷
H

　
o
　
盟
⇒
蟷
N

　
∩
一
　
燗
⇒
鱗
。
。

　
の
　
湘
⇒
鱗
鼻

　
「
　
網
⇒
醐
㎝

E
　
謙
酪
鵡
盤
湘
掘
醸
庫
瞠
繭
蓋
＞
ヨ
鶏
隣
⇒
鱒
環
（
口
）

㎝
ω
鼻
笹
嘗

ざ
H
振
濤

。。

ﾉ
振
嘗

。
H
。
絃
濤

ザ
O
さ
糠
自

H
レ
〇
一
振
欝

　
別
表
の
9
の
ロ
ω
か
ら
㈲
ま
で
の
注
1
中

の
注
2
中

凶
ま
で
の
注
8
中

離
⇒
蟷
環
（
目
×
舜
謙
酪
期
雑
説
掘
醐
瞳
腿
苗
蓋
＞
ヨ
滋
離
⇒
瀦
躍
酪
」

器
目
S
謙
罰
議
黙
滋
滉
繭
苔
＞
ヨ
滋
牒
⇒
瀦
埠
ε
」

勘
離
脱
晃
満
遵
》
ヨ
期
膿
⇒
腿
墨
ε
図
舜
灘
醗
凱
牒
議
薯
繭
函
腿
愚
澄
》
ヨ
漁
離
⇒
購
獲
目
）
」
に
改
め
、
同
項
ロ
ω
か

ら
㈲
ま
で
の
注
1
0
中
ザ
謙
酪
縣
離
謙
薯
繭
蓋
＞
ヨ
凱
蹴
⇒
愚
躍
」
を
「
熟
藤
説
晃
砧
戯
叫
ぴ
滋
醗
δ
傍
耳
ぴ
繭
蓋
＞
ヨ

漸
騰
⇒
脳
燦
」
に
改
め
る
。

　
別
表
の
9
の
ハ
ω
か
ら
③
ま
で
の
注
8
中
「
罵
贈
ヨ
凱
離
湘
晃
満
蓋
＞
ヨ
購
聴
⇒
蝋
蹄
」
を
「
滋
牒
謙
語
嘩
録
叫
が

罵
凱
ヨ
δ
赫
耳
ぴ
繭
藷
ン
ヨ
期
騰
⇒
蟷
躍
」
に
改
め
る
。

　
別
表
の
9
の
二
中
「
隷
＞
醇
闘
醤
瀞
溢
醜
滋
離
脱
晃
磁
針
叫
か
勤
醗
“
∩
許
可
か
盗
遵
＞
ヨ
滋
離
⇒
騰
馬
」
を
「
瞭
＞

蒔
器
醤
漸
漸
曲
鵡
離
漸
落
蒔
針
叫
δ
潮
灘
δ
赫
耳
δ
識
当
》
ヨ
期
悌
⇒
溺
蹄
」
に
改
め
る
。

　
別
表
の
9
の
二
中
ω
を
⑧
と
し
、
⑭
か
ら
㈲
ま
で
を
③
か
ら
ω
ま
で
と
し
、
ω
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
．

　
　
芭
　
罷
醤
漸
漸
鄭
瞠
醸
巌
謄
満
蕊
＞
ヨ
期
牒
⇒
叫
燗
期
（
H
聖
∩
U
鎌
）

　
　
　
工
　
闘
醤
漸
漸
鄭
腱
酸
菌
瞠
濁
醤
ン
ヨ
識
熊
⇒
鱗
踏
（
ご

　
　
　
　
餌
　
酸
箇
呂
畑
⇒
憩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宅
。
栂
濤

　
　
　
　
σ
淵
⇒
鱗
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
柾
濤

　
　
酸
箇
呂
燗
⇒
艦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
。
。
糠
南

　
　
矯
⇒
照
H
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。
ω
N
笹
書

　
　
燗
⇒
鱗
N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
鵠
童
詩

　
　
畑
⇒
照
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
b
㎝
。
紐
濤

　
　
燗
⇒
艦
癖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
摩
糠
自

　
　
燗
⇒
愚
㎝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・
N
ω
N
糠
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
（
ご
薄
q
（
N
）
」
を
「
（
一
）
菅
更
ω
蒔
d
」
に
改
め
、
同
項
ロ
ω
か
ら
㈲
ま
で

「（

ﾖ
）
」
を
「
（
幽
）
」
に
改
め
、
同
項
ロ
ω
か
ら
㈲
ま
で
の
注
3
中
「
（
悼
）
」
を
「
（
ω
）
」
に
改
め
、
同
項
ロ
q
D
か
ら

　
　
　
「
峯
僻
説
飼
潮
齢
激
発
濁
蓋
》
ヨ
購
離
⇒
憩
期
日
酵
」
を
「
雌
C
〈
箕
灘
湿
蜘
雑
説
黒
繭
蓋
》
引
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「
×
算
勘
酪
瓢
騰
潮
見
闘
蓋
＞
ヨ
齢
離
⇒
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
「
雌
C
〈
再
説
湿
凱
離
激
暑
繭
謡
＞
ヨ
滋
環
⇒
購
即
日
S
漸
溺

餌σOqの噛

　
o
　
燗
⇒
騰
N

　
旦
　
畑
⇒
購
ω

　
①
　
燗
⇒
闘
“

　
噛
　
燗
》
醐
㎝

E
　
罷
醤
前
瀬
鄭
瞳
酸
箇
謄
繭
盗
》
ヨ
海
難
⇒
懸
路
a
）

H、の⊆L∩σゆ

G。

ﾖ
。
栂
蒔

0
8
笹
自

。
這
橿
濤

一
b
章
橿
爵

　
別
表
の
9
の
二
ω
か
ら
に
ま
で
の
注
－
中

を
「
澗
日
蝕
冷
」

注
3
中
「
芭
」

2
）
轡
を
語
ヌ
嘉
讐
漸
漸
繭
瞳
満
澄
》
ヨ
識
牒
⇒
駕
踏
3
と
叫
馨
鼠
漸
鄭
腱
醸
瞳
瞳
融
着
ン
習
熟
黙
念
露

坐
に
、
「
峯
誌
醤
満
潮
鄭
瞳
盗
蕊
ン
ヨ
黙
黙
⇒
鱗
蹄
3
S
脚
讐
濤
漸
鄭
健
闘
醤
》
ヨ
憩
離
⇒
燃
饗
）
」
を
露
ヌ

舜
闘
書
面
瀬
畑
瞳
臨
蓋
＞
ヨ
滋
藤
⇒
脳
踏
3
s
聞
書
爵
溢
畑
瞠
轟
遜
＞
ヨ
強
聴
⇒
燭
凌
・
）
峯
叫
闘
醤
前
瀬
醜
謄
醗
団
瞳

甫
謡
》
引
潮
齢
⇒
溝
型
目
）
」
に
改
め
、
同
項
二
q
D
か
ら
回
ま
で
の
注
7
中
「
関
醤
潮
瀬
曲
謄
盗
遵
》
ヨ
滋
黙
⇒
鰐
蹄
」

を
「
鹸
＞
蒔
闘
醤
潮
瀬
曲
凱
離
卦
落
酪
針
叫
ぴ
激
醗
π
計
算
か
満
蓋
＞
ヨ
熟
牒
⇒
購
累
」
に
改
め
る
。

　
別
表
の
9
の
ホ
ω
か
ら
⑬
ま
で
の
注
5
中
「
曄
構
薗
ゆ
罵
蛍
ヨ
濁
藷
＞
ヨ
爵
牒
⇒
燭
躍
」
を
「
開
構
薗
ゆ
騨
憩
ヨ
δ

計
算
ぴ
濁
謡
》
ヨ
期
離
⇒
醐
蹄
」
に
改
め
る
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
五
号

　
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等

に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

し
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
別
表
の
3
の
イ
中
㈲
を
働
と
し
、
⑭
か
ら
⑳
ま
で
を
㈹
か
ら
鋤
ま
で
と
し
、
ω
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
．
λ
る
。

　
　
〔
鱒
）
漸
騰
瞳
繭
庫
謄
⇒
猟
期
離
議
建
ヰ
ー
氏
×
躍
（
H
四
六
。
簡
）

　
　
　
工
　
潮
齢
瞳
讃
箇
腿
⇒
薩
滋
藤
雷
鶏
ヰ
一
応
メ
踏
（
H
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
コ
栂
自

　
　
　
　
ゆ

繭
箇
呂
燗
⇒
蝋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
望
量
阿

燗
⇒
愚
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。
ω
糠
南

國
⇒
照
N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竃
。
墨
隣

燗
⇒
聡
。
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
b
零
梅
欝

燗
⇒
購
μ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
・
§
量
隆

燗
⇒
燐
㎝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
認
栂
蒔

　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
「
ε
潮
q
（
讐
を
「
ε
サ
受
ω
）
叫
d
」
に
、
「
諮
H
嵩
券
部
H
油
舗
鼻
面
」

に
改
め
、
同
項
二
ω
か
ら
㈲
ま
で
の
注
2
中
「
（
ω
）
」
を
「
葦
」
に
改
め
、
同
項
二
ω
か
ら
㈲
ま
で
の
■

を
「
〔
ω
）
」
に
改
め
、
同
項
二
ω
か
ら
㈲
ま
で
の
注
5
中
「
×
舜
器
岩
漸
漸
曲
瞠
愚
蓋
＞
ヨ
熟
牒
⇒
醐
環

　
　
　
燭
⇒
燐
一

　
　
　
燗
⇒
騰
N

　
　
　
湘
⇒
憩
ω

　
　
　
矯
⇒
騰
“

　
　
　
燗
⇒
鱗
㎝

E
　
滋
藤
瞠
醸
翫
瞳
⇒
蝋
漁
爆
雷
馨
ヰ
一
代
メ
堀
（
阜

　
σ
　
O

　
（
一

　
の

。Ω．oσ山
畑
⇒
鱗
一

燗
⇒
醐
N

燗
⇒
騰
ω

燗
⇒
騰
“

燗
⇒
醐
㎝

↓
。
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一
振
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。。
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�
�
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。
。
。
。
栂
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F
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栂
蒔

↓
。
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N
笹
自
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振
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H
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介
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で
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。
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掲
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。
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介
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介
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①
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野
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車
幅
pe測
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督
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又
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病

院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
IIDを
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若
し
く
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病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
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護
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床
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床
介
護
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護
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介
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介
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介
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指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
）
及
び
指

定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
一
号
）
の
規
定

に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
し
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
第
八
号
ヲ
中
「
ヌ
ω
か
ら
㈲
ま
で
又
は
ル
」
を
「
ル
m
か
ら
㈲
ま
で
、
ヲ
又
は
ワ
」
に
改
め
、
同
号
ヲ
を
同
号
力
と

し
、
同
号
ル
中
「
ヌ
」
を
「
ル
」
に
改
め
、
同
号
ル
を
同
号
ワ
と
し
、
同
号
ヌ
ω
H
中
「
医
療
法
施
行
規
則
」
の
下
に

「
第
五
十
二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
を
除
き
、
同
令
」
を
加
尋
へ
同
号
ヌ
⑭
H
中
「
病
院
（
」
の
下
に
「
医

療
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
規
定
及
び
」
を
加
え
、
同
号
ヌ
を
同
号
ル
と
す
る
。

　
第
八
号
ル
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
ヲ
　
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
ω
　
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
（
医
療
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

　
　
　
病
院
に
限
る
。
）
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
こ
と
．

　
　
勃
　
当
該
認
知
症
病
棟
に
お
け
る
看
護
職
員
の
数
（
当
該
認
知
症
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療

　
　
一
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認

　
　
　
知
症
病
棟
の
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
認
知
症
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
看
護
職
員
の
数
）

　
　
　
が
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
認
知
症
病
棟
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
利
用
者
の
数
及
び
入
院
患

　
　
　
者
の
数
の
合
計
数
が
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
　
a
　
当
該
認
知
症
病
棟
に
お
け
る
介
護
職
員
の
数
（
当
該
認
知
症
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療

　
　
一
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
・
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認

　
　
　
知
症
病
棟
の
介
護
職
員
の
数
及
び
当
該
認
知
症
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
介
護
職
員
の
数
）

　
　
　
が
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
認
知
症
病
棟
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
利
用
者
の
数
及
び
入
院
患

　
　
　
者
の
数
の
合
計
数
が
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
　
切
　
鉛
に
よ
り
算
出
し
た
看
護
職
員
の
最
少
必
要
数
の
二
割
以
上
は
看
護
師
で
あ
る
こ
と
。

　
　
㈲
　
通
所
介
護
費
等
の
算
定
方
法
第
四
号
匂
⑧
に
規
定
す
る
基
準
に
該
当
し
て
い
な
い
こ
と
。

　
第
八
号
リ
中
「
ト
ω
若
し
く
は
③
又
は
チ
」
を
「
チ
ω
若
し
く
は
の
又
は
リ
」
に
改
め
、
同
号
リ
を
同
号
ヌ
と
し
、

同
号
チ
中
「
ト
ω
H
」
を
「
チ
ω
H
」
に
改
め
、
同
号
チ
を
同
号
り
と
し
、
同
号
ト
⑭
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
，

　
　
⑭
　
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
q
D
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
　
H
　
ω
H
、
四
及
び
国
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
口
　
当
該
療
養
病
室
に
お
け
る
看
護
職
員
又
は
介
護
職
員
の
数
（
当
該
療
養
病
室
を
有
す
る
診
療
所
で
あ
る
指

　
　
　
　
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に

　
　
　
　
あ
っ
て
は
、
当
該
療
養
病
室
の
看
護
職
員
又
は
介
護
職
員
の
数
及
び
当
該
療
養
病
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外

　
　
　
　
　
の
部
分
に
係
る
看
護
職
員
又
は
介
護
職
員
の
数
）
が
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
療
養
病
室
に
お
け
る
指
定

　
　
　
　
短
期
入
所
療
養
介
護
の
利
用
者
の
数
及
び
入
院
患
者
の
数
の
合
計
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一

　
　
　
　
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
第
八
号
ト
を
同
号
チ
と
し
、
同
号
へ
中
「
又
は
ホ
」
を
「
、
ホ
又
は
へ
」
に
改
め
、
同
号
へ
を
同
号
ト
と
し
、
同
号

ホ
を
同
号
へ
と
し
、
同
号
二
ω
H
中
「
病
院
」
の
下
に
「
（
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）

第
五
十
二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
二
ω
口
中
「
当
該
療
養
病
床
」
を
「
当
該
療

養
病
棟
」
に
改
め
、
同
号
二
m
因
中
「
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
ご
を
削
り
、
同
号
二
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

　
　
ホ
　
病
院
療
養
病
床
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
　
ω
　
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
（
医
療
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
に
限
る
。
）
で
あ

　
　
　
　
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
鋤
　
当
該
療
養
病
棟
に
お
け
る
看
護
職
員
の
数
（
当
該
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介

　
　
　
一
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
療
養
病

　
　
　
　
棟
の
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
療
養
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
看
護
職
員
の
数
）
が
、
常
勤

　
　
　
　
換
算
方
法
で
、
当
該
療
養
病
棟
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
利
用
者
の
数
及
び
入
院
患
者
の
数
の
合

　
　
　
　
計
数
が
八
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
　
㈹
　
当
該
療
養
病
棟
に
お
け
る
介
護
職
員
の
数
（
当
該
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介

　
　
　
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
霞
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
療
養
病

　
　
　
棟
の
介
護
職
員
の
数
及
び
当
該
療
養
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
介
護
職
員
の
数
）
が
、
常
勤

　
　
　
換
算
方
法
で
、
当
該
療
養
病
棟
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
利
用
者
の
数
及
び
入
院
患
者
の
数
の
合

　
　
　
計
数
が
四
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
　
㈱
　
通
所
介
護
費
等
の
算
定
方
法
第
四
号
ロ
③
に
規
定
す
る
基
準
に
該
当
し
て
い
な
い
こ
と
．

　
　
日
　
当
該
療
養
病
棟
の
病
室
が
医
療
法
施
行
規
則
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
二
、
．
第
三
号
イ
及
び
第
十
一
号
イ

　
　
　
（
同
令
第
五
十
一
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ

　
　
　
と
。

　
　
㈲
　
二
ω
四
、
㈲
及
び
囚
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
第
十
三
号
イ
中
「
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
四
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
」
の
下
に

「、

a
院
療
養
病
床
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
q
D
」
を
、
「
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
α
∂
の
認
知
症
疾

　
第
三
十
九
号
へ
中
「
ル
」
を
「
ワ
」
に
、
「
第
十
二
号
」
を
「
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
へ
を
同
号
チ
と
し
、
同
号

　
第
三
十
九
号
へ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
ト
　
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
基

　
　
準

　
　
　
第
八
号
ヲ
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
ヲ
㈲
中
「
第
四
号
ロ
㎝
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
十

　
　
三
号
イ
③
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
．

　
第
三
十
九
号
二
中
「
チ
」
を
「
リ
」
に
改
め
、
同
号
二
を
同
号
ホ
と
し
、
同
号
ハ
中
「
ト
」
を
「
チ
」
に
改
め
、
同

・
号
ハ
を
同
号
二
と
し
、
同
号
口
中
「
ホ
」
を
「
へ
」
に
、
「
第
十
二
号
ロ
」
を
「
第
十
三
号
イ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
同

号
ハ
と
し
、
同
号
イ
中
「
第
十
二
号
」
を
「
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
ロ
　
療
養
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
基
準

　
　
　
第
八
号
ホ
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
ホ
町
中
「
第
四
号
ロ
ω
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
十

　
　
三
号
イ
③
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
第
四
十
三
号
イ
中
「
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
佃
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
ω
」
の
下
に

　
「
、
療
養
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
ω
」
を
加
え
、
「
又
は
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
6
乃

の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
ω
」
を
「
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
6
乃
の
認
知
症

疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
ω
又
は
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
q
D
」
に
改
め
、
同
号

ロ
中
「
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
面
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
㈲
」
の
下
に
「
、
療
養
型
経
過

型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
㈹
」
を
加
え
、
「
又
は
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
6
η
の
認
知
症
疾
患
型

介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
㈹
」
を
「
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
6
乃
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養

施
設
サ
ー
ビ
ス
費
㈹
又
は
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
㎝
」
に
改
め
る
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
九
号

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
）
及
び
指

定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
一
号
）
並
び
に

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
七

号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
利
用
者
等
の
数
の
基
準
及
び
看
護
職
員
等
の
員
数
の
基
準
並
び
に

通
所
介
護
費
等
の
算
定
方
法
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八

年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
　
第
四
号
ロ
⑭
中
「
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
及
び
」
を
「
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
、
病

院
療
養
病
床
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
及
び
」
に
、
「
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
及
び
」
を
「
認
知
症

疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
、
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
及
び
」
に
改
め
、
同
号
ロ
③
の
表
中

　
「
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
面
」
の
下
に
「
、
病
院
療
養
病
床
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
」
を
、
「
認

知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
、
σ
の
若
し
く
は
G
乃
」
の
下
に
「
、
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護

費
」
を
加
え
る
。

患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
」
の
下
に
「
、
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
」
を
加
え
、
同
号
口

中
「
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
佃
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
㈹
」
の
下
に
「
、
病
院
療
養

病
床
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
働
」
を
、
「
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
6
η
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所

療
養
介
護
費
㈹
」
の
下
に
「
、
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
側
」
を
加
え
る
。

ホ
中
「
ヌ
」
を
「
ル
」
に
、
「
第
十
二
号
」
を
「
第
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
号
へ
と
す
る
。
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第
十
三
号
イ
の
の
表
中
「
と
い
う
。
）
第
二
条
」
の
下
に
「
（
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
附
則
第
十
八
条
又
は
第

十
九
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
を
含
む
．
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
、
「
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー

ビ
ス
費
皿
」
の
下
に
「
若
し
く
は
療
養
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
」
を
、
「
又
は
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養

施
設
サ
ー
ビ
ス
費
ω
、
¢
の
若
し
く
は
6
乃
」
の
下
に
「
若
し
く
は
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
」

を
加
え
る
。

　
第
十
七
号
ロ
⑭
中
「
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
に
限
る
。
ご
を
「
病
院
療
養
病
床
経
過
型
介

護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指

定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
お
い
て
算
定
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
並
び
に
認
知
症
疾

患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
及
び
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
ユ
ニ
ッ
ト
型

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ

ニ
ッ
ト
部
分
に
お
い
て
算
定
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。
）
」
に
改
め
、
同
号
口
の
の
表
中
「
病
院
療
養
病
床
介
護

予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
面
」
の
下
に
「
若
し
く
は
病
院
療
養
病
床
経
過
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
」
を
、

「
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
、
㎝
若
し
く
は
α
り
㌧
の
下
に
「
若
し
く
は
認
知
症
疾
患
型
経
過

型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
」
を
加
え
、
同
号
ロ
㈹
中
「
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療

養
介
護
費
」
の
下
に
「
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予

防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
お
い
て
算
定
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
、
「
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
認

知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
」
の
下
に
「
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所

及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
お
い
て
算
定
さ
れ
る
場
合
に

限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
二
十
号

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
）
及
び
指

定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
一
号
）
並
び
に

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
七

号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚

生
省
告
示
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
第
二
号
ロ
ω
、
⑭
及
び
㈹
以
外
の
部
分
中
「
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
又
は
」
を
「
病
院
療
養
病
床
短

期
入
所
療
養
介
護
費
、
病
院
療
養
病
床
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
又
は
」
花
改
め
、
同
号
ロ
ω
中
「
ユ
ニ
ッ
ト
型

病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
」
を
「
病
院
療
養
病
床
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
」
に
改
め
、
同
号
ロ
㈹

国
中
「
、
ω
国
中
「
六
十
四
時
間
」
と
あ
る
の
は
「
七
十
二
時
間
」
と
」
を
削
る
。

　
第
七
号
中
「
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
」
を
「
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
、
療
養
型
経
過

型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
」
に
改
め
、
厨
号
イ
中
「
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
」
の
下
に
「
又
は

療
養
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
」
を
加
え
る
。

　
第
九
号
ロ
中
「
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
又
は
」
を
「
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所

療
養
介
護
費
、
病
院
療
養
病
床
経
過
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
又
は
」
に
改
め
、
同
号
ロ
ω
中
「
病
院
療
養

病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
」
の
下
に
「
又
は
病
院
療
養
病
床
経
過
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
」

を
加
え
る
。

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
二
十
一
号

　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
第
六
十
八
条
第
三
項
及
び
第
八
十
七
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
六
十
八
条
第
三
項
及
び
第
八
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
第
四
号
中
「
イ
図
、
ロ
②
、
ハ
③
及
び
二
の
」
を
「
イ
G
り
、
ロ
㈹
、
ハ
G
り
及
び
二
⑧
」
に
、
「
ロ
㈲
」
を
「
ロ
⑤
」
に
、

　
「
二
㈲
」
を
「
二
㈲
」
に
改
め
る
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
二
十
二
号

　
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
及
び
第
六
十
一
条
の
二
第
二
項

第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
介
護
保
険
法
第
五
十
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
介
護
保
険
施
設
等
に
お

け
る
居
住
等
に
要
す
る
平
均
的
な
費
用
の
額
及
び
施
設
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

費
用
の
額
並
び
に
同
法
第
六
十
一
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
お
け
る
滞

在
に
要
す
る
平
均
的
な
費
用
の
額
及
び
事
業
所
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
費
用
の

額
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら

適
用
す
る
。

　
　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
表
備
考
四
中
「
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
四
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
」
の
下
に

「、

a
院
療
養
病
床
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
q
D
」
を
、
「
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
6
η
の
認
知
症
疾

患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
」
の
下
に
「
、
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
m
」
を
、
「
療
養
型
介
護

療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
面
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
ω
」
の
下
に
「
、
療
養
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー

ビ
ス
費
q
D
」
を
加
え
、
「
若
し
く
は
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
へ
η
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設

サ
ー
ビ
ス
費
ω
」
を
「
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
“
η
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス

費
G
O
若
し
く
は
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
ω
」
に
改
め
、
「
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入

所
療
養
介
護
費
面
の
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
O
D
」
の
下
に
「
、
病
院
療
養
病
床
経
過
型
介
護

予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
q
D
」
を
、
「
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
α
乃
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
予

防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
」
の
下
に
「
、
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
O
D
」
を
加
え
る
。

　
表
備
考
五
中
「
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
面
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
㈲
」
の
下
に

　
「
、
病
院
療
養
病
床
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
㎝
」
を
、
「
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
へ
η
の
認
知
症
疾

患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
位
コ
」
の
下
に
「
、
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
⑪
」
を
、
「
療
養
型
介
護

療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
面
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
q
D
」
の
下
に
「
、
療
養
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー

ビ
ス
費
㎝
」
を
加
え
、
「
若
し
く
は
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
6
η
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設

サ
ー
ビ
ス
費
㈲
」
を
「
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
6
乃
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス

費
㈹
若
し
く
は
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
㎝
」
に
改
め
、
「
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入

所
療
養
介
護
費
面
の
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
q
n
」
の
下
に
「
、
病
院
療
養
病
床
経
過
型
介
護

予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
皿
」
を
、
「
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
“
乃
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
予

防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
q
の
」
の
下
に
「
、
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
㎝
」
を
加
．
λ
る
。

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
二
十
三
号

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
七
号
）

及
び
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
一
号
）

並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
五
号
）
の
規
定
に
基

づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
利
用
者
等
が
選
定
す
る
特
別
な
居
室
等
の
提
供
に
係
る
基
準
等
（
平
成
十
二
年
厚
生

省
告
示
第
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
第
一
号
へ
⑭
中
言
ω
、
の
及
び
㈹
」
を
「
ロ
ω
か
ら
㈲
ま
で
」
に
、
「
二
m
、
の
及
び
㈹
」
を
「
二
ω
か
ら
㈲
ま
で
」

に
、
「
イ
q
D
及
び
の
の
注
9
」
を
「
イ
ω
、
⑭
及
び
㈹
の
注
1
0
」
に
、
「
イ
ω
及
び
図
の
注
1
0
」
を
「
イ
ω
、
の
及
び
㈹
の

注
H
」
に
、
「
ハ
ω
及
び
⑭
の
注
6
」
を
「
ハ
ω
、
⑭
及
び
③
の
注
6
」
に
、
「
ハ
ω
及
び
⑭
の
注
7
」
を
「
ハ
ω
、
図

及
び
③
の
注
7
」
に
、
「
注
5
、
口
ω
及
び
の
」
を
「
注
5
、
ロ
ω
、
③
及
び
㈹
」
に
、
「
二
ω
及
び
⑭
」
を
「
二
ω
、

ω
及
び
㈲
」
に
改
め
る
。
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○
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
二
十
四
号

　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
具
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
三
十
七
号
）

及
び
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
口
具
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
一
号
）

並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
目
具
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
五
号
）
に
基
づ
き
、

居
住
、
滞
在
及
び
宿
泊
並
び
に
食
事
の
提
供
に
係
る
利
用
料
等
に
関
す
る
指
針
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四

百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
川
崎
　
二
郎

　
第
一
号
イ
中
「
指
定
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
」
の
下
に
「
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
」
を
加
え
、
同

号
口
中
「
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」
を
「
及
び
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
」

に
改
め
る
。

　
第
二
号
イ
ω
ω
中
「
別
表
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
短
期
入
所
生
活
介
護
費
」
を
「
別
表
指
定
居

宅
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
短
期
入
所
生
活
介
護
費
」
に
、
「
ロ
⑳
働
及
び
㈹
」
を
「
ロ
ω
か
ら
㈲
ま
で
」

に
、
「
二
ω
、
⑭
及
び
⑬
」
を
「
二
ω
か
ら
㈲
ま
で
」
に
、
「
イ
ω
及
び
ω
の
注
9
」
を
「
イ
⑳
働
及
び
㈹
の
注
1
0
」
に
、

　
「
イ
ω
及
び
⑭
の
注
1
0
」
を
「
イ
q
⑭
及
び
③
の
注
n
」
に
、
「
ハ
ω
及
び
③
の
注
6
」
を
「
ハ
ω
、
⑭
及
び
個
の
注

6
」
に
、
「
ハ
ω
及
び
⑭
の
注
7
」
を
「
ハ
ω
⑭
及
び
㈹
の
注
7
」
に
、
「
注
5
、
ロ
ω
及
び
⑭
」
を
「
注
5
、
ロ
ω
、

③
及
び
③
」
に
、
「
二
ω
及
び
の
」
を
「
二
ω
、
働
及
び
㈲
」
に
改
め
る
。

　
　
　
フ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ノ

　
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四

十
　
号
）
第
十
七
条
第
三
項
及
び
第
三
十
九
条
の
二
十
六

第
＝
　
あ
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
四
年
二
月
二
十
二
日

農
林
　
　
省
告
示
第
三
百
三
十
三
号
（
租
税
特
別
措
置
法

施
行
令
　
十
七
条
第
三
項
及
び
第
三
十
九
条
の
二
十
六
第

三
項
に
定
　
る
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
農
業
協
同
組

合
又
は
農
　
　
同
組
合
連
合
会
を
指
定
す
る
等
の
件
）
の

一
部
を
次
の
　
つ
に
改
正
し
、
平
成
十
八
年
七
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

　
平
成
十
八
年
六
　
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
臨
時
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
務
大
臣
　
杉
浦
　
正
健

　
表
徳
島
県
の
項
中
「
江
農
業
協
同
組
合
」
を
削
る
。

○
農
林
水
産
省
告
示
第
　
　
十
一
号

　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
　
辺
海
溝
型
地
震
に
係
る
地
震

防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
　
り
措
置
法
施
行
令
（
平
成

十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
二
号
第
一
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
　
き
施
設
等
に
関
し
主

務
大
臣
の
定
め
る
基
準
を
次
の
よ
，
こ
定
め
る
。

　
平
成
十
八
年
六
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
水
産
大
臣
　
時
代
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
務
大
臣
　
　
ン
浦
　
正
健

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
係
る
地

　
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
士

震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

（
以
下
「
令
」

　
推
進
地
域
（
日
本
海
溝
．

　
　
　
　
　
　
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
号
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
島
海
溝
周
辺
噛

震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特

法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
三
条
第

に
規
定
す
る
推
進
地
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

法
施
行
令

　
難
地

　
　
型
地

　
　
日
置

　
　
　
項

　
　
又

　
　
　
・
、
　
　
士
　
　
弔
　
　
レ
　
　
　
率
！
　
　
　
　
4
利
！

　
川
村
広
場
そ
の
他
の
公
共
空
地
で
あ
っ
て
、
当
該
公
共

グ
地
に
避
難
す
る
と
見
込
ま
れ
る
者
一
人
に
つ
き
｝
平

方
ー
ト
ル
以
上
の
面
積
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
も
の
．
あ
る
こ
と
。

二
　
令
　
一
条
第
二
号
の
避
難
路

　
　
推
進
　
域
か
ら
避
難
地
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
安
全
な

　
場
所
へ
通
　
る
幅
員
三
メ
ー
ト
ル
以
上
の
農
道
、
林
道
、

　
漁
業
集
落
　
　
・
の
他
の
道
路
で
あ
る
こ
と
。

三
　
令
第
一
条
　
二
号
の
消
防
用
施
設

　
　
次
の
い
ず
れ
　
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
イ
　
消
防
の
用
に
ハ
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
貯
水
施

　
　
設
（
貯
水
能
力
四
　
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の
に

　
　
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
　
、
則
と
し
て
設
置
予
定
地
で
コ

　
　
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
　
建
設
さ
れ
る
鉄
筋
コ
ン
タ

　
　
リ
ー
ト
製
の
も
の
又
は
　
場
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た

　
　
部
材
を
使
用
し
て
建
設
　
　
る
も
の

　
ロ
　
農
業
用
用
排
水
施
設
そ
　
　
の
水
利
施
設
で
あ
っ

　
　
て
、
地
震
発
生
時
に
緊
急
的
　
消
防
の
用
に
供
す
る

　
　
水
を
取
水
す
る
こ
と
が
で
き
る
　
の
（
取
水
可
能
量

　
　
が
毎
分
一
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
．
　
か
つ
、
連
続
四

　
　
十
分
以
上
の
取
水
が
可
能
で
あ
る
　
の
に
限
る
。
）

四
　
令
第
一
条
第
四
号
の
消
防
活
動
を
行
・
こ
と
が
困
難

　
で
あ
る
区
域
の
解
消
に
資
す
る
道
路

　
　
消
防
活
動
が
困
難
で
あ
る
区
域
に
通
ず
　
　
道
、
林

　
道
、
漁
業
集
落
道
そ
の
他
の
道
路
で
あ
っ
て
、
消
防
用

　
自
動
車
が
通
行
で
き
る
幅
員
を
有
す
る
も
の
で
　
る
こ

　
と
。

五
　
令
第
一
条
第
六
号
イ
の
緊
急
輸
送
を
確
保
す
る
た
め

　
・
’
　
な
道
路

　
イ
農
道
、
林
道
又
は
漁
港
関
連
道
に
あ
っ
て
は
、
次

　
　
　
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
基
幹
的
な
農
道
、
林
道
及
び
漁
港
関
連
道

　
　
⑭
　
高
速
自
動
車
国
道
、
一
般
国
道
、
主
要
な
都
道

　
県
道
若
し
く
は
市
町
村
道
又
は
基
幹
的
な
農

　
　
林
道
若
し
く
は
漁
港
関
連
道
と
次
に
掲
げ
る

（
琵
　
　
「
指
定
拠
点
」
と
い
う
。
）
と
を
連
絡
す
る

借地
、
の
う
ち
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
も
の

　
も
の

　
D
　
・
逗
物
資
の
備
蓄
地
点
又
は
集
積
拠
点

　
　
q
り
　
僻
乗
地

③
　
指
定
　
点
を
相
互
に
連
絡
す
る
も
の

ロ
　
漁
港
漁
日
・
備
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三

十
七
号
）
第
＝
粂
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
輸
送
施
設
（
道

　
路
に
限
る
。
）
サ
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

　
す
る
も
の
で
あ
　
こ
と
。

　
ω
　
第
七
号
イ
　
基
準
に
適
合
す
る
外
郭
施
設
又
は

係
留
施
設
と
古
　
自
動
車
国
道
、
一
般
国
道
、
主

要
な
都
道
府
県
道
若
し
く
は
市
町
村
道
又
は
基
幹

的
な
農
道
、
林
　
若
し
く
は
漁
港
関
連
道
と
を
連

　
絡
す
る
も
の

2
　
第
七
号
イ
の
碁
に
適
合
す
る
外
郭
施
設
又
は

　
係
留
施
設
と
指
定
　
．
川
と
を
連
絡
す
る
も
の

3
　
指
定
拠
点
と
高
速
　
動
車
国
道
、
一
般
国
道
、

　
主
要
な
都
道
府
県
道
範
　
く
は
市
町
村
道
又
は
基

　
幹
的
な
農
道
、
林
道
若
　
く
は
漁
港
関
連
道
と
を

　
連
絡
す
る
も
の

　
　
㈲
　
指
定
拠
点
を
相
互
に

六
　
令
第
一
条
第
六
号
ハ
の
緊
急

　
必
要
な
ヘ
リ
ポ
ー
ト
（
漁
港
漁

　
号
イ
に
掲
げ
る
輸
送
施
設
で
あ

－
す
る
も
の
　
．

送
を
確
保
す
る
た
め

整
備
法
第
三
条
第
二

　
の
に
限
る
。
）

　
前
号
ロ
の
基
準
に
適
合
す
る
道
　
、

に
適
合
す
る
外
郭
施
設
若
し
く
は

ロ
ω
の
基
準
に
適
合
す
る
橋
若
し
く

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

次
号
イ
の
基
準

施
設
又
は
同
号

運
河
に
隣
接
す

七
　
令
第
一
条
第
六
号
二
の
緊
急
輸
送

　
必
要
な
漁
港
施
設

　
イ
　
外
郭
施
設
及
び
係
留
施
設

　
　
ω
　
大
規
模
な
地
震
の
震
動
に
対
し

　
　
　
で
あ
る
こ
と
。

　
　
⑭
　
緊
急
輸
送
の
用
に
供
さ
れ
る
船
舶

　
　
　
る
構
造
及
び
規
模
で
あ
る
こ
と
。

保
す
る
た
め

女
全
な
構
造

利
用
で
き

　
　
輸
送
施
設

　
　
　
橋
及
び
運
河
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に

　
　
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
．

　
　
　
一
　
イ
の
基
準
に
適
合
す
る
外
郭
施
設
又
は
係
留

　
　
　
施
設
と
高
速
自
動
車
国
道
、
一
般
国
道
、
主
要

　
　
　
よ
都
道
府
県
道
若
し
く
は
市
町
村
道
又
は
基
幹

　
　
　
　
な
農
道
、
林
道
若
し
く
は
漁
港
関
連
道
と
を

　
　
　
連
｝
す
る
も
の

　
　
掛
　
　
の
基
準
に
適
合
す
る
外
郭
施
設
又
は
係
留

　
　
　
施
設
　
指
定
拠
点
と
を
連
絡
す
る
も
の

　
　
㈹
指
拠
点
と
高
速
自
動
車
国
道
、
一
般
国
道
、

　
　
　
主
要
尤
　
道
府
県
道
若
し
く
は
市
町
村
道
又
は

　
　
　
基
幹
的
　
農
道
、
林
道
若
し
く
は
漁
港
関
連
道

　
　
　
と
を
連
絡
　
る
も
の

　
　
　
α
の
’
指
定
拠
崩
を
相
互
に
連
絡
す
る
も
の

　
　
図
　
駐
車
場
に
　
っ
て
は
、
第
五
号
ロ
の
基
準
に
適

　
　
　
合
す
る
道
路
、
　
の
基
準
に
適
合
す
る
外
郭
施
設

　
　
　
若
し
く
は
係
留
　
設
又
は
ω
の
基
準
に
適
合
す
る

　
　
　
橋
若
し
く
は
運
、
こ
隣
接
す
る
も
の
で
あ
る
こ

　
　
　
と
。

八
　
令
第
一
条
第
七
号
の
共
　
溝
、
電
線
共
同
溝
そ
の
他

　
公
益
事
業
の
用
に
供
す
る
．
線
、
水
管
そ
の
他
の
物
件

　
を
地
下
に
収
容
す
る
た
め
の
　
設

　
公
益
事
業
の
用
に
供
す
る
、

件
を
地
下
に
埋
設
し
て
収
容

と
。

線
、
水
管
そ
の
他
の
物

き
る
施
設
で
あ
る
こ

　
確
保
す
る
た
め
必
要
な
海
岸
保
全
　
設

　
　
津
波
に
よ
る
背
後
地
へ
の
海
水
　
　
入
を
防
止
す
る

　
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
で
、
避
難
路
若
し
く
は
緊
急
輸
送
を
確
　
す
る
た
め
必

　
要
な
道
路
又
は
人
家
の
地
震
防
災
上
必
　
ま
も
の

　
　
避
難
路
若
し
く
は
緊
急
輸
送
を
確
保
す
　
た
め
必
要

　
な
道
路
又
は
人
家
及
び
こ
れ
ら
の
周
辺
の
　
　
に
係
る

　
保
安
林
（
こ
れ
に
準
ず
べ
き
森
林
を
含
む
。
）
　
は
保
安

　
施
設
地
区
（
こ
れ
に
準
ず
べ
き
森
林
又
は
原
マ
て
の
他

　
の
土
地
を
含
む
。
）
の
区
域
の
う
ち
大
規
模
な
地
　
の
発

　
生
に
よ
り
土
地
の
崩
壊
又
は
津
波
に
よ
る
被
害
　
生
ず

　
る
お
そ
れ
が
著
し
い
区
域
に
お
い
て
施
行
す
る
保
施

　
設
事
業
に
係
る
施
設
で
あ
る
こ
と
。

九
　
令
第
一
条
第
八
号
イ
の
津
波
か
　
の
円
滑
な
避
難
を

十
　
令
第
一
条
第
九
号
口
の
保
安
施
設
　
．
、
に
係
る
施
設



○
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
　
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

①

改

正

案

第
十
九
条
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
病
院
に
置
く
べ
き

　
医
師
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
従
業
者
の
員
数
の
標
準
は
、
次
の
と

　
お
り
と
す
る
。

　
一
～
三
　
　
（
略
）

　
四
　
看
護
師
及
び
准
看
護
師
　
療
養
病
床
、
精
神
病
床
及
び
結
核
病
床
に
係

　
　
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を
四
を
も
つ
て
除
し
た
数
と
、
感
染
症
病
床
及

　
　
び
一
般
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
（
入
院
し
て
い
る
新
生
児
を
含
む

　
　
。
）
の
数
を
三
を
も
つ
て
除
し
た
数
と
を
加
え
た
数
（
そ
の
数
が
一
に
満
た

　
　
な
い
と
き
は
一
と
し
、
そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い
端
数
が
生
じ
た
と
き
は

　
　
、
そ
の
端
数
は
一
と
し
て
計
算
す
る
。
）
に
、
外
来
患
者
の
数
が
三
十
又

　
　
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
。
た
だ
し
、
産
婦
人
科
又
は

　
　
産
科
に
お
い
て
は
そ
の
う
ち
の
適
当
数
を
助
産
師
と
す
る
も
の
と
し
、
ま

　
　
た
、
歯
科
、
矯
正
歯
科
、
小
児
歯
科
及
び
歯
科
口
腔
く
う
外
科
に
お
い
て

　
　
は
そ
の
う
ち
の
適
当
数
を
歯
科
衛
生
士
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
五
　
看
護
補
助
者
　
療
養
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
が
四
又
は
そ

　
　
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一

　
六
・
七
　
　
（
略
）

第
二
十
一
条
の
二
　
法
第
二
十
一
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
療
養
病
床

　
を
有
す
る
診
療
所
に
置
く
べ
き
医
師
、
看
護
師
及
び
看
護
の
補
助
そ
の
他
の

　
業
務
の
従
業
者
の
員
数
の
標
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
（
略
）

現

行

第
十
九
条
　
法
第
二
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
病
院
に
置
く
べ
き

　
医
師
、
歯
科
医
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
従
業
者
の
員
数
の
標
準
は
、
次
の
と

　
お
り
と
す
る
。

　
一
～
三
　
　
（
略
）

　
四
　
看
護
師
及
び
准
看
護
師
　
療
養
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を

　
　
六
を
も
つ
て
除
し
た
数
と
、
精
神
病
床
及
び
結
核
病
床
に
係
る
病
室
の
入

　
　
院
患
者
の
数
を
四
を
も
つ
て
除
し
た
数
と
、
感
染
症
病
床
及
び
一
般
病
床

　
　
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
（
入
院
し
て
い
る
新
生
児
を
含
む
。
）
の
数
を
三

　
　
を
も
っ
て
除
し
た
数
と
を
加
え
た
数
（
そ
の
数
が
一
に
満
た
な
い
と
き
は

　
　
一
と
し
、
そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数

　
　
は
一
と
し
て
計
算
す
る
。
）
に
、
外
来
患
者
の
数
が
三
十
又
は
そ
の
端
数

　
　
を
増
す
ご
と
に
一
を
加
え
た
数
。
た
だ
し
、
産
婦
人
科
又
は
産
科
に
お
い

　
　
て
は
そ
の
う
ち
の
適
当
数
を
助
産
師
と
す
る
も
の
と
し
、
ま
た
、
歯
科
、

　
　
矯
正
歯
科
、
小
児
歯
科
及
び
歯
科
口
腔
く
う
外
科
に
お
い
て
は
そ
の
う
ち

　
　
の
適
当
数
を
歯
科
衛
生
士
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
五
　
看
護
補
助
者
　
療
養
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
が
六
又
は
そ

　
　
の
端
数
を
増
す
．
こ
と
に
一

　
六
・
七
　
　
（
略
）

第
二
十
一
条
の
二
　
法
第
二
十
一
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
療
養
病
床

　
を
有
す
る
診
療
所
に
置
く
べ
き
医
師
、
看
護
師
及
び
看
護
の
補
助
そ
の
他
の

　
業
務
の
従
業
者
の
員
数
の
標
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
　
（
略
）

一1一



　
二
　
看
護
師
及
び
准
看
護
師
　
療
養
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
が

　
　
四
叉
は
そ
の
端
数
を
増
す
、
こ
と
に
一

　
三
　
看
護
補
助
者
　
療
養
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
が
四
又
は
そ

　
　
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一

　
四
　
　
（
略
）

　
　
　
付
　
　
u

　
　
　
5
　
　
n
只

第
四
十
九
条
　
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
で
あ
っ
て
、
療
養
病
床
の
病
床
数
の

　
全
病
床
数
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
五
十
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

　
分
の
間
、
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
（
第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読

　
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
二
条
第
一
項
及
び
平
成
十

　
三
年
改
正
省
令
附
則
第
十
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
五
十
二
ま
で
は
三
と
し

　
、
特
定
数
が
五
十
二
を
超
え
る
場
合
に
は
当
該
特
定
数
か
ら
五
十
二
を
減
じ

　
た
数
を
十
六
で
除
し
た
数
に
三
を
加
え
た
数
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
六
ま
で

　
は
二
と
し
、
特
定
数
が
三
十
六
を
超
え
る
場
合
に
は
当
該
特
定
数
か
ら
三
十

　
六
を
減
じ
た
数
を
十
六
で
除
し
た
数
に
二
を
加
え
た
数
」
と
す
る
。

第
五
十
一
条
　
精
神
病
床
（
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十

二
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
病
床
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の

条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
の
開
設
者

が
、

当
該
病
院
の
精
神
病
床
又
は
療
養
病
床
の
転
換
（
当
該
精
神
病
床
又
は

療
養
病
床
の
病
床
数
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、
当
該
病
院
の
施
設
を
介
護

老
人
保
健
施
設
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律

第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
六
に
規
定
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
。

）
そ
の
他
の
要
介
護
者
、
要
支
援
者
そ
の
他
の
者
を
入
所
又
は
入
居
さ
せ
る

た
め
の
施
設
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
お
う
と
し

て
、
そ
の
旨
を
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
た
場
合
に
は
、
当
該
届
出
に
係
る

病
床
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
転
換
病
床
」
と
い
う
。
）
に
係

る
病
室
に
隣
接
す
る
廊
下
に
つ
い
て
は
、
当
該
転
換
が
完
了
す
る
ま
で
の
間

　
二
　
看
護
師
及
び
准
看
講
師
　
療
養
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
が

　
　
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一

　
三
　
看
護
補
助
者
　
療
養
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
が
六
又
は
そ

　
　
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一

　
四
　
　
（
略
）

　
　
　
附
　
則

第
四
十
九
条
　
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
で
あ
っ
て
、
療
養
病
床
の
病
床
数
の

　
全
病
床
数
に
占
め
る
割
合
が
百
分
の
五
十
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当

　
分
の
間
、
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
（
第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読

　
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
平
成
十
三
年
改
正
省
令
附
則

　
第
十
六
条
第
二
項
第
一
号
中
「
五
十
二
ま
で
は
三
と
し
、
特
定
数
が
五
十
二

　
を
超
え
る
場
合
に
は
当
該
特
定
数
か
ら
五
十
二
を
減
じ
た
数
を
十
六
で
除
し

　
た
数
に
三
を
加
え
た
数
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
六
ま
で
は
二
と
し
、
特
定
数

　
が
三
十
六
を
超
え
る
場
合
に
は
当
該
特
定
数
か
ら
三
十
六
を
減
じ
た
数
を
十

　
六
で
除
し
た
数
に
二
を
加
え
た
数
」
と
す
る
。

一
り
乙「



（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
目
ま
で
の
間
に
限
る
。
）

は
、
第
十
六
条
第

項
第
十
一
号
イ
中
「
一
・
八
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
「
一
　
ニ
メ
ー
ト

る　ル
　o　　一

　　　と

「
二
・
七
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
「
一
・
六
メ
ー
ト
ル
」
と
す

第
五
十
二
条
　
精
神
病
床
又
は
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
の
開
設
者
が
、
当
該

病
院
の
精
神
病
床
又
は
療
養
病
床
の
転
換
を
行
お
う
と
し
て
、
そ
の
旨
を
都

道
府
県
知
事
に
届
け
出
た
場
合
に
は
、
当
該
病
院
に
置
く
べ
き
医
師
の
員
数

の
標
準
は
、
当
該
転
換
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十

　
目
ま
で
の
間
に
限
る
。
）
は
、
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
数
を
合
算
し
て
得
た
数
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
特
定
数
」
と
い
う
。
）
が
五
十
二
ま
で
は
三
と
し
、
特
定
数
が
五
十

二
を
超
え
る
場
合
に
は
当
該
特
定
数
か
ら
五
十
二
を
減
じ
た
数
を
十
六
で
除

し
た
数
に
三
を
加
え
た
数
と
す
る
。

一1

転
換
病
床
以
外
の
精
神
病
床
及
び
療
養
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者

ヨニヨ

の
数
を
三
を
も
つ
て
除
し
た
数

転
換
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を
六
を
も
つ
て
除
し
た
数

精
神
病
床
及
び
療
養
病
床
に
係
る
病
室
以
外
の
病
室
の
入
院
患
者
（
歯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
、
＝
」

科
、
矯
正
歯
科
、
小
児
茜
科
及
び
歯
科
口
腔
外
科
の
入
院
患
者
を
除
く
。

　
）
の
数

回

ノ
、
・
つ

外
来
患
者
（
歯
科
、
矯
正
歯
科
、
小
児
歯
科
及
び
歯
科
口
腔
外
科
の
外

2
1

来
患
者
を
除
く
。
）
の
数
を
二
・
五
（
耳
鼻
い
ん
こ
う
科
又
は
眼
科
に
つ

い
て
は
、
五
）
を
も
っ
て
除
し
た
数

第
五
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
七
条
第
二
項
の
許
可
を
受
け
た
病

院
で
あ
っ
て
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
の
第
五
十
条
第

三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
十
九
条
第
一
項
第
一
号
」

3
1
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二
条
第
一
項
」
と
す
る
。

転
換
病
床
の
み
を
有
す
る
病
院
に
係
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
で

一∩
O

「



は
　　、

同
項
中
「
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
号
及
び
第
四
号
」
と
、
　
「

五
十
二
ま
で
は
三
と
し
、
特
定
数
が
五
十
二
を
超
え
る
場
合
に
は
当
該
特
定

数
か
ら
五
十
二
を
減
じ
た
数
を
十
六
で
除
し
た
数
に
三
を
加
え
た
数
」
と
あ

る
の
は
「
三
十
六
ま
で
は
二
と
し
、
特
定
数
が
三
十
六
を
超
え
る
場
合
に
は

4
1
当
該
特
定
数
か
ら
三
十
六
を
減
じ
た
数
を
十
六
で
除
し
た
数
に
二
を
加
え
た

数
」
と
す
る
。

第
五
十
条
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
条
第
四
項
中
「
前
条
」

と

あ
る
の
は
「
前
条
及
び
第
五
十
二
条
第
三
項
」
と
、
　
「
第
四
十
九
条
」
と
あ

5
1
る
の
は
「
第
五
十
二
条
第
三
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
一
項
及
ぴ
第
三
項
に
規
定
す
る
病
院
に
置
く
べ
き
看
護
師
及
び
准
看
護

師
の
員
数
の
標
準
は
、
当
該
病
院
の
転
換
が
完
了
す
る
ま
で
の
問
（
平
成
二

十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
る
。
）

は
、
‘
第
十
九
条
第
一
項
第
四

号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
数
を
合
算
し
て
得
た
数
（

そ
の
数
が
　
に
満
た
な
い
と
き
は
一
と
し
、
そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い
端
数

が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
一
と
し
て
計
算
す
る
。
）

に
、
外
来
患
者

の
数
が
三
十
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
．
こ
と
に
一
を
加
え
た
数
と
す
る
。
た
だ

し
、

産
婦
人
科
又
は
産
科
に
お
い
て
は
そ
の
う
ち
の
適
当
数
を
助
産
師
と
す

る
も
の
と
し
、
ま
た
、
歯
科
、
矯
正
歯
科
、
小
児
歯
科
又
は
歯
科
口
腔
外
科

に
お
い
て
は
そ
の
う
ち
の
適
当
数
を
歯
科
衛
生
士
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
療
養
病
床
（
転
換
病
床
を
除
く
。
）
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を

ラニヨ

六
を
も
つ
て
除
し
た
数

転
換
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を
九
を
も
つ
て
除
し
た
数

精
神
病
床
（
転
換
病
床
を
除
く
。
）
及
び
結
核
病
床
に
係
る
病
室
の
入

四1

院
患
者
の
数
を
四
を
も
つ
て
除
し
た
数

感
染
症
病
床
及
ぴ
一
般
病
床
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
（
入
院
し
て
い

る
新
生
児
を
含
む
。
）
の
数
を
三
を
も
つ
て
除
し
た
数

｝4一



6
1

前
項
の
病
院
に
置
く
べ
き
看
護
補
助
者
の
員
数
の
標
準
は
、
当
該
病
院
の

転
換
が
完
了
す
る
ま
で
の
間
（
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
目
ま
で
の
間
に

限
る
。
）
は
、

第
十
九
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
療
養
病

床
（
転
換
病
床
を
除
く
。
）
に
係
る
病
室
の
入
院
患
者
の
数
を
六
を
も
つ
て

除
し
た
数
と
転
換
病
床
（
療
養
病
床
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
病
室

の
入
院
患
者
の
数
を
九
を
も
つ
て
除
し
た
数
に
二
を
乗
じ
て
得
た
数
を
加
え

た
数
（
そ
の
数
が
一
に
満
た
な
い
と
き
は
一
と
し
、
そ
の
数
に
一
に
満
た
な

い
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
一
と
す
る
。
）
と
す
る
。
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○
医
療
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
十
三
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
　
（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

第＿
三　　　　二一　。　’及二療
じ　　ち院　　　　　新び十養
た事の患看医　　規看三病
適務一者護師　　則護条床
当員にの師　　　　第補　　を
数そつ数　’一　　二助法有
のいが准　　　　十者第す 改

他て二1看　　　　一そ二る
のは又護　　　　条の十診
従看は師　　　　の他一療
業護そ及　　　　二の条所
者師のび　　　　の業第の
又端看　　　　規務二従
療は数護　　　　定の項業 正

養准を補　　　　に従第者
病看増助　　　　か業一の
床護す者　　　　か者号員
を師ご　　　　　わのの数
有　と　と　療　　　　ら員規の
すすに養　　　　ず数定標
る　る一病　　　　　’のに準 案

診　。　o床　　　　次標よに
療　　たに　　　　の準る係
所　　だ係　　　　と　は医る
の　　し　る　　　　お　’師経
実　　　’病　　　　り　当　’過
情　　そ室　　　　と　分看措
に　　のの　　　　すの護置
応　　　う　入　　　　る　間師）

第＿
三　　　　二一　。　’及二療
じ　　ち院　　　　　新び十養
た事の患看医　　規看三病
適務一者護師　　則護条床
当員にの師　　　　第補　　を
数そつ数　’一　　二助法有
のいが准　　　　十者第す 現

他て三1看　　　　一そ二る
の　は又護　　　　条の十診
従看は師　　　　の他一療
業護そ及　　　　二の条所
者師のび　　　　の業第の
又端看　　　　規務二従
療は数護　　　　定の項業
養准を補　　　　に従第者
病看増助　　　　か業一の
床護す者　　　　か者号員
を師ご　　　　　わのの数
有　と　と　療　　　　ら員規の
すすに養　　　　ず数定標
る　る一病　　　　　’のに準 行

診　o　。床　　　　次標　よ　に
療　　　たに　　　　の準る係
所　　だ係　　　　と　は医る
の　　　し　る　　　　お　’師経
実　　　’病　　　　り　当　’過

情　　そ室　　　　と分看措
に　　のの　　　　すの護置
応　　　う　入　　　　る　間師）
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②
　
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
三
十
五
号
）

。
指
定
介
護
予
防
マ
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
口
異
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
マ
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準
（
平
成

改

正

後

第
百
八
十
七
条
　
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指

　
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業

　
所
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
、
こ
と
に
置

　
く
べ
き
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
介

　
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
い
う
。
）
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す

　
る
。

　
一
～
三
　
　
（
略
）

改

正

あ目！」

第
百
八
十
七
条
　
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指

　
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業

　
所
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
置

　
く
べ
き
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
介

護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
い
う
．
）
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す

　
る
。

　
一
～
三
　
　
（
略
）

四1

介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
。
）
第
四
条
第
二
項
に

規
定
す
る
病
床
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
病
棟
（
以
下
「
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病

棟
」
と
い
う
。
）
を
有
す
る
病
院
（
第
二
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
」
と
い
う

以
下
「

。
）
で
あ
る
指
定
介
護

予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
置
く
べ
き
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
従

業
者
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

ロ1イ1

医
師
及
び
薬
剤
師
　
そ
れ
ぞ
れ
医
療
法
上
必
要
と
さ
れ
る
数
以
上

（1）1

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
看
護
職
員

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
（
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
士
二
年
厚

生
省
令
第
五
十
号
）
第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
が
有

一1一



刎
　
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
が
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者

　
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予

　
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ

　
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
二
条
第
一
項
に

す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
病
棟
に
お

（2）1

け
る
入
院
患
者
の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
（
ω
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除

く
　o

）
に
あ
っ
て
は
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
入
院
患
者

ノ￥1

の
数
が
四
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
介
護
職
員
　
常
勤
換
算
方
法
で

、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お
け
る
入
院
患
者
の
数
が
六
又
は
そ
の
端

数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上

ヘホニ
栄
養
士
　
病
床
数
が
百
以
上
の
病
院
で
あ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
一
以
上

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
作
業
療
法
士
　
一
以
上

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
精
神
保
健
福
祉
士
又
は
こ
れ
に

21

準
ず
る
者
　
一
以
上

前
項
第
四
号
の
入
院
患
者
の
数
は
、
前
年
度
の
平
均
値
と
す
る
。
た
だ
し
、
新
規

31

に
指
定
を
受
け
る
場
合
は
、
推
定
数
に
よ
る
。

第
一
項
第
四
号
イ
の
医
師
の
う
ち
一
人
は
、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お

4

い
て
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
を
担
当
す
る
医
師
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
　o第

一
項
第
四
号
ホ
の
作
業
療
法
士
及
び
同
号
へ
の
精
神
保
健
福
祉
士
又
は
こ
れ
に

　
準
ず
る
者
は
、
常
勤
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

引
　
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
が
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者

　
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予

　
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ

　
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
四
十
二
条
第
一
項
か
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規
定
す
る
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
圏
に
規
定
す
る
基
準

を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
八
九
条
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
設
備
に
関
す
る
基
準

　
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　
一
～
三
　
　
（
略
）

ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
各

項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

第
百
八
＋
八
条
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
警
業
所
の
設
備
に
関
す
る
基
準

　
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
三
　
　
（
略
）

四1

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入

所
療
養
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
生
活
機
能
回
復
訓
練
室
、
デ
イ
ル
ー
ム
、
面

会
室
、
食
堂
及
び
浴
室
を
有
す
る
こ
と
と
し
、
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療

養
介
護
事
業
所
の
病
室
、
廊
下
、
生
活
機
能
回
復
訓
練
室
、
デ
イ
ル
ー
ム
、
面
会

室
、
食
堂
及
び
浴
室
は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る

イ1。1

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
係
る
一
の
病
室
の
病
床
数
は
、
四
床
以
下

ロ1

と
す
る
こ
と

ハ1

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
係
る
病
室
の
床
面
積
は
、
内
法
に
よ
る
測

定
で
・
入
院
患
者
一
人
に
つ
き
六
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
（
事
業
の
管
理
の
事

務
に
供
さ
れ
る
部
分
を
除
く
。
）
の
床
面
積
は
、
当
該
老
人
性
認
知
症
疾
患
療

養
病
棟
に
係
る
病
床
数
に
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
の
面

判

患
者
が
使
用
す
る
廊
下
で
あ
っ
て
、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
係
る

病
室
に
隣
接
す
る
廊
下
の
幅
は
、
内
法
に
よ
る
測
定
で
、
一
．
八
メ
ー
ト
ル
以

上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
両
側
に
居
室
が
あ
る
廊
下
の
幅
は
、
内
法
に
よ
る

一
（
δ「



2
　
前
項
第
三
号
に
該
当
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て

　
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要

　
な
設
備
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

3
　
　
（
略
）

　
（
対
象
者
）

第
百
八
十
九
条
　
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の

　
状
況
若
し
く
は
病
状
に
よ
り
、
若
し
く
は
そ
の
家
族
の
疾
病
、
冠
婚
葬
祭
、
出
張
等

　
の
理
由
に
よ
り
、
一
時
的
に
入
所
し
て
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及

　
び
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
医
療
等
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
者
を
対
象
に
、
介
護
老

測
定
で
、
二
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上
（
医
療
法
施
行
規
則
第
四
十
三
条
の
二
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
の
廊
下
の
幅
に
あ
っ
て
は
二
・
　
メ
ー
ト
ル
以
上
）

ホ1

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

生
活
機
能
回
復
訓
練
室
は
、
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
床
面
積
を
有
し
、

へ1

専
用
の
器
械
及
び
器
具
を
備
え
る
こ
と
。

デ
イ
ル
ー
ム
及
び
面
会
室
の
面
積
の
合
計
は
、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病

ト
1

棟
に
お
け
る
入
院
患
者
一
人
に
つ
き
二
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
面
積
を
有
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

食
堂
は
、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お
け
る
入
院
患
者
一
人
に
つ
き

一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
広
さ
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
号

チ1

の
デ
イ
ル
ー
ム
を
食
堂
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

浴
室
は
、
入
院
患
者
の
入
浴
の
介
助
を
考
慮
し
て
で
き
る
だ
け
広
い
も
の
で

　
　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
該
当
す
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業

　
所
に
あ
っ
て
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に

　
際
し
て
必
要
な
設
備
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

3
　
　
（
略
）

　
（
対
象
者
）

第
百
八
十
九
条
　
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の

　
状
況
若
し
く
は
病
状
に
よ
り
、
若
し
く
は
そ
の
家
族
の
疾
病
、
冠
婚
葬
祭
、
出
張
等

　
の
理
由
に
よ
り
、
一
時
的
に
入
所
し
て
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及

　
び
機
能
訓
練
そ
の
他
必
要
な
医
療
等
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
者
を
対
象
に
、
介
護
老
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人
保
健
施
設
の
療
養
室
、
病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
療
養
病
床
に
係
る
病
室
又
は
病

院
の
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
（
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四

百
十
二
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
病
床
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
病
棟
を
い
う
。

介
護
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養

第
二
百
五
条
　
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（

　
以
下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が

　
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介

　
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
設
備
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
四
　
（
略
）

2
　
　
（
略
）

第
六
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で

劇

人
保
健
施
設
の
療
養
室
、
病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
療
養
病
床
に
係
る
病
室
又
は
病

院
の
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お
い
て
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

第
二
百
五
条
　
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（

　
以
下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
」
と
い
う
。
）
が

　
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介

　
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
の
設
備
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
四
　
（
略
）

五1

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護

予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
法
に
規
定
す
る
指
定
介
護
療
養

型
医
療
施
設
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
設
備
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療

施
設
（
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
に
限
る
。
）
に
関
す
る
も

　
　
の
に
限
る
。

2
　
　
（
略
）

附

貝1』

）
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
六
条
　
当
分
の
間
、
第
百
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
ハ
中
「
六
」
と
あ
る
の
は
、

八
」
と
す
る
。

一
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第
七
条
　
専
ら
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お
け
る
作
業
療
法
に
従
事
す
る
常
勤

の
看
護
師
（
老
人
性
認
知
症
疾
患
の
患
者
の
作
業
療
法
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

者
に
限
る
。
）
を
置
い
て
い
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
（
老
人

性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
第
百
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
ホ
中
「
作
業
療
法
士
」
と
あ
る
の
は
「

週
に
一
目
以
上
当
該
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お
い
て
指
定
介
護
予
防
短
期

入
所
療
養
介
護
の
提
供
に
当
た
る
作
業
療
法
士
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
第

四
号
ホ
の
作
業
療
法
士
及
び
同
号
へ
の
精
神
保
健
福
祉
士
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項

第
四
号
へ
の
精
神
保
健
福
祉
士
」
と
す
る
。

第
八
条
　
病
床
を
転
換
し
て
設
け
ら
れ
た
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
（
以
下
「
病

床
転
換
に
よ
る
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
」
と
い
う
。
）
に
係
る
病
室
に
つ
い

蔑極

第
百
八
十
八
条
第
一
項
第
四
号
イ
中
「
四
床
」
と
あ
る
の
は
、
　
「
六
床
」

と

第
九
条
　
病
床
転
換
に
よ
る
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
係
る
病
室
に
隣
接
す
る

廊
下
に
つ
い
て
は
、
第
百
八
十
八
条
第
一
項
第
四
号
二
中
コ
・
八
メ
ー
ト
ル
」

と

あ
る
の
は
二
・
ニ
メ
ー
ト
ル
」
と
、
　
「
二
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上
（
医
療
法
施
行
規

則
第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
の
廊
下
の
幅
に
あ
っ
て
は
二
．

メ
ー
ト
ル
以
上
）
」
と
あ
る
の
は
「
一
・
六
メ
ー
ト
ル
」
と
す
る
。

第
十
条
　
当
分
の
間
、
第
百
八
十
七
条
第
一
項
第
四
号
ロ
ω
中
二
以
上
」
と
あ
る
の

は
　　、

二
以
上
。
た
だ
し
、
そ
の
う
ち
、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お
け
る
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入
院
患
者
の
数
（
以
下
「
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
入
院
患
者
数
」
と
い
う
。

）
を
四
を
も
っ
て
除
し
た
数
（
そ
の
数
が
一
に
満
た
な
い
と
き
は
一
と
し
、
そ
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
】

に
一
に
満
た
な
い
端
数
が
生
じ
る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
カ

ら
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
入
院
患
者
数
を
五
を
も
っ
て
除
し
た
数
（
そ
の
数

が
一
に
満
た
な
い
と
き
は
一
と
し
、
そ
の
数
に
一
に
満
た
な
い
端
数
が
生
じ
る
と
き

は
こ
れ
を
切
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
）
を
減
じ
た
数
の
範
囲
内
で
介
護
職
員
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
す
る
。

第
十
一
条

指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
が
有
す
る
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病

棟
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
医
療
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す

省
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
十
六
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
も
の
に
つ
レ

る
省
令
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
八
号
。
以
下
「
医
療
法
施
行
規
則
等
改
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

て
は
、
当
分
の
間
、
第
百
八
十
八
条
第
一
項
第
四
号
ロ
中
「
内
法
に
よ
る
測
定
で
、

入
院
患
者
一
人
に
つ
き
六
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
、

に
つ
き
六
・
○
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
す
る
。

「
入
院
患
者
一
人

第
十
一
一
条

医
療
法
施
行
規
則
等
改
正
省
令
附
則
第
八
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い

る
病
院
内
の
病
室
に
隣
接
す
る
廊
下
（
附
則
第
六
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合

を
除
く
。
）
の
幅
は
、
第
百
八
十
八
条
第
一
項
第
四
号
二
中
「
一
．
八
メ
ー
ト
ル
」

と
あ
る
の
は
「
一
●
ニ
メ
ー
ト
ル
」
と
、
　
「
二
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上
（
医
療
法
施
行

規
則
第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
病
院
の
廊
下
の
幅
に
あ
っ
て

は
二
二
メ
ー
ト
ル
以
上
）
」
と
あ
る
の
は
コ
．
六
メ
ー
ト
ル
」
と
す
る
。
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③
○

指
定
居
宅
マ
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
士
年
厚
生
省
令
第
一
二
＋
七
号
）

改

正

後

　
（
従
業
者
の
員
数
）

第
百
四
＋
二
条
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
，
「
指
定
短
期
入

所
療
養
介
護
事
業
者
」
と
い
う
．
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
短

　
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
」
と
い
う
。
）
．
こ
と
に
置
く
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介

護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
短
期
入
所
療
養
介
護
従
業
者
」
と
い
う
．
）

　
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
三
　
　
（
略
）

改

正

ル目り

　
（
従
業
者
の
員
数
）

第
百
四
＋
二
条
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以
下
「
指
定
短
期
入

所
療
養
介
撃
業
者
」
と
い
う
．
）
が
当
該
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
「
指
定
短

期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
」
と
い
う
．
）
．
こ
と
に
置
く
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介

護
の
提
供
に
当
た
る
従
業
者
（
以
下
「
短
期
入
所
嚢
介
護
従
業
者
」
と
い
う
．
）

　
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
三
　
　
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

四1

介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
。
以
下
「
令
」
と
レ
う

・
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
病
床
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
病
棟
（
以
下
「
老
人

性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
」
と
い
う
．
）
を
有
す
る
病
院
（
第
二
号
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。
以
下
「
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
」
と
い
う

・
）
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
置
く
べ
き
短
期
入
所
嚢
介
護

従
業
者
の
員
数
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

ロ1イ1
〔1）1

医
師
及
び
薬
剤
師
　
そ
れ
ぞ
れ
医
療
法
上
必
要
と
さ
れ
る
数
以
上

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
看
護
職
員

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
（
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
±
二
年
厚

生
省
令
第
五
＋
号
）
第
四
＋
三
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
が
有

す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
あ
っ
て
は
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
病
棟
に
お

け
る
入
院
患
者
の
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
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刎
　
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者

　
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予

　
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ

　
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
八
十
七
条
第
一

　
項
に
規
定
す
る
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、
前
項
に
規
定
す
る

　
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

（2）1

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
（
（
・
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を

ハ1

除
く
。
）
に
あ
っ
て
は
、
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
病
棟
に
お
け
る
入
院
患

者
の
数
が
四
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
介
護
職
員
　
常
勤
換
算
方
法
で

、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お
け
る
入
院
患
者
の
数
が
六
又
は
そ
の
端

へ　ホ　ニ
数
を
増
す
．
こ
と
に
一
以
上

栄
養
士
　
病
床
数
が
百
以
上
の
病
院
で
あ
る
も
の
に
あ
っ
て
は
一
以
上

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
作
業
療
法
士
　
一
以
上

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
精
神
保
健
福
祉
士
又
は
こ
れ
に

21

準
ず
る
者
　
一
以
上

前
項
第
四
号
の
入
院
患
者
の
数
は
、
前
年
度
の
平
均
値
と
す
る
。
た
だ
し
、
新
規

31

に
指
定
を
受
け
る
場
合
は
、
推
定
数
に
よ
る
。

第
一
項
第
四
号
イ
の
医
師
の
う
ち
一
人
は
、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お

41

い
て
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
を
担
当
す
る
医
師
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
項
第
四
号
ホ
の
作
業
療
法
士
及
び
同
号
へ
の
精
神
保
健
福
祉
士
又
は
こ
れ
に

　
準
ず
る
者
は
、
常
勤
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

引
，
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者

　
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
、
か
つ
、
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
と
指
定
介
護
予

　
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
と
が
同
一
の
事
業
所
に
お
い
て
一
体
的
に
運
営
さ
れ

　
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第
百
八
十
七
条
第
一

　
項
か
ら
第
四
項
ま
で
に
規
定
す
る
人
員
に
関
す
る
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
も
っ
て
、

　
前
各
項
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
9
山一



　
（
設
備
に
関
す
る
基
準
）

第
百
四
十
三
条
　
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
設
備
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の

　
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
三
　
　
（
略
）

　
（
設
備
に
関
す
る
基
準
）

第
百
四
十
三
条
　
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
設
備
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の

　
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
三
　
　
（
略
）

四1

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介

護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
生
活
機
能
回
復
訓
練
室
、
デ
イ
ル
ー
ム
、
面
会
室
、
食

堂
及
び
浴
室
を
有
す
る
こ
と
と
し
、
当
該
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
病

室
、
廊
下
、
生
活
機
能
回
復
訓
練
室
、
デ
イ
ル
ー
ム
、
面
会
室
、
食
堂
及
び
浴
室

は
、
次
の
基
準
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
。

イ1

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
係
る
一
の
病
室
の
病
床
数
は
、
四
床
以
下

ロ1

と
す
る
こ
と

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
係
る
病
室
の
床
面
積
は
、
内
法
に
よ
る
測

ハ1

定
で
、
入
院
患
者
一
人
に
つ
き
六
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
（
事
業
の
管
理
の
事

務
に
供
さ
れ
る
部
分
を
除
く
。
）
の
床
面
積
は
、
当
該
老
人
性
認
知
症
疾
患
療

養
病
棟
に
係
る
病
床
数
に
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
の
面

司
積
を
有
す
る
こ
と

患
剖
が
使
用
す
る
廊
下
で
あ
っ
て
、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
係
る

病
室
に
隣
接
す
る
廊
下
の
幅
は
、
内
法
に
よ
る
測
定
で
、
一
．
八
メ
ー
ト
ル
以

上
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
両
側
に
居
室
が
あ
る
廊
下
の
幅
は
、
内
法
に
よ
る

測
定
で
、
二
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上
（
医
療
法
施
行
規
則
第
四
±
二
条
の
二
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
の
廊
下
の
幅
に
あ
っ
て
は
二
．
一
メ
ー
ト
ル
以
上
）

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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2
　
前
項
第
三
号
に
該
当
す
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
前
項

　
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必
要
な
設
備
を

　
有
す
る
も
の
と
す
る
。

3
　
　
（
略
）

　
（
対
象
者
）

第
百
四
十
四
条
　
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
若
し

　
く
は
病
状
に
よ
り
、
若
し
く
は
そ
の
家
族
の
疾
病
、
冠
婚
葬
祭
、
出
張
等
の
理
由
に

　
よ
り
、
又
は
利
用
者
の
家
族
の
身
体
的
及
び
精
神
的
な
負
担
の
軽
減
等
を
図
る
た
め

　
に
、
一
時
的
に
入
所
し
て
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練

　
そ
の
他
必
要
な
医
療
等
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
者
を
対
象
に
、
介
護
老
人
保
健
施
設

　
の
療
養
室
、
病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
療
養
病
床
に
係
る
病
室
又
は
病
院
の
老
人
性

認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
（
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
。

ホ1

生
活
機
能
回
復
訓
練
室
は
、
六
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
床
面
積
を
有
し
、

へ1

専
用
の
器
械
及
び
器
具
を
備
え
る
こ
と
。

デ
イ
ル
ー
ム
及
び
面
会
室
の
面
積
の
合
計
は
、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病

棟
に
お
け
る
入
院
患
者
一
人
に
つ
き
二
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
面
積
を
有
し
な

ト
1

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

食
堂
は
、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お
け
る
入
院
患
者
一
人
に
つ
き

一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
広
さ
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
号

チ1

の
デ
イ
ル
ー
ム
を
食
堂
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

浴
室
は
、
入
院
患
者
の
入
浴
の
介
助
を
考
慮
し
て
で
き
る
だ
け
広
い
も
の
で

　
　
　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
に
該
当
す
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
あ
っ

　
て
は
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
消
火
設
備
そ
の
他
の
非
常
災
害
に
際
し
て
必

　
要
な
設
備
を
有
す
る
も
の
と
す
る
。

3
　
　
（
略
）

　
（
対
象
者
）

第
百
四
十
四
条
一
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
は
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
若
し

　
く
は
病
状
に
よ
り
、
若
し
く
は
そ
の
家
族
の
疾
病
、
冠
婚
葬
祭
、
出
張
等
の
理
由
に

　
よ
り
、
又
は
利
用
者
の
家
族
の
身
体
的
及
び
精
神
的
な
負
担
の
軽
減
等
を
図
る
た
め

　
に
、
一
時
的
に
入
所
し
て
看
護
、
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
介
護
及
び
機
能
訓
練

　
そ
の
他
必
要
な
医
療
等
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
者
を
対
象
に
、
介
護
老
人
保
健
施
設

　
の
療
養
室
、
病
院
若
し
く
は
診
療
所
の
療
養
病
床
に
係
る
病
室
又
は
病
院
の
老
人
性

　
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お
い
て
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
を
提
供
す
る
も
の
と
す
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以
下
「
令
」
と
い
う
．
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
病
床
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
病

棟
を
い
う
・
以
下
同
じ
．
）
に
お
い
て
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
を
提
供
す
る
も
の

と
す
る
。

　
（
設
備
に
関
す
る
基
準
）

第
百
五
＋
五
条
の
四
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
嚢
介
護
の
事
業
を
行
暑
（
以

下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
」
と
い
う
．
）
が
当
該
事
業
を

行
う
事
業
所
（
以
下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
」
と
い
う
．

　
）
の
設
備
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
四
　
　
（
略
）

2
　
　
（
略
）

附
　
則

第
六
条
か
ら
第
九
条
ま
で

關

る
。

　
（
設
備
に
関
す
る
基
準
）

第
百
五
＋
五
条
の
四
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
事
業
を
行
う
者
（
以

下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
警
業
者
」
と
い
う
．
）
が
当
該
事
業
を

行
う
事
業
所
（
以
下
「
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
」
と
い
う
．

　
）
の
設
備
に
関
す
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
一
～
四
　
（
略
）

五1

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期

入
所
嚢
介
護
事
業
瓢
あ
っ
て
は
、
法
に
規
定
す
る
指
定
釜
嚢
型
医
療
施

2

設
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
設
備
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
（
老

人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
に
限
る
．
）
に
関
す
る
も
の
に
限
る

。
）
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
略
）

附
　
則

第
よ
ハ
条

当
分
の
問
第
百
四
＋
二
条
第
薫
第
四
号
ハ
中
「
六
」
と
あ
る
の
は
、

八
」
と
す
る
。

一

第
七
条

専
ら
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お
け
る
作
業
療
法
に
従
事
す
る
常
勤

一5一



の
看
護
師
（
老
人
性
認
知
症
疾
患
の
患
者
の
作
業
療
法
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る

者
に
限
る
。
）
を
置
い
て
い
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
者
（
老
人
性
認
知
症

疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間

、
第
百
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
ホ
中
「
作
業
療
法
士
」
と
あ
る
の
は
「
週
に
一
目

以
上
当
該
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お
い
て
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
提

供
に
当
た
る
作
業
療
法
士
」

と
、

同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
第
四
号
ホ
の
作
業
療
法

士
及
び
同
号
へ
の
精
神
保
健
福
祉
士
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
四
号
へ
の
精
神
保

健
福
祉
士
」
と
す
る
。

第
八
条

床
転
換
に
よ
る
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
」
と
し
う
　
）
に
係
る
病
室
に
つ
い

病
床
を
転
換
し
て
設
け
ら
れ
た
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
（
以
下
「
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

て
は
、
第
百
四
十
三
条
第
四
号
イ
中
「
四
床
」
と
あ
る
の
は
、
　
「
六
床
」
と
す
る
。

第
九
条

病
床
転
換
に
よ
る
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
係
る
病
室
に
隣
接
す
る

廊
下
に
つ
い
て
は
、
第
百
四
十
三
条
第
四
号
二
中
コ
．
八
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の

は

コ
・
ニ
メ
ー
ト
ル
」
と
、
　
「
二
・
七
メ
ー
ト
ル
以
上
（
医
療
法
施
行
規
則
第
四

十
三
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
の
廊
下
の
幅
に
あ
っ
て
は
二
．
一
メ
ー

ト
ル
以
上
）
」
と
あ
る
の
は
「
一
・
六
メ
ー
ト
ル
」
と
す
る
。

第
十
条
　
　
（
略
）

一6一



④
C
介
護
老
人
保
健
施
設
の
人
員
・
施
設
及
び
設
備
並
び
に
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
士
年
厚
生
省
令
第
四
＋
号
）

改

正

後

附
　
則

第
十
三
条

精
神
病
床
（
介
護
保
険
法
施
行
令
（
平
成
十
年
政
令
第
四
百
十
二
号
）
第

四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
病
床
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
又
は
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
の
開
設
者
が
、
当
該
病
院
の
精
神
病

床
又
は
療
養
病
床
の
転
換
（
当
該
精
神
病
床
又
は
療
養
病
床
の
病
床
数
を
減
少
さ
せ

る
と
と
も
に
、
当
該
病
院
の
施
設
を
介
護
老
人
保
健
施
設
、
軽
費
老
人
ホ
ー
ム

（
老

人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
六
に
規
定
す
る
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
要
介
護
者
、
要
支
援
者
そ
の
他
の
者
を
入
所

又
は
入
居
さ
せ
る
た
め
の
施
設
の
用
に
供
す
る
こ
と
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
っ
て
介
護
老
人
保
健
施
設
を
開
設
す
る
場
合
に
お
け
る

当
該
転
換
に
係
る
療
養
室
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
一
二
月
三
十
一
目
ま
で
の
間

は
　　、

第
三
条
第
二
項
第
一
号
ロ
中
「
八
平
方
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
「
六
．
四
平

方
メ
ー
ト
ル
」
と
す
る
。

第
＋
四
条
精
神
病
床
又
は
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
の
開
設
者
が
、
当
該
病
院
の
精

神
病
床
又
は
療
養
病
床
を
平
成
二
＋
四
年
三
星
二
土
星
で
の
間
に
転
換
を
行
っ

て
介
護
老
人
保
健
施
設
を
開
設
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
転
換
に
係
る
療
養
室
に
隣

接
す
る
廊
下
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
第
五
号
イ
中
「
一
．
八
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の

改

正

あ目11

附

貝1』
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ト
ル
」
と
す
る
。

は

「
一

メ
ー
ト
ル
」
と
、

「
二
・
七
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
二

よハ

＝
[

り
乙



　⑤
C

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
士
年
厚
生
省
令
第
四
士
号
）

（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

附
　
則

　
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

第
十
八
条

　
　
　
　
　
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
（
医
療
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
規

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
目
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
第
一

項
第
二
号
中
「
六
」
と
あ
る
の
は
「
八
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
六
」
と
あ

る
の
は
「
四
」
と
す
る
。

　
則
第
五
十
二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
指
定
介

第
十
九
条

　
　
　
　
　
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
（
医
療
法
施
行
規

護
療
養
型
医
療
施
設
に
置
く
べ
き
従
業
者
の
員
数
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月

三
十
一
目
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

一
　
医
師
、

劉
コ

薬
剤
師
及
び
栄
養
士
　
そ
れ
ぞ
れ
医
療
法
上
必
要
と
さ
れ
る
数

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
看
護
職
員
　
常
勤
換
算
方

法
で
、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お
け
る
入
院
患
者
の
数
が
五
又

　
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に

ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t

一
以
上

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
介
護
職
員
　
常
勤
換
算
方

法
で
、
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
お
け
る
入
院
患
者
の
数
が
六
又

五1四1

は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
作
業
療
法
士
　
一
以
上

老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
に
置
く
べ
き
精
神
保
健
福
祉
士
又
は
こ

刈
　
介
護
支
援
専
門
員
　
一
以
上
（
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
（
専
ら

　
れ
に
準
ず
る
者
　
　
以
上

改

正

あ目lj

附
　
則
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要
介
護
者
を
入
院
さ
せ
る
部
分
に
限
る
。
）
に
係
る
病
室
に
お
け
る
入
院

患
者
の
数
が
百
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
．
こ
と
に
一
を
標
準
と
す
る
。
）

第
二
十
条
　
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
（
医
療
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
規

定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

に
係
る
病
室
に
隣
接
す
る
廊
下
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一

目
ま
で
の
間
は
、
第
三
条
第
二
項
第
三
号
中
二
・
八
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る

の
は
「
一
・
ニ
メ
ー
ト
ル
」
と
、
　
「
二
・
七
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
「
一

・
六
メ
ー
ト
ル
」
と
す
る
。

第
二
十
一
条
　
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
（
医
療
法
施
行

規
則
第
五
十
一
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
指
定

介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
係
る
病
室
に
隣
接
す
る
廊
下
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
第
五
条
第
二
項
第
四
号
中
二

八
メ
ー
ト
ル
」
と
あ
る
の
は
二
・
ニ
メ
ー
ト
ル
」
と
、
　
「
二
・
七
メ
ー
ト

ル
以
上
（
医
療
法
施
行
規
則
第
四
十
三
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
病

院
の
廊
下
の
幅
に
あ
っ
て
は
、
二

メ
ー
ト
ル
以
上
）
」
と
あ
る
の
は
「

・
六
メ
ー
ト
ル
以
上
」
と
す
る
。

二
頁



◎
○指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（平成十二年厚生省告示第十九号）

（変更点は下線部）

改　正　前

O指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（平成12年

　厚生省告示第19号）

指定居宅サービス介護給付費単位数表

9　短期入所療養介護費
　イ　介護老人保健施設における短期入所療養介護費　　　　　　（略）

　　（1）～（3）　　（略）

　　　　9　利用者が連続して30日を超えて指定短期入所療養介護を
　　　　　受けている場合においては、30日を超える日以降に受けた指
　　　　　定短期入所療養介護については、介護老人保健施設短期入所

　　　　　療養介護費は、算定しない。
　　（4）～（7）　（略）

ロ　療養病床を有する病院における短期入所療養介護費

　“）　病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき）
　　（一）　病院療養病床短期入所療養介護費（1）介護4：1看護6：1

　　　a病院療養病床短期入所療養介護費（i）＜従来型健＞

　　　　i　経過的要介護

“
U
…
…
●
～
V
，
W

要介護1

要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

b　病院療養病床短期入所療養介護費（1）く多鰹〉

　　i　経過的要介護

一
U
…
…
．
～
V
，
W

要介護1

要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

534単位
701単位
811単位
1，049単位

1，150単位

1，241単位

618単位
832単位

942単位
1，180単位

1，281単位

1，372単位

改　正　後

O指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準（平成12年

　厚生省告示第19号）

指定居宅サ凹ビス介護給付費単位数表

9　短期入所療養介護費
　イ　介護老人保健施設における短期入所療養介護費

　　（1）～（3）　　（略）

（略）

　　9　利用者が連続して30日を超えて指定短期入所療養介護を
　　受けている場合においては、30日を超える日以降に受けた指
　　定短期入所療養介護については、介護老人保健施設における

　　短期入所療養介護費は、算定しない。

㈲～（7）　（略）

口　療養病床を有する病院における短期入所療養介護費

　（1）病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき）

　　（一）病院療養病床短期入所療養介護費q）介諏：1看護611

　　　a病院療養病床短期入所療養介護費（i）＜従来型髄〉

　　　　i　経過的要介護
ii　要介護1

i“　要介護2

iv　要介護3

V　要介護4

vi要介護5
b　病院療養病床短期入所療養介護費（“）く多床室＞

　i　経過的要介護
　“　要介護1

　iii要介護2
　iv　要介護3

　V　要介護4
　vi要介護5

534単位
701単位
811単位
1，049単位

1，150単位

1，241単位

618単位
832単位
942単位
1，180単位

1，281単位

1，372単位

一1一



（二）

a

病院療養病床短期入所療養介護費（m介護5：1看護6：1

病院療養病床短期入所療養介護費（i）く従来型醒〉

i　経過的要介護

“
U
…
…
●
揮
V
．
W

要介護1

要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

b　病院療養病床短期入所療養介護費（ii）く多床室＞

　i　経過的要介護
　ii　要介護1

　iii要介護2
　iv　要介護3

　v　要介護4
　vi要介護5

（三）

a

498単位
641単位
750単位
910単位
1，066単位

1，108単位

582単位
772単位
881単位
1，041単位

1，197単位

1，239単位

病院療養病床短期入所療養介護費（皿）　介護6口看護6日

病院療養病床短期入所療養介護費（Dく従来型個室〉

i　経過的要介護
ii　要介護1

iii要介護2
iv　要介護3

V　要介護4
vi要介護与
b　病院療養病床短期入所療養介護費（ii）く多床室＞

　i　経過的要介護
　ii　要介護1
　“i　要介護2

　iv　要介護3

　v　要介護4
　vi要介護5

473単位
　611単位

　722単位

　873単位
1，030単位

1，071単位

557単位
742単位
853単位
1，004単位

1，161単位

1，202単位

一2一

（二）病院療養病床短期入所療養介護費（皿）

a病院療養病床短期入所療養介護費（i）

　　i　経過的要介護
ii　要介護1

iii要介護2
iv　要介護3

V　要介護4
vi要介護5
b　病院療養病床短期入所療養介護費（ii）

　i　経過的要介護
　“　要介護1

　iii要介護2
　iv　要介護3

　V　要介護4
　vi要介護5
（三）病院療養病床短期入所療養介護費〔皿）

a　病院療養病床短期入所療養介護費（i）

　　i　経過的要介護
ii　要介護1

iii要介護2
iv　要介護3

V　要介護4
vi要介護5
b　病院療養病床短期入所療養介護費（ii）

　i　経過的要介護
　“　要介護1

　iii要介護2
　iv　要介護3

　V　要介護4
　vi要介護5
（2）病院療養病床経過型短期入所療養介護

介護5：1看護6：1

く従来型醒〉

　　　　　　498単位
　　　　　　641単位
　　　　　　750単位
　　　　　　91σ単位
　　　　　1，066単位
　　　　　1，108単位
く多床室＞

　　　　　　582単位
　　　　　　772単位
　　　　　　881単位
　　　　　1，041単位
　　　　　1，197単位
　　　　　1，239単位
介護6日看護6：1

＜従来型醒〉

　　　　　　473単位
　　　　　　611単位
　　　　　　722単位
　　　　　　873単位
　　　　　1，030単位
　　　　　1，071単位
〈多床室＞

　　　　　　557単位
　　　　　　742単位
　　　　　　853単位
　　　　　1，004単位

　　　　　1，161単位

　　　　　1，202単位
（1日につき）

（一）　病院　養病床経過型短期入所療養介護　（1）〈従来型醒〉

b　要介護1

534単位

C　要介護2

701単位
811単位



（2）ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき）

e　要介護4
d　要介護3

1010単位

　
　919単位

（二鷺病床経過型短期入所療養介曇隻費（皿）〈多廉室〉墜

「一）　ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費（1）くユニット型醒〉

　　a　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　　　625単位

　　b　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　835単位
　　c　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　　945単位
　　d　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，183単位
　　e　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，284単位

　f要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，375単位
　（二）ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費（皿）＜ユニット型準個室〉

　　a　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　　　625単位
　　b　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　835単位
　　c　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　945単位
　　d　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，183単位
　　e　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，284単位

　　f要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，375単位
（3）　特定病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき）760単位

一詮1　（1）及び（2）について、療養病床（医療法（昭和23年法律

　　　第205号）第7条第2項第4号に規定する療養病床をいう。
　　　以下同じ。）を有する病院である指定短期入所療養介護事業
　　　所であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し、
　　　かつ、別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件
　　　に関する基準を満たすものとして都道府県知事に届け出たも
　　　のにおける当該届出に係る病棟（療養病床に係るものに限る。）

　　　において、指定短期入所療養介護を行った場合に、当該施設
　　　基準に掲げる区分及び別に厚生労働大臣が定める基準に掲げ

　　a　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　　　618単位
　　b　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　832単位
　　c　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　942単位

　　d要介護3　　　　　　　　　　　　　　墜
　　e要介護4　　　　　　　　　　　　　　⊥上墜
　　f要介護5　　　　　　　　　　　　　　　墜
（3）ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき）
「一）ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費（1）くユニット型醒＞

a　経過的要介護

b　要介護1

C要介護2
d　要介護3
e　要介護4

f要介護5

625単位
835単位
945単位
1，183単位

1，284単位

1，375単位

　⇔ユニット型病院療養病床短期入所療養介護費（皿）〈ユニット型準醒＞

　　a　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　　　625単位
　　b　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　835単位
　　c　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　　945単位
　　d　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，183単位
　　e　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，284単位

　　f要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，375単位
（4）　特定病院療養病床短期入所療養介護費（1日につき）760単位

一…主1　（1）から（3）までについて、療養病床（医療法（昭和23年

　　　法律第205号）第7条第2項第4号に規定する療養病床をい
　　　う。以下同じ。）を有する病院である指定短期入所療養介護
　　　事業所であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合
し、かつ、別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務
条件に関する基準を満たすものとして都道府県知事に届け出
たものにおける当該届出に係る病棟（療養病床に係るものに
限る。）において、指定短期入所療養介護を行った場合に、
当該施設基準に掲げる区分及び別に厚生労働大臣が定める基
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　る区分に従い、利用者の要介護状態区分に応じて、それぞれ

所定単位数を算定する。ただし、当該夜勤を行う職員の勤務

条件に関する基準を満たさない場合は、所定単位数から25
単位を控除して得た単位数を算定する。なお、利用者の数又
　は医師、看護職員若しくは介護職員の員数が別に厚生労働大
　臣が定める基準に該当する場合は、別に厚生労働大臣が定め

　るところにより算定する。
2　（3）について、療養病床を有する病院である指定短期入所療

　養介護事業所であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準
　に適合し、かつ、別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員
　の勤務条件に関する基準を満たすものとして都道府県知事に

　届け出たものにおける当該届出に係る病棟（療養病床に係る
　ものに限る。）において、利用者（別に厚生労働大臣が定め
　る者に限る。）に対して、日中のみの指定短期入所療養介護
　を行った場合に、所定単位数を算定する。ただし、当該夜勤

　を行う職員の勤務条件に関する基準を満たさない場合は、所
　定単位数から25単位を控除して得た単位数を算定する。な
　お、利用者の数又は医師、看護職員若しくは介護職員の員数

　が別に厚生労働大臣が定める基準に該当する場合は、別に厚

　生労働大臣が定めるところにより算定する。

3　（2）について、別に厚生労働大臣が定める基準を満たさない

　場合は、1日につき所定単位数の100分の97に相当する単
　位数を算定する。
4　別に厚生労働大臣が定める施設基準に該当する指定短期入
　所療養介護事業所については、当該基準に掲げる区分に従い、

　1日につき次に掲げる単位数を所定単位数から減算する。

　イ　病院療養病床療養環境減算ql　　　　　　　　25単位
　ロ　病院療養病床療養環境減算（皿）　　　　　　　　85単位

　ハ　病院療養病床療養環境減算（皿）　　　　　　　　115単位

5　医師の配置について、医療法施行規則（昭和23年厚生省
　令第50号）第49条の規定が適用されている病院については、

　1日につき12単位を所定単位数から減算する。
6　別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に関
　する基準を満たすものとして都道府県知事に届け出た指定短

　期入所療養介護事業所については、当該基準に掲げる区分に
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準に掲げる区分に従い、利用者の要介護状態区分に応じて、

それぞれ所定単位数を算定する。ただし、当該夜勤を行う職
員の勤務条件に関する基準を満たさない場合は、所定単位数

から25単位を控除して得た単位数を算定する。なお、利用
者の数又は医師、看護職員若しくは介護職員の員数が別に厚
生労働大臣が定める基準に該当する場合は、別に厚生労働大

　臣が定めるところにより算定する。
　　（4）について、療養病床を有する病院である指定短期入所療

　養介護事業所であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準

　に適合し、かつ、別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員
　の勤務条件に関する基準を満たすものとして都道府県知事に
　届け出たものにおける当該届出に係る病棟（療養病床に係る
　ものに限る。）において、利用者（別に厚生労働大臣が定め

　る者に限る。）に対して、日中のみの指定短期入所療養介護
　を行った場合に、所定単位数を算定する。ただし、当該夜勤

　を行う職員の勤務条件に関する基準を満たさない場合は、所

　定単位数から25単位を控除して得た単位数を算定する。な
　お、利用者の数又は医師、看護職員若しくは介護職員の員数

　が別に厚生労働大臣が定める基準に該当する場合は、別に厚

　生労働大臣が定めるところにより算定する。

3　（3）について、別に厚生労働大臣が定める基準を満たさない

　場合は、1日につき所定単位数の100分の97に相当する単
　位数を算定する。

4　別に厚生労働大臣が定める施設基準に該当する指定短期入
　所療養介護事業所については、当該基準に掲げる区分に従い、

　1日につき次に掲げる単位数を所定単位数から減算する。

　イ　病院療養病床療養環境減算（D　　　　　　　　　25単位

　ロ　病院療養病床療養環境減算㈹　　　　　　　　　85単位
　ハ　病院療養病床療養環境減算（皿）　　　　　　　　115単位

5　医師の配置について、医療法施行規則（昭和23年厚生省
　令第50号）第49条の規定が適用されている病院については、

　1日につき12単位を所定単位数から減算する。
6　別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に関
　する基準を満たすものとして都道府県知事に届け出た指定短

　期入所療養介護事業所については、当該基準に掲げる区分に

2



従い、1日につき次に掲げる単位数を所定単位数に加算するエ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　イ　夜間勤務等看護（1）
　ロ　夜間勤務等看護（皿）　　　　　　　　　　　　　14単位

ハ　夜間勤務等看護（皿）　　　　　・　　　　　　　7単傳

7　利用者の心身の状態、家族等の事情等からみて送迎を行っ
　ことが必要と認められる利用者に対して、その居宅と指定短
　期入所療養介護事業所との間の送迎を行う場合は、片道につ

　き184単位を所定単位数に加算する。
8　次のいずれかに該当する者に対して、病院療養病床短期入
　所療養介護費川、病院療養病床短期入所療養介護費（皿）巫
病院療養病床短期入所療養介護費（皿）を支給する場合は・それ

　ぞれ、病院療養病床短期入所療養介護費（1）の病院療養病床短

　期入所療養介護費（ii）、病院療養病床短期入所療養介護費（皿）

　の病院療養病床短期入所療養介護費（ii）又は病院療彗病床短期

　入所療養介護費（皿）の病院療養病床短期入所療養介護費（ii）を

　　算定する。

　　イ　感染症等により、従来型個室の利用の必要があると医師

　　　が判断した者
　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する従来型個室を

　　　利用する者
　　ハ　著しい精神症状等により、同室の他の利用者の心身の状
　　　況に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個室

　　　　の利用の必要があると医師が判断した者
　　9　指定施設サービス等介護給付費単位数表の規定に古り、注
　　　1及び注6の規定による届出に相当する介護療養施設サービ

　　　スに係る届出があったときは、注1及び注6の規定による届

　　　出があったものとみなす。
　　10　利用者が連続して30日を超えて指定短期入所療養介護を
　　　受けている場合においては、3・日を超える日以降に受けた指

　　　定短期入所療養介護については、郷完療養病床短期入所療養

　　　允謹直は、算定しない。

⑥　栄養管理体制加算
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12単1立　（一）管理栄養士配置加算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10単1立　（二）栄養士配置加算

従い、1日につき次に掲げる単位数を所定単位数に加算するエ

イ　夜間勤務等看護（1）　　　　　　　　　　　　　23単位
　口　夜間勤務等看護（皿）　　　　　　　　　　　　　14単位

ハ　夜間勤務等看護⑳　　　　　　　　　　　　　　　7単傳

　ことが必要と認められる利用者に対して、その居宅と指定短
　期入所療養介護事業所との間の送迎を行う場合は、片道につ

　き184単位を所定単位数に加算する。
8　次のいずれかに該当する者に対して、病院療養病床短期入
　所療養介護費（1）、病院療養病床短期入所療養介護費（E）蓋」

7　利用者の心身の状態、家族等の事情等からみて送迎を行っ

過型短期入所療養介護費を支給する場合は、それぞれ、病院

くは病院療養病床短期入所療養介護費（皿）又は病院療養病床経

療養病床短期入所療養介護費q）の病院療養病床短期入所療養
介護費（ii）、病院療養病床短期入所療養介護費（豆）の病院療養

　　イ　感染症等により、従来型個室の利用の必要があると医師

　　　が判断した者
　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する従来型個室を

　　　利用する者
　　ハ　著しい精神症状等により、同室の他の利用者の心身の状
　　　況に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個室

　　　の利用の必要があると医師が判断した者
　　9　指定施設サービス等介護給付費単位数表の規定に古り、注
　　　扱び注6の規定による届出に相当する介護療養施設サービ
　　　スに係る届出があったときは、注1及び注6の規定による届

　　　出があったものとみなす。
　　1。利用者が連続して3・目を超えてキ旨定短期入所盤介護窪
　　　受けている場合においては、3・日を超える日以降に受1』嶺
　　　定短期入所療養介護については、療養病床を有する痴兀にお

　　　一盞重は・算定しない。
㈲　栄養管理体制加算
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12単1立
　（一）管理栄養士配置加算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10単位　に）栄養士配置加算

袈麟機織駄灘羅甕繰離
療養病床経過型短期入所療養介護　（∬）を算定する。
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注1　（一）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所

　　について、1日につき所定単位数を加算する。
　　イ　管理栄養士を1名以上配置していること。
　　口　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所

　　　療養介護事業所であること。
　　2　（二）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所

　　について、1日につき所定単位数を加算する。ただし、この
　　場合において、管理栄養士配置加算を算定している場合は、

　　算定しない。
　　イ　栄養士を1名以上配置していること。
　　　口　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所

　　　療養介護事業所であること。
（5）　療養食加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23単位

注　次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知

　事に届け出て当該基準による食事の提供を行う指定短期入所療
　養介護事業所が、別に厚生労働大臣が定める療養食を提供した
　　ときは、1日につき所定単位数を加算する。

　　イ　食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい

　　　ること。

　　ロ　利用者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内容

　　　の食事の提供が行われていること。

　　ハ　食事の提供が、別に厚生労働大臣が定める基準に適合する
　　　指定短期入所療養介護事業所において行われていること。

（6）　緊急短期入所ネットワーク加算　　　　　　　　　　50単位

　注　別に厚生労働大臣が定める基準に適合するものとして都道府

　　県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所が、利用者（別
　　に厚生労働大臣が定める者に限る。）に対し、指定短期入所療
　　養介護を行った場合は、1日につき所定単位数を加算する。
（7）　特定診療費

　　利用者に対して、指導管理、リハビリテーション等のうち日常

　的に必要な医療行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行っ

　た場合に、別に厚生労働大臣が定める単位数に10円を乗じて得
　た額を算定する。

注1　（一）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所
　　について、1日につき所定単位数を加算する。
　　イ　管理栄養士を1名以上配置していること。
　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所
　　　療養介護事業所であること。
　2　（コについては、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所
　　について、1日につき所定単位数を加算する。ただし、この
　　場合において、管理栄養士配置加算を算定している場合は、

　　算定しない。
　　イ　栄養士を1名以上配置していること。
　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所
　　　療養介護事業所であること。
（6）療養食加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23単位

注　次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知

　事に届け出て当該基準による食事の提供を行う指定短期入所療
　養介護事業所が、別に厚生労働大臣が定める療養食を提供した
　　ときは、1日につき所定単位数を加算する。

　イ　食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい
　　　ること。

　　ロ　利用者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内容

　　　の食事の提供が行われていること。

　　ハ　食事の提供が、別に厚生労働大臣が定める基準に適合する
　　　指定短期入所療養介護事業所において行われていること。

　　緊急短期入所ネットワーク加算　　　　　　　　　　　50単位
　注　別に厚生労働大臣が定める基準に適合するものとして都道府

　　県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所が、利用者（別
　　に厚生労働大臣が定める者に限る。）に対し、指定短期入所療
　　養介護を行った場合は、1日につき所定単位数を加算する。

　　利用者に対して、指導管理、リハビリテーション等のうち日常

　的に必要な医療行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行っ

　た場合に、別に厚生労働大臣が定める単位数に10円を乗じて得
　た額を算定する。

且

且特定診療費
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ハ　療養病床を有する診療所における短期入所療養介護費　　（略）

　q）～⑥　　（略）

　注1～7　　（略）
　8　利用者が連続して30日を超えて指定短期入所療養介護を受
　　けている場合においては、30日を超える日以降に受けた指定笙
　　期入所療養介護については、診療所療養病床短期入所療養介護

　　費は、算定しない。
　（4）～（7）　　（略）

二　老人性認知症疾患療養病床を有する病院における短期入所療養介

護費
石一認知症疾患型短期入所療養介護費（1日につき）
　（一）　認知症疾患型短期入所療養介護費（1）く大学病院等＞看護：介護3：16：1

　　a　認知症疾患型短期入所療養介護費（D＜蘇型醒＞

　　　i　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　833単位
　　　ii　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　1，035単位

　　　iii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　1，102単位

　　　iv　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　11169単位

　　　v　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　1，237単位
　　　vi　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　1，304単位

　　b　認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）く多鰹〉

　　　i　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　　944単位

　　　ii　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　1，146単位
　　　iii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　1，213単位

　　　iv　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　1，280単位

　　　v　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　11348単位
　　　vi　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，415単位
　に）　認知症疾患型短期入所療養介護費㈹く一般病院〉看護：介護4：14：1

　　a認知症疾患型短期入所療養介護費G）〈従来型醒＞

　　　　i　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　766単位
　　　　ii　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　977単位

　　　iii要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　1，048単位
　　　iv　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　1，118単位

ハ　療養病床を有する診療所における短期入所療養介護費　　（略）

　（1）～（3）　　（略）

　　注1～7　　（略）
　　8　利用者が連続して30日を超えて指定短期入所療養介護を受
　　　けている場合においては、30日を超える日以降に受けた指定短
　　　期入所療養介護については、療養病床を有する診療所における

　　　短期入所療養介護費は、算定しない。

　（4）～（7）　　（略）

老人性認知症疾患療養病棟を有する病院における短期入所療養介

鐘（1）認知症疾患型短期入所療養介護費（1日につき）
　（一）認知症疾患型短期入所療養介護費（1）　く大学病騰〉看護：介護3口6：1

a　認知症疾患型短期入所療養介護費（i））く従来型醒＞

b

i　経過的要介護

“　要介護1

i“　要介護2

iv　要介護3

V　要介護4
vi要介護5
認知症疾患型短期入所療養介護費（li）

i　経過的要介護

ii　要介護1

i“　要介護2

iv　要介護3

V　要介護4
vi要介護5

く多鰹〉

　833単位
1，035単位

1，102単位

1，169単位

1，237単位

1，304単位

　944単位
1，146単位

1，213単位

1，280単位

1，348単位

1，415単位

（二）認知症疾患型短期入所療養介護費（皿）く一般病院〉看護：介護4：14日

a認知症疾患型短期入所療養介護費q）く蘇型醒＞

i　経過的要介護

“　要介護1

iii要介護2
iv　要介護3

　766単位
　977単位
1，048単位

1，118単位
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　v　要介護4
　vi要介護5
b　認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）〈多床室＞

　i　経過的要介護

目
U
…
…
■
～
V
．
W

要介護1

要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

1，189単位

1，259単位

　850単位
1，108単位

1，179単位

1，249単位

1，320単位

1，390単位

（三）　認知症疾患型短期入所療養介護費（皿）く一般病院〉看護：介護4：15：1

a　認知症疾患型短期入所療養介護費（i）く従来型醒＞

・
1
一
”
…
…
。
～
V
．
W

経過的要介護

要介護1

要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

b　認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）〈多鰹〉

　i　経過的要介護
　ii　要介護1

　iii要介護2
　iv　要介護3

　v　要介護4
　vi要介護5

　743単位
　948単位
1，017単位

1，085単位

1，154単位

1，222単位

　827単位
1，079単位

1，148単位

1，216単位

1，285単位

1，353単位

（四）　認知症疾患型短期入所療養介護費（N）く一般病院〉看護：介護4：16：1

a　認知症疾患型短期入所療養介護費（i）〈従来型醒＞

・
1
”
”
…
…
●
配
V
，
W

経過的要介護

要介護1

要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

b　認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）＜多鰹＞

　i　経過的要介護
　ii　要介護1

　730単位
　932単位
　999単位
1，066単位

1，134単位

1，201単位

　814単位
1，063単位
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　V　要介護4
　vi要介護5
b　認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）く多鰹〉

　i　経過的要介護
ii　要介護1

iii要介護2
iv　要介護3

v　要介護4
vi要介護5

1，189単位

1，259単位

　850単位
1，108単位

1，179単位

1，249単位

1，320単位

1，390単位
（三）認知症疾患型短期入所療養介護費（mく一般病院＞看護：介護4：1与：1

a　認知症疾患型短期入所療養介護費（i）　く蘇型個室＞

　　i　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　　743単位

ii　要介護1

iii要介護2
iv　要介護3

V　要介護4

vi要介護5
b　認知症疾患型短期入所療養介護費（の　く多鰹〉

　i　経過的要介護
　ii　要介護1

　iii要介護2
　iv　要介護3

　v　要介護4
　vi要介護5

　948単位
1，017単位

1，085単位

1，154単位

1，222単位

　827単位
1，079単位

1，148単位

1，216単位

1，285単位

1，353単位
（四）認知症疾患型短期入所療養介護費（N）く一般病院〉看護：介護4：16：1

a　認知症疾患型短期入所療養介護費（i）＜従来型醒〉

　　i　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　　730単位

”
”
…
…
、
配
V
，
W

要介護1

要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

b　認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）　〈多鰹〉

　i　経過的要介護

　ii要介護1

　932単位
　999単位
1，066単位

1，134単位

1，201単位

　814単位
1，063単位



　iii　要介護2
　iv　要介護3
　　v　要介護4
　　vi要介護・5
〔五）　認知症疾患型短期入所療養介護費（V）経過措置型（※）

a　認知症疾患型短期入所療養介護費（i）〈従来型醒〉

　　i　経過的要介護
　　“　要介護1
　　i“　要介護2

　　iv　要介護3

　　V　要介護4
　　vi　要介護5
　b　認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）〈多床室〉

　　i　経過的要介護
　　“　要介護1
　　iii　要介護2

　　iv　要介護3

　　V　要介護4
　　vi要介護5

1，130単位

1，197単位

1，265単位

1，332単位
く搬病院〉

　668単位
　870単位

　937単位
1，004単位

1，072単位

1，139単位

　779単位
　981単位
1，048単位

1，115単位

1，183単位

1，250単位

　　“i要介護2
　　iv　要介護3
　　v　要介護4
　　vi要介護5
（五）認知症疾患型短期入所療養介護費（V）　経過措置型（※）

　a　認知症疾患型短期入所療養介護費（i）〈従来型醒〉

　　i　経過的要介護
　　“　要介護1

　　“i要介護2
　　iv　要介護3
　　v　要介護4
　　vi要介護5
　b　認知症疾患型短期入所療養介護費㈲　く多鰹〉

　　　i　経過的要介護

　　“　要介護1
　　i“　要介護2

　　iv　要介護3
　　　v　要介護4

　　　vi要介護5
（2）認知症疾患型経過型短期入所療養介護

1，130単位

1，197単位

1，265単位

1，332単位
く一般病院〉

　668単位
　870単位
　937単位
1，004単位

1，072単位

1，139単位

　　　　　779単位
　　　　　981単位
　　　　　1，048単位

　　　　　1，115単位

　　　　　1，183単位

　　　　　1，250単位

（1日につき）

（一）　認知症疾患型経過型短期入所 養介護費（1）〈従来型醒〉

b　要介護1

570単イ立

C　要介護2
d　要介護3
e　要介崔4

認知症疾患型経過型短期入所療養介護費（皿）く多鰹〉
　要介護5

772単位
839単位
906単イ立

974単イ立

　f
に）

1041単位

一

（2）ユニット型認知症疾患型短期入所療養介護費（1日につき）

　a　経過的要介護
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　903単位
　d　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　970単位
　c　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1037単位
　d　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿一＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1105単位
　　e　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1172単位
　　f　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
（3）ユニット型認知症疾患型短期入所療養介護費（1日につき）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　654単位
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（一）　ユニット型認知症疾患型短期入所療養介護費（D〈大学病院等＞

a　ユニット型認知症疾患型短期入所療養介護費（i）〈ユニット型個室〉

　　i　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　946単位

一
”
…
…
・
邸
V
．
W

要介護1

要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

1，149単位

1，216単位

1，283単位

1，351単位

1，418単位

b　ユニット型認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）〈ユニット型準醒〉

i　経過的要介護
ii　要介護1

iii　要介護2

iv　要介護3

v　要介護4
vi要介護5

　946単位
1，149単位

1，216単位

1，283単位

1，351単位

1，418単位

（二）ユニット型認知症疾患型短期入所療養介護費（皿）〈搬病院＞

aユニット型認知症疾患型短期入所療養介護費（1）〈ユニット型醒〉

　　i　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　857単位

”
H
…
…
。
～
V
．
W

要介護1

要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

1，111単位

1，182単位

1，252単位

1，323単位

1，393単位

　b　ユニット型認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）〈ユニット型準醒〉

　　　i　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　　857単位

　　　ii　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　1，111単位
　　　iii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　1，182単位

　　　iv　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　1，252単位

　　　v　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　1，323単位
　　　vi　要介護5　　　　　　－　　　　　　　　　1，393単位

（3）　特定認知症対応型短期入所療養介護費（1日につき）760単位

注1　（1）及び（2）について、老人性認知症疾患療養病棟（指定居

　　　宅サービス基準第142条第1項第4号に規定する老人性認知
　　症疾患療養病棟をいう。以下同じ。）を有する病院である指
　　　定短期入所療養介護事業所であって、別に厚生労働大臣が定

（一）ユニット型認知症疾患型短期入所療養介護費（D〈大学病院等〉

aユニット型認知症疾患型短期入所療養介護費（i）　〈ユニット型醒〉

　　i　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　　946単位

b

ii　要介護1

iii要介護2
iv　要介護3

v　要介護4

vi要介護5

・
1
”
1
1
…
…
。
配
V
．
W

1，149単位

1，216単位

1，283単位

1，351単位

1，418単位

ユニット型認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）〈ユニット型準醒〉

　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　946単位

要介護1

要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

1，149単位

1，216単位

1，283単位

1，351単位

1，418単位

（コユニット型認知症疾患型短期入所療養介護費（皿）く搬病院〉

aユニット型認知症疾患型短期入所療養介護費（D〈ユニット型醒〉

　　i　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　　857単位

b

”
“
…
…
．
W
V
．
刷

・
1
”
”
…
…
●
～
V
，
W

要介護1

要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

1，111単位

1，182単位

1，252単位

1，323単位

1，393単位

ユニット型認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）〈ユニット型準腱〉

　経過的要介護　　　　　　　　　　　　　　　　857単位

要介護1

要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

1，111単位

1，182単位

1，252単位

1，323単位

1，393単位

（4）－特定認知症対応型短期入所療養介護費（1日につき）760単位

注1　（nから（3）までについて、老人性認知症疾患療養病棟（指

　　定居宅サービス基準第144条に規定する老人性認知症疾患療
　　養病棟をいう。以下同じ。）を有する病院である指定短期入
　　所療養介護事業所であって、別に厚生労働大臣が定める施設
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める施設基準に適合しているものと’ ｵて都道府県知事に届け
出たものにおける当該届出に係る老人性認知症疾患療養病蓼

において、指定短期入所療養介護を行った場合に、当該施設
基準に掲げる区分及び別に厚生労働大臣が定める基準に掲げ
る区分に従い、利用者の要介護状態区分に応じて、それぞれ
所定単位数を算定する。ただし、利用者の数又は医師、看護
職員若しくは介護職員の員数が別に厚生労働大臣が定める基

準に該当する場合は、別に厚生労働大臣が定めるところによ

　り算定する。
2　（3）について、老人性認知症疾患療養病棟を有する病院であ

　る蔽短期入所療養介護事業所であって、別に厚生労働大臣
　が定める施設基準に適合しているものとして都道府票知事に
　届け出たものにおける当該届出に係る老人性認知症疾患療養
　病棟において、利用者（別に厚生労働大臣が定める者に限る。）

　に対して、日中のみの指定短期入所療養介護を行った場合に、

　所定単位数を算定する。ただし、利用者の数又は医師、看護
　職員若しくは介護職員の員数が別に厚生労働大臣が定める基

　準に該当する場合は、別に厚生労働大臣が定めるところによ

　り算定する。
3　（2）について、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たさ

　なτマ…易合は、1日につき所定単位数の100分の97に相当す

　る単位数を算定する。　　　　　　　　　　　　　　　　一
4　利用者の心身の状態、家族等の事情等からみて送迎を行っ
　ことが必要と認められる利用者に対して、その居宅と指定短

　期入所療養介護事業所との間の送迎を行う場合は、片道につ

　き184単位を所定単位数に加算する。
5　次のいずれかに該当する者に対して、認知症疾患型短期入
　所療養介護費（1）、認知症疾患型短期入所療養介護費（皿）、認

　知症疾患型短期入所療養介護費（皿）、認知症疾患型短期入所療

　養介護費（M又は認知症疾患型短期入所療養介護費（V）を支給

　する場合は、それぞれ、認知症疾患型短期入所療養介護費（1）

　の認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）、認知症疾患型短期ム

　所療養介護費（皿）の認知症疾患型短期入所療養介護費㈹、認

　知症疾患型短期入所療養介護費⑪の認知症疾患型短期ム所療
　養介護費（ii）、認知症疾患型短期入所療養介護費（W）の認知症
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基準に適合しているものとして都道府県知事に届け出たもの

における当該届出に係る老人性認知症疾患療養病棟において、
指定短期入所療養介護を行った場合に、当該施設基準に掲げ
る区分及び別に厚生労働大臣が定める基準1こ掲げる区分1三従

い、利用者の要介護状態区分に応じて、それぞれ所定単位数
を算定する。ただし、利用者の数又は医師、看護職員蓋しく
は介護職員の員数が別に厚生労働大臣が定める基準に該当す
　る場合は、別に厚生労働大臣が定めるところにより算定する。

2　（4）について、老人性認知症疾患療養病棟を有する病院であ

　る葬捷短期入所療養介護事業所であって、別に厚生労働大臣
　が定める施設基準に適合しているものとして都道府県知事に
　届け出たものにおける当該届出に係る老人性認知症疾患療養
　病棟において、利用者（別に厚生労働大臣が定める者に限る。）

　に対して、日中のみの指定短期入所療養介護を行った場合に、

　所定単位数を算定する。ただし、利用者の数又は医師、看護
　職員若しくは介護職員の員数が別に厚生労働大臣が定める基

　準に該当する場合は、別に厚生労働大臣が定めるところによ

　り算定する。
3　（3）について、別に厚生労働木臣が定める施設基準を満たさ

　なτ鳴合は、1日につき所定単位数の100分の97に相当す

　る単位数を算定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　一
4　利用者の心身の状態、家族等の事情等からみて送迎を行っ
　ことが必要と認められる利用者に対して、その居宅と指定短
　期入所療養介護事業所との間の送迎を行う場合は、片道につ

　き184単位を所定単位数に加算する。
5　次のいずれかに該当する者に対して、認知症疾患型短期ム
　所療養介護費（1）、認知症疾患型短期入所療養介護費（狂）、認

　知症疾患型短期入所療養介護費（皿）、認知症疾患型短期入所療

　養介護費（N）若しくは認知症疾患型短期入所療養介言費〔V）又

筆黎甕鷺難灘雛鉄篶箋鶉妻事飯毒髄灘
型短期入所療養介護費（ii）、認知症疾患型短期入所療養介護費

（皿）の認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）、認知症疾患型短

期入所療養介護費価の認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）、



疾患型短期入所療養介護費（ii）又は認知症疾患型短期入所療養

介護費（v）の認知症疾患型短期入所療養介護費（ii）を算定する。

　　イ　感染症等により、従来型個室の利用の必要があると医師

　　　が判断した者
　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する従来型個室を

　　　利用する者
　　ハ　著しい精神症状等により、同室の他の利用者の心身の状
　　　況に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個室

　　　の利用の必要があると医師が判断した者

6　指定施設サービス等介護給付費単位数表の規定により、注1
　の規定による届出に相当する介護療養施設サービスに係る届出
　があったときは、注1の規定による届出があったものとみなす。

　7　利用者が連続して30日を超えて指定短期入所療養介護を受
　　けている場合においては、30日を超える日以降に受けた指定短

　期入所療養介護については、一護葦
　　は、算定しない。

（4）　栄養管理体制加算

　（一）　管理栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　12単位

　（二）　栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　　　10単位

注1　（一）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　　として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所

　　　について、1日につき所定単位数を加算する。

　　　イ　管理栄養士を1名以上配置していること。

　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所

　　　　療養介護事業所であること。
　　2　（二）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　　として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所

　　　について、1日につき所定単位数を加算する。ただし、この
　　　場合において、管理栄養士配置加算を算定している場合は、

　　　算定しない。

　　　イ　栄養士を1名以上配置していること。

　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所

認知症疾患型短期入所療養介護費（珊の認知症疾患型短期入所
療養介護費（ii）若しくは認知症疾患型短期入所療養介護費（v）

の認知症疾患型短期入所療養介雪　（ii）又は認知症疾患型経過

型短期入所療養介護費（H）を算定する。

イ　感染症等により、従来型個室の利用の必要があると医師

　が判断した者
ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する従来型個室を

　利用する者
ハ　著しい精神症状等により、同室の他の利用者の心身の状
　況に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個室
　　の利用の必要があると医師が判断した者

　1の規定による届出に相当する介護療養施設サービスに係る
届出があったときは、注1の規定による届出があったものと
みなす。

　受けている場合においては、30日を超える日以降に受けた指
　定短期入所療養介護については、老人性認知症疾患療養病棟
　を有する病院における短期入所療養介護費は、算定しない。

6　指定施設サービス等介護給付費単位数表の規定により、注

7　利用者が連続して30日を超えて指定短期入所療養介護を

（5）　栄養管理体制加算

　（一）管理栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　　12単位

　（二）栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　　　　10単位

注1　（一）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　　として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所

　　　について、1日につき所定単位数を加算する。

　　　イ　管理栄養士を1名以上配置していること。

　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所

　　　療養介護事業所であること。
　　2　（二）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　　として都道府県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所

　　　について、1日につき所定単位数を加算する。ただし、この
　　　場合において、管理栄養士配置加算を算定している場合は、

　　　算定しない。

　　　イ　栄養士を1名以上配置していること。
　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定短期入所
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　　　　療養介護事業所であること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23単位（5）　療養食加算
一珪　次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知
　　事に届け出て当該基準による食事の提供を行う指定短期入所療
　　養介護事業所が、別に厚生労働大臣が定める療養食を提供した

　　ときは、1日につき所定単位数を加算する。
　　イ　食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい

　　　ること。
　　ロ　利用者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内容

　　　の食事の提供が行われていること。
　　ハ　食事の提供が、別に厚生労働大臣が定める基準に適合する
　　　指定短期入所療養介護事業所において行われていること。
　⑥　緊急短期入所ネットワーク加算　　　　　　　　　　　50単位

｝注　別に厚生労働大臣が定める基準に適合するものとして都道府
　　　県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所が、利用者（別
　　　に厚生労働大臣が定める者に限る。）に対し、指定短期入所療

　　　養介護を行った場合は、1日につき所定単位数を加算する。

　（7）　特定診療費
　一利用者に対して、精神科専門療法等のうち日常的に必要な医療
　　行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行った場合に、別に
　　厚生労働大臣が定める単位数に10円を乗じて得た額を算定する。

ホ　基準適合診療所における短期入所療養介護費　　（略）

　（1）～（3）　（略）

　注1～4　　（略）
　　5　利用者が連続して30日を超えて指定短期入所療養介護を受
　　　けている場合においては、30日を超える日以降に受けた指定笙

　　　期入所療養介護については、基準適合診療所短期入所療養介護

　　　費は、算定しない。
　（4）・（5）　（略）

　　　　療養介護事業所であること。
（6）療養食加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23単位

一珪　次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知
　　事に届け出て当該基準による食事の提供を行う指定短期入所療
　　養介護事業所が、別に厚生労働大臣が定める療養食を提供した

　　ときは、1日につき所定単位数を加算する。
　　イ　食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい

　　　ること。
　　ロ　利用者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内容

　　　の食事の提供が行われていること。
　　ハ　食事の提供が、別に厚生労働大臣が定める基準に適合する
　　　指定短期入所療養介護事業所において行われていること。
　（7）　緊急短期入所ネットワーク加算　　　　　　　　　　50単位

一珪　別に厚生労働大臣が定める基準に適合するものとして都道府

　　　県知事に届け出た指定短期入所療養介護事業所が、利用者（別

　　　に厚生労働大臣が定める者に限る。）に対し、指定短期入所療

　　　養介護を行った場合は、1日につき所定単位数を加算する。

　（8）特定診療費
　一利用者に対して、精神科専門療法等のうち日常的に必要な医療
　　行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行った場合に、別に
　　厚生労働大臣が定める単位数に10円を乗じて得た額を算定する。

ホ　基準適合診療所における短期入所療養介護費　　（略）

　（1）～（3）　（略）

　注1～4　　（略）
　　5　利用者が連続して30日を超えて指定短期入所療養介護を受
　　　けている場合においては、30日を超える日以降に受けた指定短
　　　期入所療養介護については、基準適合診療所における短期入所

　　　錘は、算定しない。
　（4戸（5）　（略）

七
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⑦
。指定施設サ＿ビス等に要する費用の額の算定に関する基準（平成＋二年厚生省告示第二＋一号）

（変更点は下線部）

改　正　前

○指定施設サービス等に要する費用の額の算定に関する基準（平成12

　年厚生省告示第21号）

指定施設サービス費等介護給付費単位数表

3　介護療養施設サービス
　イ　療養病床を有する病院における介護療養施設サービス

　　（1）　療養型介護療養施設サービス費（1日につき）
　　　（一）療養型介護療養施設サービス費（1）看護6：1介護4：1

　　　　a　療養型介護療養施設サービス費（i）く蘇型健〉

　　　　　i　要介護1
　　　　　ii　要介護2
　　　　　“i　要介護3

　　　　　iv　要介護4
　　　　　v　要介護5
　　　　b　療養型介護療養施設サービス費（ii）〈多鰹〉

　　　　　i　要介護1
　　　　　ii　要介護2
　　　　　i“　要介護3

　　　　　iv　要介護4

　　　　　V　要介護5
　　　に）　療養型介護療養施設サービス費（皿）看護6：1介護5：1

　　　　a　療養型介護療養施設サービス費（i）く従来型醒〉

　　　　　　i　要介護1
　　　　　　“　要介護2

　　　　　“i　要介護3

　　　　　iv　要介護4
　　　　　　v　要介護5
　　　　　b　療養型介護療養施設サービス費（ii）く多鰹〉

　　　　　　i　要介護1
　　　　　　ii　要介護2

671単位
781単位
1，019単位

1，120単位

1，211単位

782単位
892単位
1，130単位

1，231単位

1，322単位

改　正　後

O指定施設サービス等に要する費用の額の算定に関する基準（平成12

　年厚生省告示第21号）

611単位
720単位
880単位
1，036単位

1，078単位

指定施設サービス費等介護給付費単位数表

3　介護療養施設サービス
　イ　療養病床を有する病院における介護療養施設サービス

　　（1）療養型介護療養施設サービス費（1日につき）
　　　（一）療養型介護療養施設サービス費（D　看護6日介護4日

　　　　a　療養型介護療養施設サービス費（D〈従経健〉

　　　　　i　要介護1
　　　　　“　要介護2
　　　　　“i要介護3
　　　　　iv　要介護4

　　　　　v　要介護5
　　　　b　療養型介護療養施設サービス費（ii）く多床室〉

位
位
単
単
∩
∠
－

（
∠
3

7
R
V

　　i　要介護1
　　ii　要介護2

　　“i要介護3
　　iv　要介護4

　　v　要介護5
（二）療養型介護療養施設サービス費（m看護6：1介護5：1

　a
　療養型介護療養施設サービス費（i）く従来型醒＞

　i　要介護1
　“　要介護2

　iii要介護3
　iv　要介護4

　v　要介護5

　　　要介護1

　　　要介護2

b　療養型介護療養施設サービス費㈹く多床室〉

671単位
781単位
1，019単位

1，120単位

1，211単位

782単位
892単位
1，130単位

1，231単位

1，322単位

611単位
720単位
880単位
1，036単位

1，078単位

722単位
831単位
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　　iii　要介護3

　　iv　要介護4

　　v　要介護5
（三）　療養型介護療養施設サービス費（皿）看護6：1介護6：1

　a　療養型介護療養施設サービス費（i）く従来型健〉

　　i　要介護1
　　ii　要介護2

　　“i要介護3
　　iv　要介護4

　　v　要介護5
　b　療養型介護療養施設サービス費（ii）〈多床室〉

　　i　要介護1
　　ii　要介護2
　　iii　要介護3

　　iv　要介護4
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⑥　ユニット型療養型介護療養施設サービス費（1日につき）
　（一）ユニット型療養型介護療養施設サービス費（1）〈ユニット型醒＞

　　a　要介護1　　　　　，一　　　　　　　　　　　　　785単位

　　b　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　895単位
　　c　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，133単位
　　d　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，234単位
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　e
（二）

　a
　b

　C
　d
　　

注1

　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　　1死325単位
　ユニット型療養型介護療養施設サービス費（皿）くユニット型準醒＞

　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　　785単位
　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　　895単位
　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，133単位

　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，234単位
　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，325単位

　療養病床（医療法（昭和23年法律第205号）第7条第2
項第4号に規定する療養病床をいう。以下同じ。）を有する
病院である指定介護療養型医療施設（法第48条第1項第3
号に規定する指定介護療養型医療施設をいう。以下同じ。）
であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し、か
つ、別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に

関する基準を満たすものとして都道府県知事に届け出たもの
における当該届出に係る病棟（療養病床に係るものに限る。）

において、指定介護療養施設サービス（同号に規定する指定
介護療養施設サービスをいう。以下同じ。）を行った場合に、

当該施設基準に掲げる区分及び別に厚生労働大臣が定める基
準に掲げる区分に従い、入院患者の要介護状態区分に応じて、

それぞれ所定単位数を算定する。ただし、当該夜勤を行う職
員の勤務条件に関する基準を満たさない場合は、所定単位数

から25単位を控除して得た単位数を算定する。なお、入院
患者の数又は医師、看護職員、介護職員若しくは介護支援専
　門員の員数が別に厚生労働大臣が定める基準に該当する場合

　は、別に厚生労働大臣が定めるところにより算定する。

2　（2）について、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たさ
　なτマ…易合は、1日につき所定単位数の100分の97に相当す

　る単位数を算定する。
3　別に厚生労働大臣が定める基準を満たさない場合は、身体
　拘束廃止未実施減算として、1日につき5単位を所定単位数

　から減算する。
4　別に厚生労働大臣が定める施設基準に該当する指定介護療
　養型医療施設については、当該施設基準に掲げる区分に従い、

　1日につき次に掲げる単位数を所定単位数から減算する。
　イ　病院療養病床療養環境減算（D　　　　　　　　　25単位
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　e　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，325単位
（コユニット型療養型介護療養施設サービス費（豆）くユニット聾腱〉

　a
　b

　C
　d
　　

注1

　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　　785単位
　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　　895単位
　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　11133単位
　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，234単位
　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，325単位

　療養病床（医療法（昭和23年法律第205号）第7条第2
項第4号に規定する療養病床をいう。以下同じ。）を有する
病院である指定介護療養型医療施設（法第48条第1項第3
号に規定する指定介護療養型医療施設をいう。以下同じ。）

であって、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し、か
つ、別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に
関する基準を満たすものとして都道府県知事に届け出たもの
における当該届出に係る病棟（療養病床に係るものに限る。）

において、指定介護療養施設サービス（同号に規定する指定
介護療養施設サービスをいう。以下同じ。）を行った場合に、

当該施設基準に掲げる区分及び別に厚生労働大臣が定める基
準に掲げる区分に従い、入院患者の要介護状態区分に応じて、

それぞれ所定単位数を算定する。ただし、当該夜勤を行う職
員の勤務条件に関する基準を満たさない場合は、所定単位数
’から25単位を控除して得た単位数を算定する。なお、入院
患者の数又は医師、看護職員、介護職員若しくは介護支援専
　門員の員数が別に厚生労働大臣が定める基準に該当する場合
　は、別に厚生労働大臣が定めるところにより算定する。

　　（3）について、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たさ

　なτ鳴合は、1日につき所定単位数の100分の97に相当す

　る単位数を算定する。

　拘束廃止未実施減算として、1日につき5単位を所定単位数

　から減算する。
　　別に厚生労働大臣が定める施設基準に該当する指定介護療
　春型医療施設については、当該施設基準に掲げる区分に従い、

　1日につき次に掲げる単位数を所定単位数から減算する。
　イ　病院療養病床療養環境減算（D　　　　　　　　　25単位

2

3　別に厚生労働大臣が定める基準を満たさない場合は、身体
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　ロ　病院療養病床療養環境減算（∬）　　　　　．　　85単位

　ハ　病院療養病床療養環境減算（m　　　　　　　　115単位

5　医師の配置について、医療法施行規則（昭和23年厚生省
令第50号）第49条の規定が適用されている病院については、
　1日につき12単位を所定単位数から減算する。

6　別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に関
　する基準を満たすものとして都道府県知事に届け出た指定介
　護療養型医療施設については、当該基準に掲げる区分に従い、

　1日につき次に掲げる単位数を所定単位数に加算する。
　イ　夜間勤務等看護（D　　　　　　　　　　　　　　23単位

　ロ　夜間勤務等看護（皿）　　　　　　　　　　　　　14単位

　ハ　夜間勤務等看護（皿）　　　　　　　　　　　　　　7単位

7　入院患者に対して居宅における外泊を認めた場合は、1月
　に6日を限度として所定単位数に代えて1日につき444単位
　を算定する。ただし、外泊の初日及び最終日は、算定できな

　い。

．旦　入院患者に対し専門的な診療が必要になった場合であって、

　当該患者に対し他の病院又は診療所において当該診療が行わ

　れた場合は、1月に4日を限度として所定単位数に代えて1
　日につき444単位を算定する。

旦　平成17年9月30日において従来型個室に入院している者
　であって、平成17年10月1日以後引き続き従来型個室に入
　院するもの（別に厚生労働大臣が定めるものに限る。）に対
　して、療養型介護療養施設サービス費（1）、療養型介護療養施

　設サービス費（皿）文は療養型介護療養施設サービス費（皿）を支

給する場合は、当分の間、それぞれ、療養型介護療養施設サ
ービス費（1）の療養型介護療養施設サービス費（iD、療養型介

護療養施設サービス費（H）の療養型介護療養施設サービス費（ii）
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　ロ　病院療養病床療養環境減算（皿）　　　　　　　　85単位

ハ　病院療養病床療養環境減算（m　　　　　　　　115単位

5　医師の配置について、医療法施行規則（昭和23年厚生省
令第50号）第49条の規定が適用されている病院については、
　1日につき12単位を所定単位数から減算する。
6　別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に関
　する基準を満たすものとして都道府県知事に届け出た指定介
　護療養型医療施設については、当該基準に掲げる区分に従い、

　1日につき次に掲げる単位数を所定単位数に加算する。
　イ　夜間勤務等看護（1）　　　　　　　　　　　　　23単位

　ロ　夜間勤務等看護（皿）　　　　　　　　　　　　　14単位
　ハ　夜間勤務等看護（皿）　　　　　　　　　　　　　　7単位

7　入院患者に対して居宅における外泊を認めた場合は、1月
　に6日を限度として所定単位数に代えて1日につき444単位
　を算定する。ただし、外泊の初日及び最終日は、算定できな
　い。

8　（2）について、入院患者であって、退院が見込まれる者をそ

の居宅において試行的に退院させ、指定介言療養型医療施設

が居宅サービスを提供する場合に1月に6日を限度として所
定単位数に代えて1日につき800単位を算定する。ただし、
試行的退院に係る初日及び最終日は、算定できない。また、

この場合において、注7に掲げる単位を算定する場合は、算
　定しない。

9　入院患者に対し専門的な診療が必要になった場合であって、

　当該患者に対し他の病院又は診療所において当該診療が行わ

　れた場合は、1月に4日を限度として所定単位数に代えて1
　日につき444単位を算定する。

10　平成17年9月30日において従来型個室に入院している者
　であって、平成17年10月1日以後引き続き従来型個室に入
　院する一もの（別に厚生労働大臣が定めるものに限る。）に対

　して、療養型介護療養施設サービス費（D、療養型介護療養施
　設サービス費（皿）若しくは療養型介護療養施設サービス費（皿）

又は療養型経過型介曇療養施設サービス費を支給する場合は、

当分の間、それぞれ、療養型介護療養施設サービス費（Dの療
養型介護療養施設サービス費（ii）、療養型介護療養施設サービ



又は療養型介言療　施設サービス費（mの療養型介護療養施設

サービス費（ii）を算定する。

10　次のいずれかに該当する者に対して、療養型介護療養施設
一サービス費（1）、療養型介護療養施設サービズ費（皿）又は療養

型介護療養施設サ」ビス費（皿）を支給する場合は、それぞれ・

療養型介護療養施設サービス費（Dの療養型介護療養施設サー
ビス費（iD、療養型介護療養施設サービス費（皿）の療養型介護

療養施設サービス費（ii）又は療養型介護療養施設サービス費（皿）

の療養型介護療養施設サービス費（ii）を算定する。

　　　イ　感染症等により、従来型個室への入院が必要であると医

　　　　師が判断した者であって、従来型個室への入院期間が30

　　　　日以内であるもの
　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する従来型個室に

　　　　入院する者
　　　ハ　著しい精神症状等により、同室の他の入院患者の心身の
　　　　状況に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個

　　　　室への入院が必要であると医師が判断した者
（3）　初期加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30単位

一珪　入院した日から起算して30日以内の期間については、初期

　　加算として、1日につき所定単位数を加算する。

（4）　退院時指導等加算

　（一）　退院時等指導加算

　a　退院前後訪問指導加算　　　　　　　　　　　　460単位
　b　退院時指導加算　　　　　　　　　　　　　　　400単位
　c　退院時情報提供加算　　　　　　　　　　　　　　500単位

　d　退院前連携加算　　　　　　　　　　　　　　　500単位
（二）　老人訪問看護指示加算　　　　　　　　　　　　　300単位

注1　（一）のaについては、入院期間が1月を超えると見込まれる

　　入院患者の退院に先立って当該入院患者が退院後生活する居

　　宅を訪問し、当該入院患者及びその家族等に対して退院後の

　　療養上の指導を行った場合に、入院中1回（入院後早期に退
　　院前訪問指導の必要があると認められる入院患者にあっては、

ス費（mの療養型介護療養施設サービス費（ii）若しくは療養型

介護療養施設サービス費⑳の療養型介護療養施設サービス費
（ii）又は療養型経過型介言療養施設サービス費（皿）を算定する。

11　次のいずれかに該当する者に対して、療養型介護療養施設
一サービス費ID、療養型介護療養施設サービス費（皿）若しくは

療養型介言療養施設サービス費（皿）又は療養型経過型介護療養

難難事傷護騨憲薮藷讐潔瀞
療養型介護療養施設サービス費（皿）の療養型介護療養施設サー

ビス費（の若しくは療養型介音療養施設サービス費（皿）の療養

型介護療養施設サービス費（ii）又は療養型経過型介護療養施設

　　　サービス費（皿）を算定する。

　　　イ　感染症等により、従来型個室への入院が必要であると医
　　　　師が判断した者であって、従来型個室への入院期間が30

　　　　日以内であるもの
　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する従来型個室に

　　　　入院する者
　　　ハ　著しい精神症状等により、同室の他の入院患者の心身の
　　　　状況に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個
　　　　室への入院が必要であると医師が判断した者

（4）初期加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30単位

「珪　入院した日から起算して30日以内の期間については、初期

　　加算として、1日につき所定単位数を加算する。

（5）退院時指導等加算

　（一）退院特等指導加算
　　a　退院前後訪問指導加算　　　　　　　　　　　　　460単位
　　b　退院時指導加算　　　　　　　　　　　　　　　　400単位

　　c　退院時情報提供加算　　　　　　　　　　　　　　500単位
　　d　退院前連携加算　　　　　　　　　　　　　　　　500単位
　（二）老人訪問看護指示加算　　　　　　　　　　　　　300単位
　注1　（一）のaについては、入院期間が1月を超えると見込まれる

　　　入院患者の退院に先立って当該入院患者が退院後生活する居

　　　宅を訪問し、当該入院患者及びその家族等に対して退院後の

　　　療養上の指導を行った場合に、入院中1回（入院後早期に退
　　　院前訪問指導の必要があると認められる入院患者にあっては、
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　2回）を限度として算定し、入院患者の退院後30日以内に
当該入院患者の居宅を訪問し、当該入院患者及びその家族等

に対して療養上の指導を行った場合に、退院後1回を限度と
　して算定する。

　　入院患者が退院後にその居宅でなく、他の社会福祉施設等
　に入所する場合であって、当該入院患者の同意を得て、当該

社会福祉施設等を訪問し、連絡調整、情報提供等を行ったと

　きも、同様に算定する。

2　（一）のbについては、入院期間が1月を超える入院患者が退

院し、その居宅において療養を継続する場合において、当該

　入院患者の退院時に、当該入院患者及びその家族等に対して、

　退院後の療養上の指導を行った場合に、入院患者1人につき

　1回を限度として算定する。
3　（一）の。については、入院期間が1月を超える入院患者が退

　院し、その居宅において療養を継続する場合において、当該
　入院患者の退院後の主治の医師に対して、当該入院患者の同

　意を得て、当該入院患者の診療状況を示す文書を添えて当該

　入院患者の紹介を行った場合に、入院患者1人につき1回に

　限り算定する。

　　入院患者が退院後にその居宅でなく、他の社会福祉施設等
　に入所する場合であって、当該入院患者の同意を得て、当該
　社会福祉施設等に対して当該入院患者の診療状況を示す文書
　を添えて当該入院患者の処遇に必要な情報を提供したときも、

　同様に算定する。

4　（一）のdについては、入院期間が1月を超える入院患者が退

　院し、その居宅において居宅サービスを利用する場合におい
　て、当該入院患者の退院に先立って当該入院患者が利用を希

　望する指定居宅介護支援事業者に対して、当該入院患者の同
　意を得て、当該入院患者の診療状況を示す文書を添えて当該
　入院患者に係る居宅サービスに必要な情報を提供しξかつ、

　当該指定居宅介護支援事業者と連携して退院後の居宅サービ
　スの利用に関する調整を行った場合に、．入院患者1人1ヒつき

　1回を限度として算定する。
5　（コについては、入院患者の退院時に、指定介護療養型医療

　施設の医師が、診療に基づき、指定訪問看護が疹要であると
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　2回）を限度として算定し、入院患者の退院後30日以内に
当該入院患者の居宅を訪問し、当該入院患者及びその家族等

に対して療養上の指導を行った場合に、退院後1回を限度と
　して算定する。

　　入院患者が退院後にその居宅でなく、他の社会福祉施設等
に入所する場合であって、当該入院患者の同意を得て、当該

社会福祉施設等を訪問し、連絡調整、情報提供等を行ったと
　きも、同様に算定する。

院し、その居宅において療養を継続する場合において、当該
　入院患者の退院時に、当該入院患者及びその家族等に対して、

　退院後の療養上の指導を行った場合に、入院患者1人につき

　1回を限度として算定する。

　院し、その居宅において療養を継続する場合において、当該
　入院患者の退院後の主治の医師に対して、当該入院患者の同
　意を得て、当該入院患者の診療状況を示す文書を添えて当該

　入院患者の紹介を行った場合に、入院患者1人につき1回に
　限り算定する。
　　入院患者が退院後にその居宅でなく、他の社会福祉施設等

　に入所する場合であって、当該入院患者の同意を得て、当該
　社会福祉施設等に対して当該入院患者の診療状況を示す文書
　を添えて当該入院患者の処遇に必要な情報を提供したときも、

　同様に算定する。

　院し、その居宅において居宅サービスを利用する場合におい
　て、当該入院患者の退院に先立って当該入院患者が利用を希

　望する指定居宅介護支援事業者に対して、当該入院患者の同
　意を得て、当該入院患者の診療状況を示す文書を添えて当該

　入院患者に係る居宅サービスに必要な情報を提供し、かつ、
　当該指定居宅介護支援事業者と連携して退院後の居宅サービ

　スの利用に関する調整を行った場合に、入院患者1人につき

　1回を限度として算定する。
5　（二）については、入院患者の退院時に、指定介護療養型医療

　施設の医師が、診療に基づき、指定訪問看護が必要であると

2　（一）のbについては、入院期間が1月を超える入院患者が退

3　（一）の。については、入院期間が1月を超える入院患者が退

4　（一）のdについては、入院期間が1月を超える入院患者が退



　　　認め、当該入院患者の選定する指定訪問看護ステーションに
　　　対して、当該入院患者の同意を得て、訪問看護指示書を交付
　　　した場合に、入院患者1人につき1回を限度として算定する。

㈲　栄養管理体制加算
「一）管理栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　　12単位
　（二）栄養士配置加算　　　　　　・　　　　　　　　　　10単位

　注1　（一）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　　として都道府県知事に届け出た指定介護療養型医療施設につ

　　　いて、1日につき所定単位数を加算する。
　　　イ　常勤の管理栄養士を1名以上配置していること。
　　　口　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養

　　　　型医療施設であること。
　　2　（二）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　　として都道府県知事に届け出た指定介護療養型医療施設につ
　　　いて、1日につき所定単位数を加算する。ただし、この場合
　　　において、管理栄養士配置加算を算定している場合は、算定

　　　しない。
　　　イ　栄養士を1名以上配置していること。
　　　口　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養

　　　　型医療施設であること。
（6）栄養マネジメント加算　　　　　　　　　　　　　　　12単位

一珪　次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知

　　事に届け出た指定介護療養型医療施設について、1日につき所

　　定単位数を加算する。
　　イ　常勤の管理栄養士を1名以上配置していること。
　　口　入院患者の栄養状態を入院時に把握し、医師、管理栄養士、

　　　看護師、介護支援裏門員その他の職種の者が共同して、入院

　　　患者ごとの摂食・嚥下機能及び食形態にも配慮した栄養ケア

　　　計画を作成していること。
　　ハ　入院患者ごとの栄養ケア計画に従い栄養管理を行っている
　　　　とともに、入院患者の栄養状態を定期的に記録していること。

　　二　入院患者ごとの栄養ケア計画の進捗状況を定期的に評価し、

　　　必要に応じて当該計画を見直していること。
　　ホ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型

　　　　医療施設であること。

　　　認め、当該入院患者の選定する指定訪問看護ステーションに
　　　対して、当該入院患者の同意を得て、訪問看護指示書を交付
　　　した場合に、入院患者1人につき1回を限度として算定する。

㈲　栄養管理体制加算
「一）管理栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　　12単位
　（二）栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　　　　10単位

　注1　（一）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　　として都道府県知事に届け出た指定介護療養型医療施設につ

　　　いて、1日につき所定単位数を加算する。
　　　イ　常勤の管理栄養士を1名以上配置していること。
　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養

　　　　型医療施設であること。
　　2　（二）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　　として都道府県知事に届け出た指定介護療養型医療施設につ
　　　いて、1日につき所定単位数を加算する。ただし、この場合
　　　において、管理栄養士配置加算を算定している場合は、算定

　　　しない。
　　　イ　栄養士を1名以上配置していること。
　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養

　　　　型医療施設であること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12単位（7）栄養マネジメン．ト加算
一珪　次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知
　　事に届け出た指定介護療養型医療施設について、1日につき所

　　定単位数を加算する。
　　常勤の管理栄養士を1名以上配置していること。
　　入院患者の栄養状態を入院時に把握し、医師、管理栄養士、

　看護師、介護支援裏門員その他の職種の者が共同して、入院
　患者ごとの摂食・嚥下機能及び食形態にも配慮した栄養ケア

　計画を作成していること。
　　入院患者ごとの栄養ケア計画に従い栄養管理を行っている
　とともに、入院患者の栄養状態を定期的に記録していること。

　　入院患者ごとの栄養ケア計画の進捗状況を定期的に評価し、

　必要に応じて当該計画を見直していること。
ホ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型

　医療施設であること。

イ

ロ

ノ￥
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（7）経ロ移行加算　　　　　　　　　　　　　　　　　28単位
注1　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型
　　医療施設において、医師の指示に基づき、医師、管理栄養士、

　　看護師、介護支援専門員その他の職種の者が共同して、現に
　　経管により食事を摂取している入院患者ごとに経ロ移行計画
　　　を作成している場合であって、当該計画に従い、医師の指示

　　　を受けた管理栄養士又は栄養士が、経ロによる食事の摂取を
　　　進めるための栄養管理を行った場合には、当該計画が作成さ

　　　れた日から起算して180日以内の期間に限り、1日につき所

　　　定単位数を加算する。
　　2　管理栄養士又は栄養士が行う経ロ移行計画に基づく経ロに
　　　よる食事の摂取を進めるための栄養管理が、当該計画が作成

　　　された日から起算して180日を超えた期間に行われた場合で
　　　あっても、経口による食事の摂取が一部可能な者であって、
　　　医師の指示に基づき、継続して経口による食事の摂取を進め
　　　るための栄養管理が必要とされるものに対しては、引き続き

　　　当該加算を算定できるものとする。

（8）　経ロ維持加算

　（一）経口維持加算（1）　　　　　　　　　　　　　　　28単位
　（二）経ロ維持加算（皿）　　　　　　　　　　　　　　　5単位

　注1　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型
　　　医療施設において、医師の指示に基づき、医師、管理栄養士、

　　　看護師、介護支援専既員その他の職種の者が共同して、摂食
　　　機能障憲を有し、誤嚥が認められる入院患者ごとに利用者の

　　　摂食・嚥下機能に配慮した経ロ維持計画を作成している場合
　　　であって、当該計画に従い、医師の指示を受けた管理栄養士

　　　又は栄養士が、継続して経ロによる食事の摂取を進めるため

　　　の特別な管理を行った場合には、次に掲げる区分に応じ、当

　　　該計画が作成された日から起算して180日以内の期間に限
　　　り、1日につきそれぞれ所定単位数を加算する。ただし、こ
　　　の場合において、経ロ移行加算を算定している場合は、算定
　　　しない。また、経ロ維持加算（Dを算定している場合は、経口

　　　維持加算（mは、算定しない。
　　　イ　経ロ維持加算（1）経ロにより食事を摂取する者であって、

　　　　著しい摂食機能障害を有し造影撮影又は内視鏡検査により

（8）　経ロ移行加算　　　　　　　　　　　　　　　　　28単位

注1　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型
　　医療施設において、医師の指示に基づき、医師、管理栄養士、

　　看護師、介護支援専門員その他の職種の者が共同して、現に
　　経管により食事を摂取している入院患者ごとに経ロ移行計画
　　　を作成している場合であって、当該計画に従い、医師の指示
　　　を受けた管理栄養士又は栄養士が、経ロによる食事の摂取を
　　進めるための栄養管理を行った場合には、当該計画が作成さ
　　　れた日から起算して180日以内の期間に限り、1日につき所定

　　　単位数を加算する。

　　2　管理栄養士又は栄養士が行う経ロ移行計画に基づく経ロに
　　　よる食事の摂取を進めるための栄養管理が、当該計画が作成

　　　された日から起算して180日を超えた期間に行われた場合であ

　　　っても、経ロによる食事の摂取が一部可能な者であって、医
　　　師の指示に基づき、継続して経ロによる食事の摂取を進める
　　　ための栄養管理が必要とされるものに対しては、引き続き当

　　　該加算を算定できるものとする。

（9）　経ロ維持加算

　（一）経口維持加算（1）　　　　　　　　　　　　　　　　28単位

　（二）経ロ維持加算（皿）　　　　　　　　　　　　　　　　　　5単位

注1　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型
　　医療施設において、医師の指示に基づき、医師、管理栄養士、

　　看護師、1介護支援専既員その他の職種の者が共同して、摂食

　　機能障憲を有し、誤嚥が認められる入院患者ごとに利用者の

　　摂食・嚥下機能に配慮した経ロ維持計画を作成している場合
　　であって、当該計画に従い、医師の指示を受けた管理栄養士

　　又は栄養士が、継続して経ロによる食事の摂取を進めるため
　　の特別な管理を行った場合には、次に掲げる区分に応じ、当
　　該計画が作成された日から起算して180日以内の期間に限り、

　　1日につきそれぞれ所定単位数を加算する。ただし、この場
　　合において、経ロ移行加算を算定している場合は、算定しな
　　い。また、経ロ維持加算（1）を算定している場合は、経口維持

　　加算㈹は、算定しない。
　　イ　経ロ維持加算（1）経ロにより食事を摂取する者であって、

　　　著しい摂食機能障害を有し造影撮影又は内視鏡検査により
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　　　誤簾が認められるものを対象としていること。

　　　ロ　経口維持加算（皿）経只りこより食事を摂取する者であって、

　　　　摂食機能障害を有し誤嚥が認められるものを対象としてい

　　　　ること。
　2　管理栄養士又は栄養士が行う経口維持計画に基づく経ロによ
　　る食事の摂取を進めるための特別な管理が当該計画が作成され

　　た日から起算して180日を鼠えた期間に行われた場合であって
　　も、摂食機能障害を有し、・誤嚥が認鯵られる入院患者であって、

　　医師の指示に基づき、継続して誤嚥防止のための食事の摂取を
　　進めるための特別な管理が必要とされるものに対しては、引き

　　続き当該加算を算定できるものとする。
（9）　療養食加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23単位

一i注　次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知
　　事に届け出た指定介護療養型医療施設が、別に厚生労働大臣が

　　定める療養食を提供したときは、1日につき所定単位数を加算
　　する。ただし、この場合において、経ロ移行加算又は経ロ維持

　　加算を算定している場合は、算定しない。
　　イ　食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい

　　　ること。
　　ロ　入院患者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内

　　　容の食事の提供が行われていること。
　　パ　食事の提供が、別に厚生労働大臣が定める基準に適合する

　　　指定介護療養型医療施設において行われていること。
（10）　在宅復帰支援機能加算　　　　　　　　　　　　　　10単位

一差　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型医

　　療施設であって、次に掲げる基準のいずれにも適合している場

　　合にあっては、1日につき所定単位数を加算する。
　　イ　入院患者の家族との連絡調整を行っていること。
　　ロ　入院患者が利用を希望する指定居宅介護支援事業者に対し
　　　て、入院患者に係る居宅サービスに必要な情報の提供、退所
　　　後の居宅サービスの利用に関する調整を行っていること。

（m　特定診療費
一入院患者に対して、指導管理、リハビリテーション等のうち日
　常的に必要な医療行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行

　つた場合に、別に厚生労働大臣が定める単位数に10円を乗じて

　　　誤簾が認められるものを対象としていること。

　　　ロ　経口維持加算（∬）経劉により食事を摂取する者であって、

　　　　摂食機能障害を有し誤嚥が認められるものを対象としてい

　　　　ること。
　　2　管理栄養士又は栄養士が行う経口維持計画に基づく経口に
　　　よる食事の摂取を進めるための特別な管理が当該計画が作成
　　　された日から起算して180日を超え畜期間に行われた場合であ

　　　っても、摂食機能障害を有し、誤嚥が認め寂れる入院患者で
　　　あって、医師の指示に基づき、継続して誤嚥防止のための食
　　　事の摂取を進めるための特別な管理が必要とされるものに対

　　　しては、引き続き当該加算を算定できるものとする。
（1ω療養食加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23単位

一差　次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知
　　事に届け出た指定介護療養型医療施設が、別に厚生労働大臣が

　　定める療養食を提供したときは、1日につき所定単位数を加算
　　する。ただし、この場合において、経ロ移行加算又は経口維持

　　加算を算定している場合は、算定しない。
　　イ　食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい

　　　ること。
　　ロ　入院患者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内

　　　容の食事の提供が行われていること。
　　ハ　食事の提供が、別に厚生労働大臣が定める基準に適合する

　　　指定介護療養型医療施設において行われていること。
（11）　在宅復帰支援機能加算　　　　　　　　　　　　　　　10単位

一珪　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型医
　　療施設であって、次に掲げる基準のいずれにも適合している場

　　合にあっては、1日につき所定単位数を加算する。
　　イ　入院患者の家族との連絡調整を行っていること。
　　ロ　入院患者が利用を希望する指定居宅介護支援事業者に対し
　　　て、入院患者に係る居宅サービスに必要な情報の提供、退所

　　　後の居宅サービスの利用に関する調整を行っていること。

“2）特定診療費
一入院患者に対して、指導管理、リハビリテーション等のうち巳
　常的に必要な医療行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行

　つた場合に、別に厚生労働大臣が定める単位数に10円を乗じて
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　　得た額を算定する。

　一ビス

　（り　認知症疾患型介護療養施設サービス費（1日につき）
　　（一）　認知症疾患型介護療養施設サービス費（D看護3：1介護6：1く大学病院

　　　等＞

　　　a　認知症疾患型介護療養施設サービス費（i）〈従来型醒〉

　　　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　1，005単位

　　　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　1，072単位
　　　　iii　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　1，139単位

　　　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，207単位

　　　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，274単位
　　　b　認知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）〈多鰹〉

　　　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　1，116単位
　　　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　1，183単位
　　　　iii　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　1，250単位

　　　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，318単位

　　　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，385単位
　　（二）認知症疾患型介護療養施設サービス費（皿）看護4：1介護4：1〈一般病院＞

　　　a　認知症疾患型介護療養施設サービス費（i）＜従縄個室〉

　　　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　　947単位
　　　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　1，018単位
　　　　iii　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　1，088単位

　　　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，159単位

　　　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，229単位
　　　b　認知症疾患型介護療養施設サービス費〔ii）〈多床室＞

　　　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　1，058単位
　　　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　1，129単位

　　　　iii　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　1，199単位

　　　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　1，270単位
　　　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，340単位

ロ　療養病床を有する診療所における介護療養施設サービス　　（略）

ハ　老人性認知症疾患療養病棟を有する病院における介護療養施設サ

（三）　認知症疾患型介護療養施設サービス費（m看諦：1介護5：1く一般病院〉

　　得た額を算定する。

ロ　療養病床を有する診療所における介護療養施設サービス　　（略）

ハ　老人性認知症疾患療養病棟を有する病院における介護療養施設サ

　ービス

　（1）認知症疾患型介護療養施設サービス費（1日につき）
　　（一）認知症疾患型介護療養施設サービス費（1）看護3：1介護6：1＜大学病院等

　　　〉

　　　a　認知症疾患型介護療養施設サービス費（i）　く従来型健〉

　　　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　1，005単位
　　　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　1，072単位

　　　　Hi要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　1，139単位
　　　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，207単位

　　　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，274単位
　　　b　認知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）　く多鰹＞

　　　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　1，116単位
　　　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　1，183単位
　　　　iii要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　1，250単位
　　　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，318単位

　　　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　1，385単位
　　に）認知症疾患型介護療養施設サービス費（皿）看護4：1介諏：1〈搬病院＞

　　　a　認知症疾患型介護療養施設サービス費（i）〈従来型健＞

　　　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　・　　947単位
　　　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　1，018単位
　　　　iii要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　1，088単位
　　　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，159単位

　　　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，229単位
　　　b　認知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）〈多床室＞

　　　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　1，058単位
　　　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　1，129単位
　　　　iii要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　1，199単位
　　　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，270単位

　　　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，340単位
　　（三）認知症疾患型介護療養施設サービス費（皿）看護4：1介護5：1く畷病院＞
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、　認知症疾患型介護療養施設サービス費（i）＜従来型鯉＞

　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　　918単位

　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　987単位
　iii　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　11055単位
　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，124単位
　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，192単位
　b　認知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）く多鰹〉

　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　1，029単位

　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　1，098単位

　　iii　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　11166単位

　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，235単位

　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，303単位
（四）認知症疾患型介護療養施設サービス費㈹看諦：1介護6：1く搬病院＞

　a　認知症疾患型介護療養施設サービス費（i）く従来型醒＞

　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　go2単位
　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　969単位
　　iii要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　11036単位
　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　1，104単位
　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　1，171単位
　b　認知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）く多床室＞

　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　1，013単位
　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　1，080単位

　　iii　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　1，147単位

　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　1，215単位
　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，282単位
（五）　認知症疾患型介護療養施設サービス費（V）　経過措置型（※）く搬病院〉

a　認知症疾患型介護療養施設サービス費（i）く従来型醒〉

　i　要介護1
　“　要介護2
　i“　要介護3

　iv　要介護4

　v　要介護5
b　認知症疾患型介護療養施設サービス費（1）〈多鰹＞

　　　要介護1

　　　要介護2

840単位
907単位
974単位
1，042単位

1，109単位

位
位
単
単1
8

だ
Q
瀦
一9
0

　
1
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　認知症疾患型介護療養施設サービス費（i）〈蘇型個室〉

　i　要介護1
　“　要介護2
　i“　要介護3

　iv　要介護4

　V　要介護5
　　認知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）　く多鰹＞

　i　要介護1
　ii　要介護2
　“i　要介護3

　iv　要介護4

　V　要介護5

a
918単位
987単位
1，055単位

1，124単位

1，192単位

b
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，029単位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，098単位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，166単位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，235単位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，303単位
四認知症疾患型介護療養施設サービス費（N）看護4：1介護6：1く搬病院＞

　a　認知症疾患型介護療養施設サービス費（1）　く蘇型健〉

　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　go2単位

　　“　要介護2

　i“　要介護3

　iv　要介護4
　　v　要介護5
　b　認知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）

　　i　要介護1

　　ii要介護2
　　i“　要介護3

　　iv　要介護4

　　v　要介護5
（五）認知症疾患型介護療養施設サービス費（V）

　a
　　i　要介護1
　　“　要介護2

　　“i要介護3
　　iv　要介護4

　　v　要介護5
　b　認知症疾患型介護療養施設サービス費qi）

　　i　要介護1
　　ii　要介護2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　経過措置型（※）

認知症疾患型介護療養施設サービス費（i）く従来型醒＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　840単位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　907単位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　974単位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，042単位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，109単位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く多床室＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　951単位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，018単位

　　　969単位
　　1，036単位

　　1，104単位

　　1，171単位
く多鰹〉

　　1，013単位
　　1，080単位

　　1，147単位

　　1，215単位

　　1，282単位
　　　く搬病院〉



iii　要介護3

iv　要介護4

v　要介護5

1，085単位

1，153単位

1，220単位

iii要介護3
iv　要介護4

V　要介護5

1，085単位

1，153単位

1，220単位

（2）認知症疾患型経過型介曇療養施設サービス費（1日につき）
（一）　認知症疾患型経過型介護療養施設サービス費（Dく従来型醒〉

b　要介護2
c　要介護3
d　要介護4

742単位
809単位
876単位
944単位

（二）認知症疾患型経過型介護療養施設サービス費（皿）〈多床室〉
　e　要介護5

陣

（2）ユニット型認知症疾患型介護療養施設サービス費（1日につき）
一（一）ユニット型認知症疾患型介護療養施設サービス費（n〈大学病院等＞

　　a　ユニット型認知症疾患型介護療養施設サービス費（i）くユニット

　　　型健＞

　　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　1，119単位
　　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　1，186単位

　　　iii　要介護3　　　　　　’　　　　　　　　　1，253単位
　　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，321単位
　　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，388単位
　　b　ユニット型認知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）〈ユニット型

　　　準個室＞

　　　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　1，119単位

　　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　1，186単位
　　　iii要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　1，253単位
　　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，321単位

　　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　1，388単位
　　（二）ユニット型認知症疾患型介護療養施設サービス費（皿）く一般病院〉

　　a　認知症疾患型介護療養施設サービス費〔i）くユニット型醒〉

　　　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　1，061単位

　　a　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　　853単位
　　b　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　　920単位

　　墨　　　　　　　　　　　　　　　987単位
　　d　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　聾
（3）鑑矢口症疾患型介護療養施設サービス費（1藷

一（一）ユニット型認知症疾患型介護療養施設サービス費（D〈大学病鵬＞

　　a　ユニット型認知症疾患型介護療養施設サービス費（i）〈ユニット

　　　型個室＞

　　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　1，119単位
　　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　1，186単位
　　　iii要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　1，253単位
　　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，321単位

　　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，388単位
b　ユニット型認知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）〈ユニット型

　　準醒〉
　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　1，119単位
　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　1，186単位

　　iii・要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　1253単位
　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，321単位

　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，388単位
（二）ユニット型認知症疾患型介護療養施設サービス費（皿）く搬病院＞

　a　認知症疾患型介護療養施設サービス費（i）〈ユニット型個室＞

　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　1，061単位
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　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　1，132単位

　　iii　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　1，202単位

　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，273単位

　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　11343単位
　b　ユニット型認知症疾患型介護療養施設サービス費（iDくユニッ陞

　　準醒＞

　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　、　　　1，061単位
　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　1，132単位
　　iii　要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　1，202単位

　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，273単位

　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，343単位

注1　老人性認知症疾患療養病棟（指定介護療養型医療施設の人
　　員、設備及び運営に関する基準（平成11年厚生省令第41号。

　　以下「指定介護療養型医療施設基準」という。）第2条第3
　　項に規定する老人性認知症疾患療養病棟をいう。以下同じ。）

　　を有する病院である指定介護療養型医療施設であって、別に
　　厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして都
　　道府県知事に届け出たものにおける当該届出に係る老人性認
　　知症疾患療養病棟において、指定介護療養施設サービスを行
　　つた場合に、当該施設基準に掲げる区分及び別に厚生労働大
　　臣が定める基準に掲げる区分に従い、入院患者の要介護状態

　　区分に応じて、それぞれ所定単位数を算定する。ただし、入
　　院患者の数又は医師、看護職員、介護職員若しくは介護支援

　　専門員の員数が別に厚生労働大臣が定める基準に該当する場

　　合は、別に厚生労働大臣が定めるところにより算定する。

　2　（2）について、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満た

　　さ蕊、場合は、1日につき所定単位数の100分の97に相当

　　する単位数を算定する。
　3　別に厚生労働大臣が定める基準を満たさない場合は、身体
　　拘束廃止未実施減算として、1日につき5単位を所定単位数

　　から減算する。
　4　入院患者に対して居宅における外泊を認めた場合は、1月
　　に6日を限度として所定単位数に代えて1日につき444単位
　　を算定する。ただし、外泊の初日及び最終日は、算定できな

　　い。
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　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　1，132単位

　　iii要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　　1，202．単位

　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，273単位

　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　1，343単位

　　準醒＞
　　i　要介護1　　　　　　　　　　　　　　　　　1，061単位
　　ii　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　1，132単位
　　iii要介護3　　　　　　　　　　　　　　　　1，202単位
　　iv　要介護4　　　　　　　　　　　　　　　　　1，273単位

　　v　要介護5　　　　　　　　　　　　　　　　　1，343単位

　　　老人性認知症疾患療養病棟（指定介護療養型医療施設の人
　　員、設備及び運営に関する基準（平成11年厚生省令第41号。

　　以下「指定介護療養型医療施設基準」という。）第2条第3
　　項に規定する老人性認知症疾患療養病棟をいう。以下同じ。）

　　を有する病院である指定介護療養型医療施設であって、別に
　　厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして都
　　道府県知事に届け出たものにおける当該届出に係る老人性認
　　知症疾患療養病棟において、指定介護療養施設サービスを行
　　つた場合に、当該施設基準に掲げる区分及び別に厚生労働大
　　臣が定める基準に掲げる区分に従い、入院患者の要介護状態

　　区分に応じて、それぞれ所定単位数を算定する。ただし、入
　　院患者の数又は医師、看護職員、介護職員若しくは介護支援

　　専門員の員数が別に厚生労働大臣が定める基準に該当する場
　　合は、別に厚生労働大臣が定めるところにより算定する。

　2　（3）について、別に厚生労働大臣が定める施設基準を満た
　　さ冠、場合は、1日につき所定単位数の100分の97に相当

　　する単位数を算定する。
　3　別に厚生労働大臣が定める基準を満たさない場合は、身体
　　拘束廃止未実施減算として、1日につき5単位を所定単位数

　　から減算する。
　4　入院患者に対して居宅における外泊を認めた場合は、1月
　　に6日を限度として所定単位数に代えて1日につき444単位
　　を算定する。ただし、外泊の初日及び最終日は、算定できな

　　い。

　b　ユニット型認知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）くユニッ陞

注1



5　入院患者に対し専門的な診療が必要になった場合であって、

　当該患者に対し他の病院又は診療所において当該診療が行わ

　れた場合は、1月に4日を限度として所定単位数に代えて1
　日につき444単位を算定する。
6　平成17年9月30日において従来型個室に入院している者
　であって、平成17年10月1日以後引き続き従来型個室に入
　院するもの（別に厚生労働大臣が定めるものに限る。）に対
　して、認知症疾患型介護療養施設サービス費（1）、認知症疾患

　型介護療養施設サービス費（皿）、認知症疾患型介護療養施設サ

　ービス費⑪、認知症疾患型介護療養施設サービス費（W）型圭

　認知症疾患型介護療養施設サービス費（V）を支給する場合は、

当分の間、それぞれ、認知症疾患型介護療養施設サービス費（1）

の認知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）、認知症疾患型介
護療養施設サービス費（皿）の認知症疾患型介護療養施設サービ

ス費（ii）、認知症疾患型介護療養施設サービス費（皿）の認知症

疾患型介護療養施設サービス費（ii）、認知症疾患型介護療養施

設サービス費（Mの認知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）

又は認知症疾患型介護療養施設サービス費（V）の認知症疾患型

介護療養施設サービス費（iDを算定する。

7　次のいずれかに該当する者に対して、認知症疾患型介護療
　養施設サービス費（1）、認知症疾患型介護療養施設サービス費

　（皿）、認知症疾患型介護療養施設サービス費（m、認知症疾患

　型介護療養施設サービス費（N）又は認知症疾患型介護療養施設

サービス費（V）を支給する場合は、当分の間、それぞれ、認知

症疾患型介護療養施設サービス費（1）の認知症疾患型介護療養

施設サービス費（ii）、認知症疾患型介護療養施設サービス費（m

の認知症疾患型介護療養施設サービス費（i）、認知症疾患型介

護療養施設サービス費（mの認知症疾患型介護療養施設サービ
ス費（ii）、認知症疾患型介護療養施設サービス費（w）の認知症
疾患型介護療養施設サービス費（ii）又は認知症疾患型介護療養

施設サービス費（v）の認知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）

を算定する。
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　当該患者に対し他の病院又は診療所において当該診療が行わ

　れた場合は、1月に4日を限度として所定単位数に代えて1
　日につき444単位を算定する。

　であって、平成17年10月1日以後引き続き従来型個室に入
　院するもの（別に厚生労働大臣が定めるものに限る。）に対
　して、認知症疾患型介護療養施設サービス費（1）、認知症疾患

　型介護療養施設サービス費（皿）、認知症疾患型介護療養施設サ

　ービス費（皿）、認知症疾患型介護療養施設サービス費㈹蓋」

　くは認知症疾患型介護療養施設サービス費（V）又は認知症疾患

5　入院患者に対し専門的な診療が必要になった場合であって、

6　平成17年9月30日において従来型個室に入院している者

型経過型介護療養施設サービス費を支給する場合は、当分の
間、それぞれ、認知症疾患型介護療養施設サービス費（1）の認

知症疾患型介護療養施設サービス費（1）、認知症疾患型介護療

養施設サービス費（皿）の認知症疾患型介護療養施設サービス費

（ii）、認知症疾患型介護療養施設サービス費価の認知症疾患

型介護療養施設サービス費lii）、認知症疾患型介護療養施設サ

ービス費（N）の認知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）葦」

くは認知症疾患型介護療養施設サービス費（V）の認知症疾患型

介護療養施設サービス費（iD又は認知症疾患型経過型介護療養

一を算定する・7　次のいずれかに該当する者に対して、認知症疾患型介護療
　養施設サービス費〔D、認知症疾患型介護療養施設サービス費
　（∬）、認知症疾患型介護療養施設サービス費（皿）、認知症疾患

　型介護療養施設サービス費（m若しくは認知症疾患型介護療養
施設サービス費（V）又は認知症疾患型経過型介護療養施設サー

ビス費を支給する場合は、当分の間、それぞれ、認知症疾患
型介護療養施設サービス費（1）の誌知症疾患型介護療養施設サ

ービス費（ii）、認知症疾患型介護療養施設サービス費（H）の認

知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）、認知症疾患型介護療

養施設サービス費⑪の認知症疾患型介護療養施設サービス費
（ii）、認知症疾患型介護療養施設サービス費（Mの認知症疾患

型介護療養施設サービス費（ii）一
施設サービス費（v）の認知症疾患型介護療養施設サービス費（ii）

又は認知症疾患型経過型介護療養施設サービス費（皿）を算定す



　　　イ　感染症等により、従来型個室への入院が必要であると医

　　　　師が判断した者であって、従来型個室への入院期間が30

　　　　日以内であるもの
　　　口　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する従来型個室に

　　　　入院する者
　　　ハ　著しい精神症状等により、同室の他の入院患者の心身の
　　　　状況に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個

　　　　室への入院が必要であると医師が判断した者
（3）初期加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30単位
一1注　入院した日から起算して30日以内の期間については・初期

　　加算として、1日につき所定単位数を加算する。

（4）退院時指導等加算

　（一）退院時等指導加算
　　a　退院前後訪問指導加算　　　　　　　　　　　　　460単位
　　b　退院時指導加算　　　　　　　　　　　　　　　　400単位
　　c　退院時情報提供加算　　　　　　　　　　　　　　500単位
　　d　退院前連携加算　　　　　　　　　　　　　　　　500単位
　（二）老人訪問看護指示加算　　　　　　　　　　　　　300単位

　注1　（一）のaについては、入院期間が1月を超えると見込まれる

　　　入院患者の退院に先立うて当該入院患者が退院後生活する居
　　　宅を訪問し、当該入院患者及びその家族等に対して退院後の

　　　療養上の指導を行った場合に、入院中1回（入院後早期に退
　　　院前訪問指導の必要があると認められる入院患者にあっては、

　　　2回）を限度として算定し、入院患者の退院後30日以内に
　　　当該入院患者の居宅を訪問し、当該入院患者及びその家族等
　　　に対して療養上の指導を行った場合に、退院後1回を限度と

　　　して算定する。
　　　　入院患者が退院後にその居宅でなく、他の社会福祉施設等
　　　に入所する場合であって、当該入院患者の同意を得て、当該
　　　社会福祉施設等を訪問し、連絡調整、情報提供等を行ったと

　　　きも、同様に算定する。
　　2　（一）のbについては、入院期間が1月を超える入院患者が退

　　　院し、その居宅において療養を継続する場合において、当該

　　　入院患者の退院時に、当該入院患者及びその家族等に対して、

旦
　注

皿

　る。
　イ　感染症等により、従来型個室への入院が必要であると医
　　師が判断した者であって、従来型個室への入院期間が30

　　日以内であるもの
　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する従来型個室に

　　入院する者
　ハ　著しい精神症状等により、同室の他の入院患者の心身の
　　状況に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個

　　室への入院が必要であると医師が判断した者
　初期加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30単位
　　入院した日から起算して30日以内の期間については、初期

　加算として、1日につき所定単位数を加算する。

　退院時指導等加算
（一）退院時等指導加算

　a　退院前後訪問指導加算　　　　　　　　　　　　　460単位
　b　退院時指導加算　　　　　　　　　　　　　　　　400単位
　c　退院時情報提供加算　　　　　　　　　　　　　500単位
　d　退院前連携加算　　　　　　　　　　　　　　　　500単位
（二）老人訪問看護指示加算　　　　　　　　　　　　　　300単位

注1　（一）のaについては、入院期間が1月を超えると見込まれる

　　入院患者の退院に先立って当該入院患者が退院後生活する居

　　宅を訪問し、当該入院患者及びその家族等に対して退院後の

　　療養上の指導を行った場合に、入院中1回（入院後早期に退
院前訪問指導の必要があると認められる入院患者にあっては、

　2回）を限度として算定し、入院患者の退院後30日以内に
当該入院患者の居宅を訪問し、当該入院患者及びその家族等

に対して療養上の指導を行った場合に・退院後1回を限度と

　して算定する。
　　入院患者が退院暖にその居宅でなく、他の社会福祉施設等

　に入所する場合であって、当該入院患者の同意を得て、当該
社会福祉施設等を訪問し、連絡調整、情報提供等を行ったと

　きも、同様に算定する。
2　（一）のbについては、入院期間が1月を超える入院患者が退
院し、その居宅において療養を継続する場合において、当該

　入院患者の退院時に、当該入院患者及びその家族等に対して、
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　　退院後の療養上の指導を行った場合に、入院患者1人につき
　　　1回を限度として算定する。

　　3　（一）の。については、入院期間が1月を超える入院患者が退

　　院し、その居宅において療養を継続する場合において、当該
　　入院患者の退院後の主治の医師に対して、当該入院患者の同
　　意を得て、当該入院患者の診療状況を示す文書を添えて当該

　　入院患者の紹介を行った場合に、入院患者1人につき1回に
　　限り算定する。
　　　入院患者が退院後にその居宅でなく、他の社会福祉施設等
　　に入所する場合であって、当該入院患者の同意を得て、当該

　　社会福祉施設等に対して当該入院患者の診療状況を示す文書
　　を添えて当該入院患者の処遇に必要な情報を提供したときも、

　　同様に算定する。
　　4　（一）のdについては、入院期間が1月を超える入院患者が退

　　院し、その居宅において居宅サービスを利用する場合におい
　　て、当該入院患者の退院に先立って当該入院患者が利用を希
　　望する指定居宅介護支援事業者に対して、一当該入院患者の同

　　意を得て、当該入院患者の診療状況を示す文書を添えて当該
　　入院患者に係る居宅サービスに必要な情報を提供し、かつ、
　　　当該指定居宅介護支援事業者と連携して退院後の居宅サービ

　　スの利用に関する調整を行った場合に、入院患者1人につき
　　　1回を限度として算定する。
　　5　（二）については、入院患者の退院時に、指定介護療養型医療

　　施設の医師が、診療に基づき、指定訪問看護が必要であると

　　認め、当該入院患者の選定する指定訪問看護ステーションに
　　対して、当該入院患者の同意を得て、訪問看護指示書を交付
　　　した場合に、入院患者1人につき1回を限度として算定する。
（5）　栄養管理体制加算

　（一）管理栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　　12単位

　（二）栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　　　　10単位

注1　（一）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　　として都道府県知事に届け出た指定介護療養型医療施設につ

　　　いて、1日につき所定単位数を加算する。

　　　イ　常勤の管理栄養士を1名以上配置していること。

　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養

旦

　退院後の療養上の指導を行った場合に、入院患者1人につき
　　1回を限度として算定する。

3　（一）の。については、入院期間が1月を超える入院患者が退

　院し、その居宅において療養を継続する場合において、当該
　入院患者の退院後の主治の医師に対して、当該入院患者の同
　意を得て、当該入院患者の診療状況を示す文書を添えて当該
　入院患者の紹介を行った場合に、入院患者1人につき1回に
　限り算定する。

　　入院患者が退院後にその居宅でなく、他の社会福祉施設等
　に入所する場合であって、当該入院患者の同意を得て、当該
　社会福祉施設等に対して当該入院患者の診療状況を示す文書
　を添えて当該入院患者の処遇に必要な情報を提供したときも、

　同様に算定する。
　4　（一）のdについては、入院期間が1月を超える入院患者が退

　院し、その居宅において居宅サービスを利用する場合におい
　て、当該入院患者の退院に先立って当該入院患者が利用を希
　望する指定居宅介護支援事業者に対して、当該入院患者の同
　意を得て、当該入院患者の診療状況を示す文書を添えて当該
　入院患者に係る居宅サービスに必要な情報を提供し、かつ、
　当該指定居宅介護支援事業者と連携して退院後の居宅サービ

　スの利用に関する調整を行った場合に、入院患者1人につき
　　1回を限度として算定する。

　5　（二）については、入院患者の退院時に、指定介護療養型医療

　施設の医師が、診療に基づき、指定訪問看護が必要であると

　認め、当該入院患者の選定する指定訪問看護ステーションに
　対して、当該入院患者の同意を得て、訪問看護指示書を交付
　　した場合に、入院患者1人につき1回を限度として算定する。

　栄養管理体制加算
（一）管理栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　　12単位

（二）栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　　　　10単位

注1　（一）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　として都道府県知事に届け出た指定介護療養型医療施設につ
　　いて、1日につき所定単位数を加算する。

　　イ　常勤の管理栄養士を1名以上配置していること。

　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養

一16一



　　　　型医療施設であること。
　　2　（二）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　　とし七都道府県知事に届け出た指定介護療養型医療施設につ
　　　いて、1日につき所定単位数を加算する。ただし、この場合
　　　において、管理栄養士配置加算を算定している場合は、算定

　　　しない。
　　　イ　栄養士を1名以上配置していること。
　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養

　　　　型医療施設であること。
（6）栄養マネジメント加算　　　　　　　　　　　　　　12単位

「注　次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知
　　事に届け出た指定介護療養型医療施設について、1日につき所

　　定単位数を加算する。
　　イ　常勤の管理栄養士を1名以上配置していること。
　　ロ　入院患者の栄養状態を入院時に把握し、医師、管理栄養士、

　　　看護師、介護支援裏門員その他の職種の者が共同して・入院
　　　患者ごとの摂食・嚥下機能及び食形態にも配慮した栄養ケ・ア

　　　計画を作成していること。
　　ハ　入院患者ごとの栄養ケア計画に従い栄養管理を行っている
　　　とともに、入院患者の栄養状態を定期的に記録していること。

　　二　入院患者ごとの栄養ケア計画の進捗状況を定期的に評価し、

　　　必要に応じて当該計画を見直していること。
　　ホ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型

　　　医療施設であること。
（7）　経口移行加算　　　　　　　　　　　　　　　　　28単位
一詮1　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型
　　　医療施設において、医師の指示に基づき、医師、管理栄養士、

　　　看護師、介護支援専門員その他の職種の者が共同して、理に
　　　経管により食事を摂取している入院患者ごとに経ロ移行計辱
　　　を作成している場合であって、当該計画に従い、医師の指示
　　　を受けた管理栄養士又は栄養士が、経ロによる食事の摂取を
　　　進めるための栄養管理を行った場合には、当該計画が作成さ
　　　れた日から起算して180日以内の期間に限り、1日につき所定

　　　単位数を加算する。
　　　2　管理栄養士又は栄養士が行う経ロ移行計画に基づく経ロに

　　　型医療施設であること。
　　2　（二）については、次に掲げるいずれの基準にも適合するもの

　　　として都道府県知事に届け出た指定介護療養型医療施設につ
　　　いて、1日につき所定単位数を加算する。ただし、この場合
　　　において、管理栄養士配置加算を算定している場合は、算定

　　　しない。
　　　イ　栄養士を1名以上配置していること。
　　　口　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養

　　　　型医療施設であること。
（7）栄養マネジメント加算　　　　　　　　　　　　　　12単位

一珪　次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知

　　事に届け出た指定介護療養型医療施設について、1日につき所

　　定単位数を加算する。
　　イ　常勤の管理栄養士を1名以上配置していること。
　　口　入院患者の栄養状態を入院時に把握し、医師、管理栄養士、

　　　看護師、介護支援裏門員その他の職種の者が共同して、入院
　　　患者ごとの摂食・嚥下機能及び食形態にも配慮した栄養ケア

　　　計画を作成していること。
　　ハ　入院患者ごとの栄養ケア計画に従い栄養管理を行っている
　　　とともに、入院患者の栄養状態を定期的に記録していること。

　　二　入院患者ごとの栄養ケア計画の進捗状況を定期的に評価し、

　　　必要に応じて当該計画を見直していること。
　　ホ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型

　　　医療施設であること。
（8）　経ロ移行加算　　　　　　　　　　　　　　　　　28単位
一珪1、別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型
　　　医療施設において、医師の指示に基づき、医師、管理栄養士、

　　　看護師、介護支援専門員その他の職種の者が共同して、理に
　　　経管により食事を摂取している入院患者ごとに経口移行計暫
　　　を作成している場合であって、当該計画に従い、医師の指示
　　　を受けた管理栄養士又は栄養士が、経口による食事の摂取を
　　　進めるための栄養管理を行った場合には、当該計画が作成さ
　　　れた日から起算して180日以内の期間に限り、1日につき所定

　　　単位数を加算する。
　　　2　管理栄養士又は栄養士が行う経ロ移行計画に基づく経口に
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　　よる食事の摂取を進めるための栄養管理が、当該計画が作成
　　　された日から起算して180日を超えた期間に行われた場合
　　であっても、経ロによる食事の摂取が一部可能な者であって、

　　医師の指示に基づき、継続して経ロによる食事の摂取を進め
　　るための栄養管理が必要とされるものに対しては、引き続き
　　当該加算を算定できるものとする。
（8）　経ロ維持加算

　（一）経ロ維持加算（1）　　　　　　　　　　　　　　　　28単位

　（二）経ロ維持加算（皿）　　　　　　　　　　　　　　　　5単位

注1　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型
　　医療施設において、医師の指示に基づき、医師、管理栄養士、

　　看護師、介護支援専既員その他の職種の者が共同して、摂食
　　機能障害窺有し、誤嚥が認められる入院患者ごとに入院患者
　　の摂食・嚥下機能に配慮した経口維持計画を作成している場
　　合であって、当該計画に従い、医師の指示を受けた管理栄養
　　士又は栄養士が、継続して経口による食事の摂取を進めるた
　　めの特別な管理を行った場合には、次に掲げる区分に応じ、
　　　当該計画が作成された日から起算して180日以内の期間に限
　　　り、1日につきそれぞれ所定単位数を加算する。ただし、こ

　　の場合において、経ロ移行加算を算定している場合は、算定
　　　しない。また、経ロ維持加算（1）を算定している場合は、経ロ

　　維持加算（H）は、算定しない。

　　　イ　経ロ維持加算（1）経ロにより食事を摂取する者であって、

　　　著暑い摂食機能障害を有し造影撮影又は内視鏡検査により
　　　誤嚥が認められるものを対象としていること。
　　　ロ　経ロ維持加算（皿）経口により食事を摂取する者であって、
　　　　　　　　　　　　　　えん
　　　摂食機能障害を有し誤嚥が認められるものを対象としてい
　　　　ること。

　　2　管理栄養士又は栄養士が行う経口維持計画に基づく経口に

　　　よる食事の摂取を進めるための特別な管理が当該計画が作成
　　　された日から起算して180日を超え森期間に行われた場合であ

　　　っても、摂食機能障害を有し、誤嚥が認め載れる入院患者で
　　　あって、医師の指示に基づき、継続して誤嚥防止のための食

　　事の摂取を進めるための特別な管理が必要とされるものに対
　　　しては、引き続き当該加算を算定できるものとする。

　　よる食事の摂取を進めるための栄養管理が、当該計画が作成

　　された日から起算して180日を超えた期間に行われた場合
　　であっても、経ロによる食事の摂取が一部可能な者であって、

　　医師の指示に基づき、継続して経ロによる食事の摂取を進め
　　るための栄養管理が必要とされるものに対しては、引き続き
　　当該加算を算定できるものとする。
（9）　経ロ維持加算

　（一）経ロ維持加算（1）　　　　　　　　　　　　　　　　28単位

　（二）経ロ維持加算（皿）　　　　　　　　　　　　　　　　　　5単位

注1　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型
　　医療施設において、医師の指示に基づき、医師、管理栄養士、

　　看護師、介護支援専既員その他の職種の者が共同して、摂食
　　機能障害窺有し、誤嚥が認められる入院患者ごとに入院患者
　　の摂食・嚥下機能に配慮した経口維持計画を作成している場
　　合であって、当該計画に従い、医師の指示を受けた管理栄養
　　士又は栄養士が、継続して経ロによる食事の摂取を進めるた
　　めの特別な管理を行った場合には、次に掲げる区分に応じ、

　　当該計画が作成された日から起算して180日以内の期間に限
　　　り、1日につきそれぞれ所定単位数を加算する。ただし、こ

　　の場合において、経ロ移行加算を算定している場合は、算定
　　　しない。また、経ロ維持加算（1）を算定している場合は、経口

　　維持加算（mは、算定しない。
　　イ　経ロ維持加算（1）経ロにより食事を摂取する者であって、

　　　著蕊い摂食機能障害を有し造影撮影又は内視鏡検査により
　　　誤嚥が認められるものを対象としていること。
　　　ロ　経ロ維持加算（皿）経口により食事を摂取する者であって、
　　　　　　　　　　　　　えん　　　摂食機能障害を有し誤嚥が認められるものを対象としてい
　　　　ること。

　　2　管理栄養士又は栄養士が行う経ロ維持計画に基づく経ロに
よる食事の摂取を進めるための特別な管理が当該計画が作成
された日から起算して180日を超え畜期間に行われた場合であ

っても、摂食機能障害を有し、誤嚥が認めゑれる入院患者で
あって、医師の指示に基づき、継続して誤嚥防止のための食
事の摂取を進めるための特別な管理が必要とされるものに対
しては、引き続き当該加算を算定できるものとする。
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（9）療養食加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23単位

一珪　次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知
　　事に届け出た指定介護療養型医療施設が、別に厚生労働大臣が

　　定める療養食を提供したときは、1日につき所定単位数を加算
　　する。ただし、この場合において、経口移行加算又は経口維持

　　加算を算定している場合は、算定しない。
　　イ　食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい

　　　ること。
　　ロ　入院患者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内

　　　容の食事の提供が行われていること。
　　ハ　食事の提供が、別に厚生労働大臣が定める基準に適合する

　　　指定介護療養型医療施設において行われていること。
（ゆ　在宅復帰支援機能加算　　　　　　　　　　　　　　10単位

一珪　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型医
　　療施設であって、次に掲げる基準のいずれにも適合している場

　　合にあっては、1日につき所定単位数を加算する。
　　イ　入院患者の家族との連絡調整を行うこと。
　　ロ　入院患者が利用を希望する指定居宅介護支援事業者に対し
　　　て、入院患者に係る居宅サービスに必要な情報の提供、退所
　　　後の居宅サービスの利用に関する調整を行っていること。

（11）特定診療費

一一�@患者に対して、精神科専門療法等のうち日常的に必要な医
　療行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行った場合に、別
　に厚生労働大臣が定める単位数に10円を乗じて得た額を算定す

　る。

（10）療養食加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23単位

’「差　次に掲げるいずれの基準にも適合するものとして都道府県知
　　事に届け出た指定介護療養型医療施設が、別に厚生労働大臣が

　　定める療養食を提供したときは、1日につき所定単位数を加算
　　する。ただし、この場合において、経口移行加算又は経ロ維持

　　加算を算定している場合は、算定しない。
　　イ　食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい

　　　ること。

皿　注

　　入院患者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内

　容の食事の提供が行われていること。
　　食事の提供が、別に厚生労働大臣が定める基準に適合する

　指定介護療養型医療施設において行われていること。

　在宅復帰支援機能加算　　　　　　　　　　　　　　　10単位

　別に厚生労働大臣が定める基準に適合する指定介護療養型医

ロ

ノ￥

　　療施設であって、次に掲げる基準のいずれにも適合している場

　　合にあっては、1日につき所定単位数を加算する。

　　イ　入院患者の家族との連絡調整を行うこと。
　　ロ　入院患者が利用を希望する指定居宅介護支援事業者に対し
　　　て、入院患者に係る居宅サービスに必要な情報の提供、退所
　　　後の居宅サービスの利用に関する調整を行っていること。

（12）特定診療費
一入院患者に対して、精神科専門療法等のうち日常的に必要な医
　療行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行った場合に、別
　に厚生労働大臣が定める単位数に10円を乗じて得た額を算定す

　る。
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⑧
。指定介護予防サービスに要する費用の額の算定に関する基準（平成＋八年厚生省告示第百二＋七号） @　　（変更点は下線部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改　正　後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロリ

。キ旨定介護事防サービスに署する費用の額の算定1こ関する基準（　8・難諺薦そ1需る費用の額の算定に関する基準（平成18

　　年厚生労働省告示第127万）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定介護予防サービス介護給付費単位数表
指定介護予防サービス介護給付費単イ立数表　　　　　9介護予防短期入所療養介護費
9介護予防短期入所療養介護費　　　　　（略）イ介護老人保健施設における介護予防短期入所療養介護費（略）
　　イ介護老人保健施設における介護予防短期入所療養介護費　　（1）．（2）（略）

　　　　（1）’（2）（略）　　　　　　注1～薯」用縦続して3。日を超えて指定介護予防短期入藤養

注藩撫繍諜雑食ll蕉羅灘熱欝欝榛観
　　　　　　設介護予防短期入所療養介護費は・算定しない・　　　（3）一（5）（略）

　　　　⑥～㈲　　（略）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　療養病床を有する病院における介護予噸期入所療養介言隻費

　　　・療養病床を有する病院における介護予防短期入所療養塗護費　ロ（1）病院療養病床介護予防短期入所療養介輯（1日につ荏）
　　　　（1）病院療養病床介護予防短期入所療養介護葦（1日につき）　　（．）病院療養病床介護予防短期入所療養介互隻費（1）鰍1想護6d
　　　　　（一）病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（1）介護4：1看護6：1　a病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（i）く耀室＞

　　　　　　・鯵類介護予防短期入所療養介護費（i）く従来型個謡　1、灘　　　
識

　　　　　　　ii要支援2　　　　　　　　　　　b病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（ii）く多床室〉
　　　　　　b　病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（li）く多床室＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　618単位

　　　　　　　i要支援1　　　　11難　 1、諜1　　　　772単位
　　　　　　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二）　病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（1）介護5：1看護611
　　　　　（二）病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（皿）介護5：1看護6：1　a病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（i）＜従鞭＞

　　　　　　・鯵難介護予防短期入所療養介護費（i）〈従来型個畿　1、雛　　　 1灘
　　　　　　　“　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（ii）く多鰹〉

　　　　　　bi病難床介護予防短期入所療養介言隻　床室〉騰　1、雛　　　 識
　　　　　　　　ii　要支援2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－1一



（三）病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（皿）介護6：1看護6：1

a　病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（i）く従来型健〉

　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　473単位
　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　591単位
　b　病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（ii）く多鰹＞

　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　557単位
　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　696単位

（2）ユニット型病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（1日に

　つき）

　（一）　ユニット型病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（D

　　a　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　　625単位
　　b　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　781単位
　（二）ユニット型病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（n）

　　a　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　　625単位
　　b　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　　781単位
注1　療養病床（医療法（昭和23年法律第205号）第7条第2項
　　第4号に規定する療養病床をいう。以下同じ。）を有する病院
　　である指定介護予防短期入所療養介護事業所であって、別に厚
　　生労働大臣が定める施設基準に適合し、かつ、別に厚生労働大

　　臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に関する基準を満たすも

　　のとして都道府県知事に届け出たものにおける当該届出に係る
　　病棟（療養病床に係るものに限る。）において、指定介護予防

　　短期入所療養介護を行った場合に、当該施設基準に掲げる区分

　　及び別に厚生労働大臣が定める基準に掲げる区分に従い、利用
　　者の要支援状態区分に応じて、それぞれ所定単位数を算定する。

　　ただし、当該夜勤を行う職員の勤務条件に関する基準を満たさ

　　ない場合は、所定単位数から25単位を控除して得た単位数を
　　算定する。なお、利用者の数又は医師、看護職員若しくは介護

　（三）　病院療養病床介護予防短期入所療養介護費⑪介護6：1看護6日

　　a　病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（i）く従来型醒＞

　　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　473単位
　　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　591単位
　　b　病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（ii）く多鰹＞

　　　i・要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　557単位
　　　ii　要支援2　　、　　　　　　　　　　　　　　696単位
（2）病院療養病床経過型介護予防短期入所療養介護費（1日につき）
（一）病院療養病床経過型介護予防短期入所療養介護費（1）〈従来型壁〉

a要支援1
b　要支援2

534単位
667単位

（コ病院療養病床経過型介護予防短期入所療養介護費（m〈多鰹〉

　　a要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　618単位
　　b　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　772単位
（3）ユニット型病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（1日に

　つき）

　（一）　ユニット型病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（D

　　a　要支援1　　　　　　　　　　．　　　　　　　625単位
　　b　要介護2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　781単位
　（二）ユニット型病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（狂）

　　a　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　625単位
　　b　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　781単位

注1　療養病床（医療法（昭和23年法律第205号）第7条第2項
　　第4号に規定する療養病床をいう。以下同じ。）を有する病院
　　である指定介護予防短期入所療養介護事業所であって、別に厚

　　生労働大臣が定める施設基準に適合し、かつ、別に厚生労働大

　　臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に関する基準を満たすも

　　のとして都道府県知事に届け出たものにおける当該届出に係る
　　病棟（療養病床に係るものに限る。）において、指定介護予防

　　短期入所療養介護を行った場合に、当該施設基準に掲げる区分

　　及び別に厚生労働大臣が定める基準に掲げる区分に従い、利用
　　者の要支援状態区分に応じて、それぞれ所定単位数を算定する。

　　ただし、当該夜勤を行う職員の勤務条件に関する基準を満たさ
　　ない場合は、所定単位数から25単位を控除して得た単位数を
　　算定する。なお、利用者の数又は医師、看護職員若しくは介護
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職員の員数が別に厚生労働大臣が定める基準に該当する場合は・

　別に厚生労働大臣が定めるところにより算定する。
2〔2）について、別に厚生労働大臣が定める基準を満たさ鯉場
合ぼ、1日につき所定単位数の1・・分の971こ相当する単位数

　を算定する。
3別に厚生労働大臣が定める施設基準に該当する指定介護予墜
短期入所療養介護事業所については・当該基準に掲lfる区分に
従い、1日につき次に掲げる単位数を所定単位数から減算するエ

　イ　病院療養病床療養環境減算（n　　　　　　　　　　25単位
　ロ　病院療養病床療養環境減算（皿）　　　　　　　　　85単位

　ハ　病院療養病床療養環境減算価　　　　　　　　　115単位
4医師の配置について、医療法施行規則（昭和23年厚生省令
　第50号）第49条の規定が適用されている病院については、1

　日につき12単位を所定単位数から減算する。
5　別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に璽す
　る基準を満たすものとして都道府県知事に届け出た指定介護予
　防短期入所療養介護事業所については、当該基準に掲げる区分
　に従い、1日につき次に掲げる単位数を所定単位数に加算する。
　イ　夜間勤務等看護（1）　　　　　　　　　　　　　　23単位
　口　夜間勤務等看護（皿）　　　　　　　　　　　　　　14単位

　ハ　夜間勤務等看護（皿）　　　　　　　　　　　　　　7単位

6　利用者の心身の状態、家族等の事情等からみて送迎を行ユこ
　とが必要と認められる利用者に対して、その居宅と指定介護予
　防短期入所療養介護事業所との間の送迎を行う場合は、片道に

　つき184単位を所定単位数に加算する。
7　次のいずれかに該当する者に対して、病院療養病床介護予防
　短期入所療養介護費（1）、病院療養病床介護予防短悶入所療養介
　護費（皿）又は病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（皿）を支

　給する場合は、それぞれ、病院療養病床介護予防短期入所療養
　介護費（1）の病院療養病床介護予防短期入所療養介護費qi）、病

　院療養病床介護予防短期入所療養介護費（n）の病院療養病床介護

辮騰熱離離翻雲叢欝欝
を算定する。

職員の員数が別に厚生労働大臣が定める基準に該当する場合は、

別に厚生労働大臣が定めるところにより算定する。

2旦について、別に厚生労働大臣が定める基準を1茜たさ鰍場
合は、1日につき所定単位数の10・分の971こ相当する単位数

　を算定する。
3別に厚生労働大臣が定める施設基準に該当する指定介護予堕
短期入所療養介護事業所については・当該基準に掲1鹸区分に
従い、1日につき次に掲げる単位数を所定単位数から減算するエ
　イ　病院療養病床療養環境減算（1）　　　　　　　　　25単位
　ロ　病院療養病床療養環境減算（皿）　　　　　　　　　85単位

　ハ　病院療養病床療養環境減算⑪　　　　　　　　　　115単位

4　医師の配置について、医療法施行規則（昭和23年厚生省令
　第50号）第49条の規定が適用されている病院については、1

　日につき12単位を所定単位数から減算する。
5　別に厚生労働大臣が定める夜勤を行う職員の勤務条件に璽す
る基準を満たすものとして都道府県知事に届け出た指定介護予
　防短期入所療養介護事業所については、当該基準に掲げる区分
に従い、旧につき次に掲げる単位数を所定単位数に加算するエ

　イ　夜間勤務等看護（D　　　　　　　　　　　　　　23単位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14単1立　ロ　夜間勤務等看護①
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7単位　ハ　夜間勤務等看護⑪　　　　　　　　　　　　　　　　　一
6　利用者の心身の状態、家族等の事情等からみて送迎を行2こ
　とが必要と認められる利用者に対して、その居宅と指定介護予
　防短期入所療養介護事業所との間の送迎を行う場合は、片道に

　つき184単位を所定単位数に加算する。
7　次のいずれかに該当する者に対して、病院療養病床介護予防
　短期入所療養介護費（D、病院療養病床介護予防短期入所療養介
　護費（n）若しくは病院療養病床介護予防短期入所撃介護費（皿）

謙響難護駿欝霧蓬辮雛
費（1）の病院療養病床介護予防短期入所療養介護費（ii）廼院療

養病床介護予防短期入所療養介護費（皿）の病院療養病床儘予防

難難灘驚購鞭難
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　イ　感染症等により、従来型個室の利用の必要があると医師が

　　判断した者
　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合している従来型個室

　　を利用する者
　ハ　著しい精神症状等により、同室の他の利用者の心身の状況
　　に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個室の利

　　用の必要があると医師が判断した者
8　指定施設サービス等介護給付費単位数表の規定により、注1
　及び注5の規定による届出に相当する介護療養施設サービスに
　係る届出があったときは、注1及び注5の規定による届出があ
　　つたものとみなす。

　9　利用者が連続して30日を超えて指定介護予防短期入所療養
　介護を受けている場合においては、30日を超える日以降に受け
　た指定介護予防短期入所療養介護については」病院療養病床介

　護予防短期入所療養介護費は、算定しない。
（3）　栄養管理体制加算

　（一）　管理栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　12単位

　（二）　栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　　　10単位

注1　（一）については、次に掲げるいずれの基準にも適合している

　　　ものとして都道府県知事に届け出た指定介護予防短期入所療
　　　養介護事業所について、1日につき所定単位数を加算する。

　　　イ　管理栄養士を1名以上配置していること。
　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合している指定介護
　　　　予防短期入所療養介護事業所であること。

　　2　（二）については、次に掲げるいずれの基準にも適合している

　　　ものとして都道府県知事に届け出た指定介護予防短期入所療

　　　養介護事業所について、1日につき所定単位数を加算する。
　　　ただし、この場合において、管理栄養士配置加算を算定して

　　　いる場合は、算定しない。

　　　イ　栄養士を1名以上配置していること。

　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合している指定介護

　　　　予防短期入所療養介護事業所であること。
（4）　療養食加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23単位

　注　次に掲げるいずれの基準にも適合しているものとして都道府

する。

イ　感染症等により、従来型個室の利用の必要があると医師が

　判断した者
　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合している従来型個室

　　を利用する者
ハ　著しい精神症状等により、同室の他の利用者の心身の状況

　　に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個室の利

　　用の必要があると医師が判断した者

　及び注5の規定による届出に相当する介護療養施設サービスに
係る届出があったときは、注1及び注5の規定による届出があ
　つたものとみなす。．

　介護を受けている場合においては、30日を超える日以降に受け
　た指定介護予防短期入所療養介護については、療養病床を有す

　る病院における介護予防短期入所療養介護費は、算定しない。

8　指定施設サービス等介護給付費単位数表の規定により、注1

9　利用者が連続して30日を超えて指定介護予防短期入所療養

（4）　栄養管理体制加算

　（一）　管理栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　12単位

　（二）　栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　　　10単位
注1　（一）については、次に掲げるいずれの基準にも適合している

　　　ものとして都道府県知事に届け出た指定介護予防短期入所療

　　養介護事業所について、1日につき所定単位数を加算する。
　　　イ　管理栄養士を1名以上配置していること。
　　　口　別に厚生労働大臣が定める基準に適合している指定介護

　　　予防短期入所療養介護事業所であること。
　　2　（二）については、次に掲げるいずれの基準にも適合してし、る

　　　ものとして都道府県知事に届け出た指定介護予防短期入所療
　　　養介護事業所について、1日につき所定単位数を加算する。
　　　ただし、この場合において、管理栄養士配置加算を算定して

　　　いる場合は、算定しない。

　　　イ　栄養士を1名以上配置していること。
　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合している揖定介護

　　　　予防短期入所療養介護事業所であること。
（5）　療養食加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23単位

　注　次に掲げるいずれの基準にも適合しているものとして都道府
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　　県知事に届け出て当該基準による食事の提供を行う指定介護予
　　防短期入所療養介護事業所が、別1こ厚生労働大臣が定める療養

　　食を提供したときは、1日につき所定単位数を加算する。
　　イ　食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい

　　　ることロ
　　。利用者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内容

　　　の食事の提供が行われていること。
　　ハ　食事の提供が、別，に厚生労働大臣が定める基準に連合して
　　　　いる指定介護予防短期入所療養介護事業所において行われて

　　　　し、ること。

　（5）　特定診療費
一利用者に対して、指導管理、リハビリテーション等のうち畔
　　的に必要な医療行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行3
　　た場合に、別に厚生労働大臣が定める単位数に10円を乗じて得

　　た額を算定する。

ハ　療養病床を有する診療所における介護予防短期入所療養介護費

　（1）・（2）　（略）

　注1～6　　（略）
　　7禾，1用者が連続し七3・日を超えて指定介護予防短期入所療養

　　　介護を受けている場合においては、30日を超える日以降に受け
　　　た指定介護予防短期入所療養介護については、診療所療養病床

　　　介護予防短期入所療養介護費は、算定しない。

　（3）～⑥　　（略）

二　老人性認知症疾患療養病棟を有する病院における介護予防短期入

　所療養介護費
　（1）　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（1日につき）
　　（一）認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（1）く大学病院等〉

　　　a　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（1）く従来型醒〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　833単位
　　　　　i　要支援1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　993単位
　　　　“　要支援2
　　　b　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費qi）く多鰹〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　944単位
　　　　　i　要支援1
　　　　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　1，098単位

　県知事に届け出て当該基準による食事の主是供を行う指定介護予

　防短期入所療養介護事業所が、別に厚生労働大臣が定める療養

　食を提供したときは、1日につき所定単位数を加算する。
　　イ　食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい

　　　ること。
　　ロ　利用者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内容

　　　の食事の提供が行われていること。
　　ハ　食事の提供が、別に厚生労働大臣が定める基準に運合して
　　　いる指定介護予防短期入所療養介護事業所において行われて

　　　し、ること。

（6）　特定診療費
一利用者に対して、指導管理、リハビリテーション等のうち旦常

的に必要な医療行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行3
た場合に、別に厚生労働大臣が定める単位数1こ10円を乗じて得

　た額を算定する。

ハ　療養病床を有する診療所における介護予防短期入所療養介護費

　（1）・（2）　（略）

　注1～6　　（略）
　　7　利用者が連続して30日を超えて指定介護予防短期入所蜜養
　　　介護を受けている場合においては、30日を超える日以降に受け
　　　た指定介護予防短期入所療養介護については、療養病床を有す

る診療所における介護予防短期入所療養介護費は、算定しない。

　（3）～（5）　（略）

二　老人性認知症疾患療養病棟を有する病院における介護予防短期入

　所療養介護費
　（1）　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（1日につき）
　　（一）認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（1）く大学轍等＞

　　　a　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（i）く蘇型醒＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　833単位
　　　　i　要支援1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　993単位　　　　“　要支援2
　　　b　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（li）く多床室〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　944単イ立
　　　　i　要支援1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，098単位
　　　　“　要支援2
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（二）　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（K）＜搬病院＞

a認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（のく従来型醒〉

　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　766単位
　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　934単位
　b　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（iDく多床室〉

　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　850単位
　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　1，039単位
（三）認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（皿）く搬病院〉

　a　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（i）〈従来型個室〉

　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　743単位
　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　go6単位
　b　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（ii）〈多床室＞

　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　　827単位
　　ii　要支援2　　　’　　　　　　　　　　　　1，011単位
（四）　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（N）く畷病院〉

　a認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（i）〈従来型個室〉

　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　　730単位
　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　8go単位
　b　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（ii）＜多床室〉

　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　814単位
　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　995単位
（五）　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（V）〈一般病院〉

　a認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（i）〈従来型健〉

　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　668単位
　　ii．要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　828単位
　b　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（ii）〈多床室＞

　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　　779単位

　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　933単位

　（二）　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（mく畷病院＞

　a認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（i）〈従来型腱＞

　　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　766単位
　　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　934単位
　b　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（ii）く多床室＞

　　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　　850単位

　　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　1，039単位
　（三）認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（皿）く搬病院〉

　a　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（i）く従来型醒〉

　　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　743単位
　　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　go6単位
　b　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（ii）〈多床室〉

　　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　827単位
　　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　1，011単位
　（四）　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（W）く畷病院〉

　a認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費q）く従経箇室＞

　　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　730単位
　　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　8go単位
　b　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（ii）〈多床室〉

　　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　814単位
　　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　995単位
　（五）　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（V）〈一般病院〉

　a認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（i）く従来型醒〉

　　　i．要支援1　　　　．　　　　　　　　　　　　　668単位

　　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　828単位
　　b　認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（ii）く多床室＞

　　　i　要支援1　　　　　　　　　　　　　　　　　779単位
　　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　933単位
（2）認知症疾患型経過型介護予防短期入所療養介護費（1日につき）

（一）　認知症疾患型経過型介護予防短期入所療養介護費（1）く従来型醒＞

a要支援1
b　要支援2

570単位
730単位

（二）　認知症疾患型経過型介護予防短期入所療養介護費（皿）く多鰹〉

a要支援1
b　要支援2

654単位
835単位
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（2）ユニット型認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（1日に

一ろき）

　（一）　ユニット型認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（n

　　a　ユニット型認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（i）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　946単位
　　　i　要支援1
　　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　1，101単位

　　b　ユニット型認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　946単1立
　　　i　要支援1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，101単位
　　　“　要支援2
　（二）　ユニット型認知症疾患型介護予防短期入所療養介瑳費（皿）

　　a　ユニット型認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（i）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　857単位
　　　　i　要支援1
　　　ii　要支援2　　　　　　　　　　　　　　　　　11048単位
　　b　ユニット型認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　857単位
　　　　i　要支援1
　　　　ii要支援2　　　　　　　1，048単位
注1　老人性認知症疾患療養病棟（指定介護予防サービス基準第⊇87

　　条第1項第4号に規定する老人性認知症疾患療養病棟をいっ。

繍謡鷺，羅豊灘難懲鯉
　　　しているものとして都道府県知事に届け出たものにおけ堂当該

　　届出に係る老人性認知症疾患療養病キ東に麹て・指定介護予防
　　　短期入所療養介護を行った場合に、当言亥施設基準に掲げる区分

　　　及び別に厚生労働大臣が定める基準に掲げる区分に従い、利用
　　　者の要支援状態区分に応じて、それぞれ所定単位数を算定する。

　　　ただし、利用者の数又は医師、看護職員若しくは介護職員の員

　　　数が別に厚生労働大臣が定める基準に該当する場合は・別に厚

　　　生労働大臣が定めるところにより算定する。
　　2（2）について、別に厚生労働大臣が定める基準を満たさな臓
　　　合ぽ1日につき所定単位数の1・・分の97に相当する単位数

　　　を算定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　3　利用者の心身の状態、家族等の事情等からみて送迎を行三こ
　　　とが必要と認められる利用者に対して・その居宅と指定介護i
　　　防短期入所療養介護事業所との間の送迎を行う場合は・片道に

　　　つき184単位を所定単位数に加算する。

（3）ユニット型認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（1日につ

一き）

　（一）　ユニット型認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（1）

　　a　ユニット型認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（i）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　946単イ立
　　　i　要支援1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，101単位
　　　“　要支援2
　　b　ユニット型認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（ii）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　946単イ立
　　　i　要支援1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，101単位
　　　“　要支援2
　（コ　ユニット型認知症疾患型介護予防短期入所療養介垂費（E）

　　a　ユニット型認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　857単1立
　　　i　要支援1
　　　ii　要支援2　　　　　　　　・　　　　　　　1，048単位
　　b　ユニット型認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（ii）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　857単位
　　　　i　要支援1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，048単位
　　　“　要支援2
注1　老人性認知症疾患療養病棟（指定介護予防サービス基準第189
　　条に規定する老人性認知症疾患療養病棟をいう。．以下同じ。）

　　を有する病院である指定介護予防短期入所療養介護事業所であ
　　って、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適貧しているもの
　　　として都道府県知事に届け出たものにおける当該届出に係る老

　　人性認知症疾患療養病棟において、指定介護予防短期入藤養
　　介護を行った場合に、当該施設基準に掲げる区分及び別に厚生
　　労働大臣が定める基準に掲げる区分に従い・利用者の要支援状
　　　態区分に応じて、それぞれ所定単位数を算定する誰だし・．利
　　　用者の数又は医師、看護職員若しくは介護職員の員数が別に厚

　　　生労働大臣が定める基準に該当する場合は・別に厚生労働大臣

　　　が定めるところにより算定する。
　　2（3）について、別に厚生労働大臣が定める基準を満たさ禦場
　　　合ぽ1日につき所定単位数の1・・分の97に相当する単位数

　　　を算定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　3　利用者の心身の状態、家族等の事情等からみて送迎を行っこ
　　　とが必要と認められる利用者に対して・その居宅と指定介誕
　　　防短期入所療養介護事業所との間の送迎を行う場合は・片道に

　　　つき184単位を所定単位数に加算する。
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4　次のいずれかに該当する者に対して、認知症疾患型介護予防
　短期入所療養介護費（D、認知症疾患型介護予防短期入所療養介
　護費（皿）、認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（皿）、認知

　症疾患型介護予防短期入所療養介護費（m又は認知症疾患型介護
　予防短期入所療養介護費（V）を支給する場合は、それぞれ、認知

　症疾患型介護予防短期入所療養介護費（Dの認知症疾患型介護予
　防短期入所療養介護費（ii）、認知症疾患型介護予防短期入所療養

　介護費（mの認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（ii）、認

　知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（皿）の認知症疾患型介護

　予防短期入所療養介護費（ii）、認知症疾患型介護予防短期入所療

　養介護費㈹の認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（ii）エ

　は認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（V）の認知症疾患型

介護予防短期入所療養介護費（ii）を算定する。

　イ　感染症等により、従来型個室の利用の必要があると医師が

　　判断した者

　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合している従来型個室

　　を利用する者
　ハ　著しい精神症状等により、同室の他の利用者の心身の状況
　　に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個室の利

　　用の必要があると医師が判断した者

5　指定施設サービス等介護給付費単位数表の規定により、注1
　の規定による届出に相当する介護療養施設サービスに係る届出
　があったときは、注1の規定による届出があったものとみなす。

6　利用者が連続して30日を超えて指定介護予防短期入所療養
　介護を受けている場合においては、30日を超える日以降に受け

　た指定介護予防短期入所療養介護については、認知症疾患型介

護一護．置は、算定しない。

（3）　栄養管理体制加算

　（一）　管理栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　12単位

　（コ　　栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　　　10単位

注1　（一）については、次に掲げるいずれの基準にも適合している

　　　ものとして都道府県知事に届け出た指定介護予防短期入所療
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4　次のいずれかに該当する者に対して、認知症疾患型介護予防
　短期入所療養介護費q）、認知症疾患型介護予防短期入所療養介
　護費（皿）、認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（皿）、認知

　症疾患型介護予防短期入所療養介護費（N）若しくは認知症疾患型

　介護予防短期入所療養介護費（V）又は認知症疾患型経過型介護予

防短期入所療養介護費を支給する場合は、それぞれ、認知症疾
患型介護予防短期入所療養介護費（1）の認知症疾患型介護予防短

期入所療養介護費（ii）、認知症疾患型介護予防短期入所療養介護．

費（皿）の認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（ii）、認知症

疾患型介護予防短期入所療養介護費（皿）の認知症疾患型介護予防

短期入所療養介護費（ii）、認知症疾患型介護予防短期入所療養介

護費（N）の認知症疾患型介護予防短期入所療養介護費（ii）若しく

は認知症疾患型介護予防短期入所療養介言費（V）の認知症疾患型

介護予防短期入所療養介護費（iD又は認知症疾患型経過型介護予
防短期入所療養介護費（皿）を算定する。

　イ　感染症等により、従来型個室の利用の必要があると医師が

　判断した者
　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合している従来型個室

　　を利用する者

ハ　著しい精神症状等により、同室の他の利用者の心身の状況
　　に重大な影響を及ぼすおそれがあるとして、従来型個室の利

　　用の必要があると医師が判断した者

　の規定による届出に相当する介護療養施設サービスに係る届出
があったときは、注1の規定による届出があったものとみなす。

介護を受けている場合においては、30日を超える’日以降に受け

　た指定介護予防短期入所療養介護については、老人性認知症疾
　患療養病棟を有する病院における介護予防短期入所療養介護費

5　指定施設サービス等介護給付費単位数表の規定により、注1

6　利用者が連続して30日を超えて指定介護予防短期入所療養

　は、算定しない。
（4）　栄養管理体制加算

　（一）　管理栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　12単位

　（二）　栄養士配置加算　　　　　　　　　　　　　　　　10単位

注1　（一）については、次に掲げるいずれの基準にも適合している

　　　ものとして都道府県知事に届け出た指定介護予防短期入所療



　　　養介護事業所について、1日につき所定単位数を加算する。

　　　イ　管理栄養士を1名以上配置していること。
　　　口　別に厚生労働大臣が定める基準に適合している指定介護

　　　　予防短期入所療養介護事業所であること。
　　2　⇔については、次に掲げるいずれの基準にも適合している
　　　ものとして都道府県知事に届け出た指定介護予防短期入所療
　　　養介護事業所について、1日につき所定単位数を加算する。
　　　ただし、この場合において、管理栄養士配置加算を算定して

　　　いる場合は、算定しない。
　　　イ　栄養士を1名以上配置していること。
　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合している指定介護

　　　　予防短期入所療養介護事業所であること。
　（4）療養食加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23単位
一…主　次に掲げるいずれの基準にも適合しているものとして都道府

　　県知事に届け出て当該基準による食事の提供を行う指定介護予
　　防短期入所療養介護事業所が、別に厚生労働大臣が定める療養

　　食を提供したときは、1日につき所定単位数を加算する。
　　イ　食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい

　　　　ること。
　　　ロ　利用者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内容

　　　　の食事の提供が行われていること。
　　　ハ　食事の提供が、別に厚生労働大臣が定める基準に適合して
　　　　いる指定介護予防短期入所療養介護事業所において行われて

　　　　し、ること。

　（5）　特定診療費
　一利用者に対して、精神科専門療法等のうち日常的に必要な医療
　　行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行った場合に、別に

　　厚生労働大臣が定める単位数に10円を乗じて得た額を算定する。

ホ　基準適合診療所における介護予防短期入所療養介護費　　　（略）

　（1）・（2）　（略）

　注1～3　　（略）
　　4　利用者が連続して30日を超えて指定介護予防短期入所療養
　　　介護を受けている場合においては、30日を超える日以降に受け
　　　た指定介護予防短期入所療養介護については、基準適合診療所

　　　養介護事業所について、1日につき所定単位数を加算する。

　　　イ　管理栄養士を1名以上配置していること。
　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合している指定介護

　　　　予防短期入所療養介護事業所であること。
　　2　（二）については、次に掲げるいずれの基準にも適合している

　　　ものとして都道府県知事に届け出た指定介護予防短期入所療

　　　養介護事業所について、1日につき所定単位数を加算する。
　　　ただし、この場合において、管理栄養士配置加算を算定して

　　　いる場合は、算定しない。
　　　イ　栄養士を1名以上配置していること。
　　　ロ　別に厚生労働大臣が定める基準に適合している指定介護

　　　　予防短期入所療養介護事業所であること。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23単位　（5）療養食加算
一珪　次に掲げるいずれの基準にも適合しているものとして都導府

　　県知事に届け出て当該基準による食事の提供を行う指定介護予
　　防短期入所療養介護事業所が、別に厚生労働大臣が定める療養

　　食を提供したときは、1日につき所定単位数を加算する。
　　イ　食事の提供が管理栄養士又は栄養士によって管理されてい

　　　ること。
　　　ロ　利用者の年齢、心身の状況によって適切な栄養量及び内容

　　　の食事の提供が行われていること。
　　ハ　食事の提供が、別に厚生労働大臣が定める基準に適合して
　　　　いる指定介護予防短期入所療養介護事業所において行われて

　　　　し、ること。

　（6）　特定診療費
　一利用者に対して、精神科専門療法等のうち日常的に必要な医療
　　行為として別に厚生労働大臣が定めるものを行った場合に、別に

　　厚生労働大臣が定める単位数に10円を乗じて得た額を算定する。

ホ　基準適合診療所における介護予防短期入所療養介護費　　　（略）

　q）・（2）　（略）

　注1～3　　（略）
　　4　利用者が連続して30日を超えて指定介護予防短期入所塞養
　　　介護を受けている場合においては、30日を超える日以降に受け
　　　た指定介護予防短期入所療養介護については、基準適合診療所
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一葦置は、算定しない。
（3）・（4）　（略）

における介護予防短期入所療養介護費は、算定しない。
（3）・（4）　（略）
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⑨
○

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
等
（
平
成
＋
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
±
二
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

ゆ目u

十
五
　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
イ
U

か
畠
ま
で
の
注
2
・
品
か
畠
ま
で
の
注
2
、
ハ
ω
か
ら
蟹
で
の
注
2
及
び

　
二
ω
か
ら
㈲
ま
で
の
注
2
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
利
用
者

　
　
　
（
略
）

十
六
　
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
イ
修

の
注
・
副
の
注
・
ハ
㈲
の
注
、
副
の
注
及
び
ホ
㈲
の
注
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定

　
め
る
療
養
食

　
　
　
（
略
）

＋
七
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
イ
6

　
の
注
・
副
の
注
、
ハ
㈲
の
注
及
び
司
の
注
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

　
　
　
（
略
）

三
＋
八
指
定
施
設
マ
ビ
ス
等
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス

の
イ
ω
か
ら
蟹
で
の
粍
、
品
及
茜
の
注
7
並
び
に
6
か
ら
製
で
の
注

　
6
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

　
　
　
（
略
）

三
十
九

指
定
施
設
マ
ビ
ス
等
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス

圭
指
定
居
宅
マ
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
短
期
入
所
療
養
介
嚢
の
ざ

か
ら
蟹
で
の
注
2
・
品
か
ら
蟹
で
の
注
2
、
ハ
ω
か
ら
蟹
で
の
注
2
及
び

　
二
ω
か
ら
㈹
ま
で
の
注
2
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
利
用
者

　
　
（
略
）

＋
六
指
定
居
宅
マ
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
6

の
注
・
副
の
注
・
ハ
㈲
の
注
、
副
の
注
及
び
ホ
㈲
の
注
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定

　
め
る
療
養
食

　
　
　
（
略
）

＋
七
指
定
居
宅
マ
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
短
期
入
所
嚢
介
護
費
の
語

　
の
注
・
副
の
注
・
⑥
の
注
及
び
副
の
注
の
厚
生
労
働
大
粟
定
め
る
者

　
　
　
（
略
）

三
＋
八
指
定
施
撃
－
ビ
ス
等
介
藷
付
費
単
位
数
表
の
介
媛
養
施
設
マ
ビ
ス

の
イ
ω
及
茜
の
注
9
・
品
及
茜
の
注
7
並
び
に
劉
の
注
6
の
厚
生

　
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

　
　
（
略
）

三
十
九

指
定
施
設
マ
ビ
ス
等
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス



、

　
の
副
の
注
、
ロ
⑨
の
注
及
び
耐
の
注
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
療
養
食

　
　
（
略
）

五
十
　
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養

　
介
護
費
の
イ
四
の
注
、
副
の
注
、
ハ
㈲
の
注
、
二
㈲
の
注
及
び
ホ
ゆ
の
注
の
厚
生

　
労
働
大
臣
が
定
め
る
療
養
食

　
　
（
略
）

　
の
副
の
注
、
ロ
⑨
の
注
及
び
司
の
注
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
療
養
食

　
　
（
略
）

五
十
　
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養

　
介
護
費
の
イ
⑥
の
注
、
団
団
の
注
、
ハ
⑥
の
注
、
司
の
注
及
び
ホ
ゆ
の
注
の
厚
生

　
労
働
大
臣
が
定
め
る
療
養
食

　
　
（
略
）



。⑩

悼

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
（
平
成
＋
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
士
ハ
号
）

改

正

後

八
　
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
イ
　
ハ
　
ハ
　

二
病
院
嚢
病
床
短
期
入
所
療
養
介
嚢
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介

　
　
護
の
施
設
基
準

　
　
D
　
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療

　
　
（

　
　
　
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
　
↓
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
（
医
甕
施
行
規
則
（
昭
和
二
＋
一
二
年
厚
生
省

　
　
　
（
令
第
五
＋
号
）
第
五
＋
二
甜
規
定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
を
除
く
．
）
で

　
　
　
　
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
⇒
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
を
行
う
療
養
病
床
に
係
る
病
棟
（
以
下
「
療
養

　
　
　
（
病
棟
」
と
い
う
・
）
に
お
け
る
看
護
職
員
の
数
（
当
該
嚢
病
棟
を
有
す
る

　
　
　
　
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
嚢
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定

　
　
　
　
　
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
嚢
病
棟
の

　
　
　
　
　
看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
嚢
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
（
指
定
居
宅
マ
ビ

　
　
　
　
　
ス
基
準
第
百
五
＋
五
条
の
＋
四
境
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
を
い
う
．
以
下

　
　
　
　
　
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
・
）
以
外
の
雰
に
係
る
看
護
職
員
の
数
）
が
、
常

　
　
　
　
　
勤
換
算
方
法
で
・
当
該
嚢
病
棟
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
嚢
介
護
の
利

　
　
　
　
　
用
者
の
数
及
び
入
院
患
者
の
数
の
合
計
数
が
6
又
は
そ
の
端
数
を
睾
こ
と

　
　
　
　
　
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

改

正

後

八
　
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
イ
　
ハ
　
　
　

二
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介

　
　
護
の
施
設
基
準

　　

ﾖ
病
院
嚢
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
酷
を
算
定
す
．
へ
き
指
定
短
期
入
所
療

　
　
　
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
　
↓
療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ

　
　
　
（
る
こ
と
・

⊃
指
定
短
要
所
療
養
介
護
を
行
う
療
養
病
床
に
係
る
病
棟
（
以
下
「
療
養

（
病
棟
」
と
い
う
・
）
に
お
け
る
看
護
職
員
の
数
（
当
該
療
養
病
棟
を
有
す
る

病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
嚢
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定

短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
嚢
病
床
の

看
護
職
員
の
数
及
び
当
該
療
養
病
床
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
（
指
定
居
宅
マ
ビ

ス
基
準
第
百
辛
五
条
の
＋
四
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
を
い
う
．
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
・
）
以
外
の
部
分
に
係
る
看
護
職
員
の
数
）
が
、
常

勤
換
算
方
法
で
・
当
藤
養
病
棟
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
療
葬
護
の
利

用
者
の
数
及
び
入
院
患
者
の
数
の
合
計
数
が
6
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
、
．
」
と

　
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
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ホ1

日
～
国
　
　
（
略
）

丙
　
当
該
療
養
病
棟
の
病
室
が
医
療
法
施
行
規
則
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の

　
　
二
、
第
三
号
イ
及
び
第
十
一
号
イ
に
規
定
す
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
で
あ

　
　
る
こ
と
。

㈲
・
伽
　
　
（
略
）

⑭
・
⑥
　
（
略
）

病
院
療
養
病
床
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所

療
養
介
護
の
施
設
基
準

（1）

療
養
病
床
を
有
す
る
病
院
（
医
療
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
病
院
に
限
る
。

こ
と
。

）
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る

（2）1

当
該
療
養
病
棟
に
お
け
る
看
護
職
員
の
数
（
当
該
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院

で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入

所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
療
養
病
棟
の
看
護
職
員

の
数
及
び
当
該
療
養
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
看
護
職
員
の

数
）
が
、

常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
療
養
病
棟
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
療
養

介
護
の
利
用
者
の
数
及
び
入
院
患
者
の
数
の
合
計
数
が
八
又
は
そ
の
端
数
を
増

（3）1

す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

当
該
療
養
病
棟
に
お
け
る
介
護
職
員
の
数
（
当
該
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院

で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入

所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
療
養
病
棟
の
介
護
職
員

の
数
及
び
当
該
療
養
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
介
護
職
員
の

日
～
田
　
　
（
略
）

因
　
当
該
療
養
病
棟
の
病
室
が
医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
士
二
年
厚
生
省
令

　
　
第
五
十
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
二
、
第
三
号
イ
及
び
第
十
一
号
イ

　
　
に
規
定
す
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

㈹
・
囚
　
（
略
）

⑭
・
⑥
　
（
略
）
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数
）
が
・
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
療
養
病
棟
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
療
養

介
護
の
利
用
者
の
数
及
び
入
院
患
者
の
数
の
合
計
数
が
四
又
は
そ
の
端
数
を
増

　
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

朔
通
所
介
護
費
等
の
算
定
方
法
第
四
号
・
②
に
規
定
す
る
基
準
に
該
当
し
て
い

（

ヤ
　
な
い
こ
と
　

訓
当
該
療
養
病
棟
の
病
室
が
医
療
法
施
行
規
則
第
士
ハ
条
第
蚕
第
一
一
号
の
二

（

・
第
三
号
イ
及
び
第
士
号
イ
（
同
令
第
五
士
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

場

ア
」

ア
」
亥
ノ

あ
る
こ
と
。

釧
二
贔
、
㈹
及
び
㈹
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
．

N
　
（
略
）

H
特
定
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療

　
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
二
ω
か
ら
蟹
で
、
ホ
又
は
へ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
．

引
診
療
所
嚢
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養

　
介
護
の
施
設
基
準

　
ω
　
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

（2）

診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
優
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所

一
（
隻
　
　
　
几

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
ラ

　
　
D
　
、
　
　
　
寺
　
　
ア
」
亥

。

（二）（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

当
該
療
養
病
室
に
お
け
る
看
護
職
員
又
は
介
護
職
員
の
数
（
当
該
療
養
病

室
を
有
す
る
診
療
所
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、

一
部
ユ

対
　
　
（
略
）

ぺ
特
定
病
院
嚢
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療

　
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
二
ω
か
ら
蟹
で
又
は
ホ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
．

H
診
療
所
嚢
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養

　
介
護
の
施
設
基
準

　
ω
　
（
略
）

②
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
島
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所

　
　
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
　
ω
H
、
嬰
苗
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
．
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ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
療
養
病
室
の
看
護
職
員
又
は
介
護
職
員
の
数
及
び
当
該
療
養
病
室
の
ユ
ニ

ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
看
護
職
員
又
は
介
護
職
員
の
数
）

が
、
常
勤

換
算
方
法
で
、
当
該
療
養
病
室
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
利
用

者
の
数
及
び
入
院
患
者
の
数
の
合
計
数
が
三
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に

　
　
　
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

男
　
ユ
ニ
ッ
ト
型
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短

　
期
入
所
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
ω
　
チ
ω
↑
、
個
及
び
伍
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　
⑭
　
当
該
療
養
病
室
に
お
け
る
看
護
職
員
の
数
（
当
該
療
養
病
室
を
有
す
る
診
療

　
　
所
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期

　
　
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
療
養
病
室
の
看
護
職

　
　
員
の
数
及
び
当
該
療
養
病
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
看
護
職
員
の
数
）
が
、

　
　
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
療
養
病
室
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
利

　
　
用
者
の
数
及
び
入
院
患
者
の
数
の
合
計
数
が
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に

　
　
　
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
⑥
　
当
該
療
養
病
室
に
お
け
る
介
護
職
員
の
数
（
当
該
療
養
病
室
を
有
す
る
診
療

　
　
所
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期

　
　
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
ば
、
当
該
療
養
病
室
の
介
護
職

　
　
員
の
数
及
び
当
該
療
養
病
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
介
護
職
員
の
数
）
が
、

　
　
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
療
養
病
室
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
利

　
　
用
者
の
数
及
び
入
院
患
者
の
数
の
合
計
数
が
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に

　
　
　
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

列
　
ユ
ニ
ッ
ト
型
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短

　
期
入
所
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
ω
　
ト
ω
↑
、
個
及
び
伍
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　
⑭
　
当
該
療
養
病
室
に
お
け
る
看
護
職
員
の
数
（
当
該
療
養
病
室
を
有
す
る
診
療

　
　
所
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期

　
　
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
療
養
病
室
の
看
護
職

　
　
員
の
数
及
び
当
該
療
養
病
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
看
護
職
員
の
数
）
が
、

　
　
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
療
養
病
室
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
利

　
　
用
者
の
数
及
び
入
院
患
者
の
数
の
合
計
数
が
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
．
ア
」
と
に

　
　
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

　
⑥
　
当
該
療
養
病
室
に
お
け
る
介
護
職
員
の
数
（
当
該
療
養
病
室
を
有
す
る
診
療

　
　
所
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期

　
　
人
斬
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
療
養
病
室
の
介
護
職

　
　
員
の
敷
及
び
当
該
療
養
病
室
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
係
る
介
護
職
員
の
数
）
が
、

　
　
常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
療
養
病
室
に
お
け
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
利

　
　
用
者
の
数
及
び
入
院
患
者
の
数
の
合
計
数
が
六
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に

　
　
　
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
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刻
特
定
診
療
所
嚢
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入

　
所
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
チ
ω
若
し
く
呂
又
は
り
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
．

川
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
嚢
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介

　
護
の
施
設
基
準

ω
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
嚢
介
護
費
ω
を
篁
疋
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療

　
　
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
↓
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
（
医
療
法
施
行
規
則
第
五

　
　
（
＋
二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
を
除
き
、
同
令
第
四
±
二
条
の
二
の

　
　
規
定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
に
限
る
．
）
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
嚢
介
護

　
　
事
業
所
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

　
一
一
～
五
　
　
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　

⑭
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
甕
介
護
費
Ψ
算
｛
手
べ
き
指
定
短
塑
所
療

　
養
介
護
の
施
設
基
準

↓
老
人
性
認
知
症
疾
患
嚢
病
棟
を
有
す
る
病
院
（
医
療
法
施
行
規
則
第
五

　
（
　
　
＋
二
条
の
規
定
及
び
9
の
規
定
の
適
用
を
善
ス
け
る
病
院
を
除
く
．
）
で
あ

　
　
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

　
一
一
～
五
　
　
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　

⑥
～
㈲
　
（
略
）

認
知
症
疾
患
型
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所

男
特
定
診
療
所
嚢
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所

　
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
ト
ω
若
し
く
は
②
又
は
チ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

刻
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
嚢
介
護
費
を
篁
疋
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介

　
護
の
施
設
基
準

ω
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
嚢
介
護
瀦
を
算
｛
疋
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療

　
　
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
↓
老
人
性
認
知
症
疾
患
療
養
病
棟
を
有
す
る
病
院
（
医
療
法
施
行
規
則
第
四

　
　
（

　
　
　
＋
三
条
の
二
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
に
限
る
．
）
で
あ
る
指
定
短
期

　
　
　
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

　
ニ
　
　
　
　
ハ
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　

⑭
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
嚢
介
護
洛
を
算
占
疋
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療

　
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

↓
老
人
性
認
知
症
疾
患
嚢
病
棟
を
有
す
る
病
院
（
ρ
の
規
定
の
適
用
を

　
（
　
　
受
け
る
病
院
を
除
く
．
）
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
嚢
介
護
事
業
所
で
あ
る

　
　
こ
と
。

（3）

～（一）

（5）　～

　　　　（五）

　略　（
）　田各
　　　　　　）

ヲ1

療
養
介
護
の
施
設
基
準

（1）

老
人
性
認
知
症
疾
患
嚢
病
棟
を
有
す
る
病
院
（
医
療
法
施
行
規
則
第
五
＋
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二
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
病
院
に
限
る
。
）
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養

介
護
護
事
業
所
で
あ
る
こ
と
。

（2）

当
該
認
知
症
病
棟
に
お
け
る
看
護
職
員
の
数
（
当
該
認
知
症
病
棟
を
有
す
る

病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短

期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
知
症
病
棟
の
看

護
職
員
の
数
及
び
当
該
認
知
症
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
看

護
職
員
の
数
）
が
、

常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
認
知
症
病
棟
に
お
け
る
指
定
短

期
入
所
療
養
介
護
の
利
用
者
の
数
及
び
入
院
患
者
の
数
の
合
計
数
が
五
又
は
そ

の
端
数
を
増
す
．
こ
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

（3）

当
該
認
知
症
病
棟
に
お
け
る
介
護
職
員
の
数
（
当
該
認
知
症
病
棟
を
有
す
る

病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短

期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
知
症
病
棟
の
介

護
職
員
の
数
及
び
当
該
認
知
症
病
棟
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以
外
の
部
分
に
係
る
介

護
職
員
の
数
）
が
、

常
勤
換
算
方
法
で
、
当
該
認
知
症
病
棟
に
お
け
る
指
定
短

期
入
所
療
養
介
護
の
利
用
者
の
数
及
び
入
院
患
者
の
数
の
合
計
数
が
六
又
は
そ

の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。

㈲
　
ω
に
よ
り
算
出
し
た
看
護
職
員
の
最
少
必
要
数
の
二
割
以
上
は
看
護
師
で
あ

　
る
こ
と
。

　
㈲
　
通
所
介
護
費
等
の
算
定
方
法
第
四
号
ロ
②
に
規
定
す
る
基
準
に
該
当
し
て
い

　
　
な
い
こ
と
。

列
　
ユ
ニ
ッ
ト
型
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期

　
入
所
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ω
　
ユ
ニ
ッ
墨
型
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
q
を
算
定
す
べ
き
指
定

川
　
ユ
ニ
ッ
ト
型
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期

　
入
所
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
ω
　
ユ
ニ
ッ
ト
型
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
q
を
算
定
す
べ
き
指
定
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短
期
入
所
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
の
川
ω
H
及
び
四
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
二
　
・
三
　
　
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
四
通
所
介
護
費
等
の
算
定
方
法
第
四
号
る
に
規
定
す
る
基
準
に
該
当
し
て

　
　
（

　
　
　
い
な
い
こ
と
の

の
ユ
ニ
ッ
ト
型
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
謡
を
算
定
す
べ
き
指
定

　
（
　
　
短
期
入
所
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
」
ノ
　
川
②
↓
及
び
四
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
コ
～
個
　
（
略
）

刈
糊
定
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療

　
　
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
　
ル
ω
か
ら
⑥
ま
で
、
ヲ
又
は
ワ
ω
若
し
く
呂
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

　
　
で
あ
る
こ
と
。

＋
三
指
定
短
期
入
所
嚢
介
護
に
係
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

イ
介
護
老
人
保
健
施
設
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
、
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療

　
　
養
介
護
費
D
の
病
院
嚢
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
、
病
院
療
養
病
床
短
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
入
所
療
養
介
護
費
m
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
君
、
病
院
療
養
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
。
豆
　
　
　
　
、
　
一
隻
　
）
　
丙
ウ
　
、
　
丙
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
G
、
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

嚢
病
床
経
過
型
短
期
入
所
嚢
介
護
酷
、
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養

介
馨
D
の
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
、
診
療
所
療
養
病
床
短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
入
所
療
養
介
護
費
m
の
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
壽
、
認
知
症

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
壽
、

認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
誌
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護

　
　
短
期
入
所
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
↓
　
刻
ω
、
「
及
び
四
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
二
　
・
三
　
　
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
四
通
所
介
護
費
等
の
算
定
方
法
第
四
号
・
曾
規
定
す
る
基
準
に
該
当
し
て

　
　
（

　
　
　
い
な
い
こ
と
。

の
ユ
ニ
ッ
ト
型
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
嚢
介
護
島
を
算
定
す
べ
き
指
定

　
（
　
　
短
期
入
所
療
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
↓
　
刻
②
↓
及
び
四
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
一
一
～
四
　
　
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　

91

ﾁ
定
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療

　
養
介
護
の
施
設
基
準

　
　
　
ヌ
ω
か
ら
㈲
ま
で
又
は
ル
ω
若
し
く
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
あ

　
　
る
こ
と
ロ

＋
三
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
に
億
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

イ
介
護
老
人
保
健
施
設
短
期
入
所
嚢
介
護
畠
、
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療

　
　
養
介
護
費
D
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
薦
、
病
院
療
養
病
床
短
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

�
株
X
介
護
洛
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
壽
、
病
曝
養
病

　
　
床
短
期
入
所
嚢
介
護
誌
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
壽
、
診
療

　
　
所
療
養
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
岳
の
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護

　
　
費
D
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
誌
の
診
療
所
嚢
病
床
短
期
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
所
療
養
介
護
覧
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
君
の
認
知
症
疾
塁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

Z
期
入
所
嚢
介
護
瀦
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
嚢
介
護
譜
の
瀦
症

　
　
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
濫
の
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入
所
療
養
介
護
費
i
　
認
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
D
、
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

．
又
は
基
準
適
合
診
療
所
短
期
入
所
療
養
介
護
費
q
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所

療
養
介
護
に
係
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

　
ユ
ニ
ッ
ト
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
五
十
五
条
の
二
、
介
護
老
人
保
健

施
設
基
準
第
三
十
九
条
又
は
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
．
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
一
号
。
以
下
「
指
定
介
護
療

養
型
医
療
施
設
基
準
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
を
い
う

。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
属
さ
な
い
療
養
室
又
は
病
室
（
介
護
老
人

保
健
施
設
基
準
第
三
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
療
養
室
又
は
指
定
介
護
療
養

型
医
療
施
設
基
準
第
三
条
第
二
項
、
第
四
条
第
二
項
又
は
第
五
条
第
二
項
に
規
定

す
る
病
室
を
い
う
。
以
下
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
　
（
定
員
が
一
人
の
も
の
に
限
る

。
）
の
利
用
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

ロ
　
介
護
老
人
保
健
施
設
短
期
入
所
療
養
介
護
費
㎝
、
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
介
護
費
D
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
、
病
院
療
養
病
床
短
期

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
入
所
療
養
介
護
費
m
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
、
病
院
療
養
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
豆
　
　
　
　
　
一
隻
　
）
　
勇
　
　
　
丙
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
廿
、
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

費
D
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
価
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
介
護
費
D
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
賛
仰
の
認
知
症
疾
患
型
短
期

　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
）
・
　
・
り
豆
　
隻
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

療
養
病
床
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
㎝
、
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

介
護
費
D
の
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
、
診
療
所
療
養
病
床
短

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

期
入
所
療
養
介
護
費
m
の
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
、
認
知
症

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
D
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
G
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

費
助
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
G
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
介
護
費
め
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
G
又
は
基
準
適
合
診
療
所

　
　
　
　
　

短
期
入
所
療
養
介
護
費
D
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
に
係
る
別
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

　
ユ
ニ
ッ
ト
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
五
十
五
条
の
二
、
介
護
老
人
保
健

施
設
基
準
第
三
十
九
条
又
は
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
令
第
四
十
一
号
。
以
下
「
指
定
介
護
療

養
型
医
療
施
設
基
準
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
を
い
う

。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
属
さ
な
い
療
養
室
又
は
病
室
（
介
護
老
人

保
健
施
設
基
準
第
三
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
療
養
室
又
は
指
定
介
護
療
養

型
医
療
施
設
基
準
第
三
条
第
二
項
、
第
四
条
第
二
項
又
は
第
五
条
第
二
項
に
規
定

す
る
病
室
を
い
う
。
以
下
ロ
に
お
い
て
同
じ
。
）
　
（
定
員
が
一
人
の
も
の
に
限
る

。
）
の
利
用
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ
　
介
護
老
人
保
健
施
設
短
期
入
所
療
養
介
護
費
田
、
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

養
介
護
費
D
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
、
病
院
療
養
病
床
短
期

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
入
所
療
養
介
護
費
m
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
、
病
院
療
養
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
皿
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
、
診
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
の
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
費
の
・
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
㎝
の
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
所
療
養
介
護
費
の
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
q
の
認
知
症
疾
患
型

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
C
n
の
認
知
症

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
島
の
認
知
症
疾
塁
短
期
入
所
嚢
介
護

葛
・
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
嚢
介
護
誌
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
介
護
鴛
・
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
護
の
認
知
症
疾
患
型
短
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
）
、
　
露
豆
、
蔓
忍

　
入
所
療
養
介
護
費
五
　
認
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

型
短
期
入
所
嚢
介
護
鳥
、
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
澄

　　

狽
ﾍ
基
準
適
合
診
療
所
短
期
入
所
嚢
介
護
島
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所

　
療
養
介
護
に
係
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

　
　
　
ユ
ニ
ッ
ト
に
屡
な
い
療
養
室
又
は
病
室
（
定
暴
二
人
以
上
の
も
の
に
限
る

　
　
。
）
の
利
用
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
ハ
・
二
　
（
略
）

三
十
九
　
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
基
準

イ
療
養
型
介
護
嚢
施
設
マ
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
療
養
施
設
マ

　
　
ビ
ス
の
施
設
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
第
八
号
二
の
規
定
を
準
用
す
る
．
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
二
ω
伍
中
「
第

　
　
四
号
。
②
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
＋
三
号
イ
②
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
．

療
養
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
療
養
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

疾
患
型
短
期
入
所
嚢
介
護
誌
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
濫
の

認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
鳥
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護

窩
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
鳥
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

養
介
護
鶏
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
嚢
介
護
蓄
又
は
華
適
合
診
療
所

　
　
　
　
　

短
期
入
所
療
養
介
護
誌
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
に
係
る
別
に

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

　
　
　
ユ
ニ
ッ
ト
に
辱
な
い
嚢
室
又
は
病
室
（
占
疋
暴
二
人
以
上
の
も
の
に
限
る

　
　
。
）
の
利
用
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
ハ
・
二
　
（
略
）

三
十
九
　
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
基
準

イ
嚢
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
嚢
施
設
マ

　
　
ビ
ス
の
施
設
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
第
八
号
二
の
規
定
を
準
用
す
る
．
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
二
ω
伍
中
「
第

　
　
四
号
。
②
」
と
あ
る
の
は
、
「
笥
イ
②
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
．

口

設
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
基
準

第
八
号
ホ
の
規
定
を
準
用
す
る
．
あ
場
合
に
お
い
て
、
同
号
ゐ
中
「
第
四

号
。
②
と
あ
る
の
は
、
「
第
＋
三
号
イ
②
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
．

パ
ユ
ニ
ッ
ト
型
療
養
型
介
護
嚢
施
設
マ
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
療

　
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
基
準

　
　
第
八
号
ぺ
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
べ
④
中
「
第
四

号
◎
と
あ
る
の
は
、
「
笥
⑥
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
．

叫
ユ
ニ
ッ
ト
型
嚢
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
療

　
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
基
準

　
　
第
八
号
習
規
定
を
準
用
す
る
．
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
謝
中
「
第
四

号
。
⑥
」
と
あ
る
の
は
、
「
笥
⑥
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
．
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司
　
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
療
養
施
設
サ

　
ー
ビ
ス
の
施
設
基
準

　
　
第
八
号
チ
の
規
定
を
準
用
す
る
。

周
　
ユ
ニ
ッ
ト
型
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護

　
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
基
準

　
　
第
八
号
り
の
規
定
を
準
用
す
る
。

ぺ
　
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
療
養
施

　
設
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
第
八
号
川
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
ル
ω
伍
又
は

　
②
劃
中
「
第
四
号
ロ
ω
」
と
あ
る
の
は
、
　
「
第
十
三
号
イ
②
」
と
読
み
替
え
る
も

　
　
（

　
の
と
す
る
。

卜

認
知
症
疾
患
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護

療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
基
準

第
八
号
ヲ
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
ヲ
㈲
中
「
第
四

　
　
号
ロ
ω
」
と
あ
る
の
は
、
　
「
第
十
三
号
イ
②
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

列
　
ユ
ニ
ッ
ト
型
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定

　
　
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
第
八
号
．
列
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
．
列
ω
個
又
は

　
　
⑭
四
中
「
第
四
号
ロ
⑥
」
と
あ
る
の
は
、
　
「
第
十
三
号
イ
⑥
」
と
読
み
替
え
る
も

　
　
　
（

　
　
の
と
す
る
。

四
十
三
　
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
イ
　
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
1
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
）

　
　
D
v
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
n
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
（

パ
　
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
療
養
施
設
サ

　
ー
ビ
ス
の
施
設
基
準

　
　
第
八
号
ト
の
規
定
を
準
用
す
る
。

判
　
ユ
ニ
ッ
ト
型
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護

　
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
基
準

　
　
第
八
号
チ
の
規
定
を
準
用
す
る
。

湖
　
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
療
養
施

　
設
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
第
八
号
刻
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
列
ω
伍
又
は

　
②
劫
中
「
第
四
号
ロ
ω
」
と
あ
る
の
は
、
　
「
第
十
二
号
イ
ω
」
と
読
み
替
え
る
も

　
　
（

　
の
と
す
る
。

刈
　
ユ
ニ
ッ
ト
型
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定

　
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
第
八
号
．
川
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
ル
ω
個
又
は
⑭

　
　
四
中
「
第
四
号
ロ
⑥
」
と
あ
る
の
は
、
　
「
第
十
二
号
イ
⑥
」
と
読
み
替
え
る
も
の

　
　
（

　
　
と
す
る
。

四
十
三
　
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
イ
　
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
q
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
D
、
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
田
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ヒ
ス

　
　
（
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ス
費
D
、
療
養
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
σ
、
診
療
所
型
介
護
療
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
設
サ
ー
ビ
ス
費
P
の
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
G
、
診
療
所
型
介

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
嚢
施
設
マ
ビ
ス
誌
の
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
酵
、
認
知

症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
ω
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

ビ
ス
費
D
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
伍
の
認
知
症
疾
患
型
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
費
ω
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
謹
の

認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
酷
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
嚢
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
u
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　

費
・
－
　
（

　
　
・
　
・
　
り
　
一
』
隻
　
、
　
　
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

D
又
は
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
q
を
算
定
す
べ
き
指

　定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

　
　
ユ
ニ
ッ
ト
（
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
一
二
十
七
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ

ッ
ト
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
属
さ
な
い
病
室
（
指
定
介
護

療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
三
条
第
二
項
、
第
四
条
第
二
項
又
は
第
五
条
第
二
項
に

規
定
す
る
病
室
を
い
う
。
以
下
ロ
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
　
（
定
員
が
一
人

の
も
の
に
限
る
。
）
の
入
院
患
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

。
療
養
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
費
ω
の
嚢
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
費

の
・
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
巻
の
療
養
型
介
護
嚢
施
設
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
）
、
　
　
u
；
隻
、
缶
几
　
i
．
　
　
）
　
　
、
u
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
U

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
隻
　
　
施
設
サ
ー
ビ
ス
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刃
ひ
　
、

団
　
一
“
隻
　
、
　
　
几
　
　
－

費
伍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
費
の
、
療
養
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
㎝
、
診
療
所
型
介
護
療
養

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
設
サ
ー
ビ
ス
費
D
の
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
伍
、
診
療
所
型
介

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
誌
の
診
療
所
型
介
護
療
養
塵
蘇
マ
ビ
ス
港
、
認
知

費
D
・
療
養
型
介
護
嚢
施
設
マ
ビ
ス
誌
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ

　
　ス
費
P
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
費
ω
の
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

サ
ー
ビ
ス
費
D
、
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
傷
診
療
所
型
介
護
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
施
設
マ
ビ
ス
愚
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
潔
の
認
知

症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
ω
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
ス
費
m
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
G
、
認
知
症
疾
患
型
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
轟
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
潭
、

認
知
症
疾
患
型
一
隻

霧
症
疾
患
狸
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
W
の
認
知
症
疾

　
　
　
　
　
　

患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
ω
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ

ス
に
係
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

　
ユ
ニ
ッ
ト
（
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
一
二
十
七
条
に
規
定
す
る
ユ
ニ

ッ
ト
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
属
さ
な
い
病
室
（
指
定
介
護

療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
三
条
第
二
項
、
第
四
条
第
二
項
又
は
第
五
条
第
二
項
に

規
定
す
る
病
室
を
い
う
。
以
下
ロ
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
　
（
定
員
が
一
人

の
も
の
に
限
る
。
）
の
入
院
患
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

。
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
ω
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

の
、
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
ω
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス

　
　
覧
・
療
養
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
誌
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ

　
　
　ス
覧
・
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
畠
の
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
サ
ー
ビ
ス
費
の
、
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
伍
の
診
療
所
型
介
護
療

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
施
設
マ
ビ
ス
島
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
蓄
の
認
知
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症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
σ
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
ス
費
の
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
㎝
の
認
知
症
疾
患
型
介

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
五
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
佃
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
伍
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
一
“
　
）
忍
　
　
　
、
u
　
隻
、
　
几
　
1
“
　
　
一
、
齢
　
　
、

一
幕
解
－
　
一
　
、
　
・
－
萎
施
設
マ
ビ
ス
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ω
又
は
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
伍
を
算
定
す
べ
き
指

　定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

　
　
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
さ
な
い
病
室
（
定
員
が
二
人
以
上
の
も
の
に
限
る
。
）
の
入
院

患
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
・
二
　
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
伍
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
ス
費
m
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
伍
、
認
知
症
疾
患
型
介

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
m
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
伍
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

認
知
症
疾
患
型
－
隻
　
　
　
几
　
1
．
　
　
　
　
忍
　
正
　
、
り
　
隻
、
危
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
は
認
知
症
疾
患
狸
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
㏄
の
認
知
症
疾

　
　
　
　
　
　

患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ス
に
係
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

　
　
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
さ
な
い
病
室
（
定
員
が
二
人
以
上
の
も
の
に
限
る
。

患
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
・
二
　
（
略
）

）
の
入
院
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⑪
。
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
利
用
者
蓑
の
基
準
及
び
看
護
職
員
等
の
員
数
の
基
準
並
び
に
通
所
介
護
費
等
の
算
定
方
法
（
平
成
＋
、
離
籍
按
舞
万
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
　
　
　
正
　
　
　
後

四
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
利
用
者
の
数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
員
数
の
基

準
並
び
に
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
算
定
方
法

イ
　
　
ハ
　
ロ

。
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
利
用
者
の
数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
員
数
の
基
準
並
び
に
短
期

　
入
所
療
養
介
護
費
の
算
定
方
法

　
り
　
　
　
　
ロ

蝋
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
医
師
、
看
護
職
員
又
は
介
護
職

一
員
の
員
数
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
員
数
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合

　
　
に
お
け
る
短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介

　
　
護
費
病
院
療
養
病
床
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
及
び
特
定
病
院

　
　
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
ユ
ニ
ヅ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養

　
　
介
警
業
所
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
義

　
　
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
お
い
て
算
定
さ
れ
る
場
合
を
除
く
．
）
並
び
に
認

　
　
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
、
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
短
期
入

　
　
所
療
養
介
護
費
及
び
特
定
認
知
症
慧
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
ユ

　
　
　
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
嚢
介
護
事
業
所
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指

　
　
定
短
期
入
所
嚢
介
警
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
お
い
て
算
定
さ
れ

　
　
　
る
場
合
を
除
く
・
）
に
限
る
．
）
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

　
　
　
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医
師
、
看

護
職
員
又
は
介
護
職
員
の
員
数
の
基

準

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
短
期
入
所

療
養
介
護
費
の
算
定
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
　
　
　
正
　
　
　
後

四
厚
生
労
働
大
粟
定
め
る
利
用
者
の
数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
員
数
の
基

　
準
並
び
に
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
算
定
方
法

イ
　
　
ハ
　
ロ

　
　
病
院
で
あ
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣

。
が
定
め
る
利
用
者
の
数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
口
貝
数
の
基
準
並
び
に
短
期

　
入
所
療
養
介
護
費
の
算
定
方
法

　
り
　
　
　
　
ロ

朗
指
定
短
期
入
所
嚢
介
護
事
業
所
の
医
師
、
看
護
職
員
又
は
介
護
職

一
員
の
員
数
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
員
数
の
基
準
に
該
当
す
る
場
合

　
　
に
お
け
る
短
期
入
所
嚢
介
護
費
（
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介

　
　
鞠
特
定
病
院
嚢
病
床
短
期
入
所
療
養
介
嚢
（
ユ
ニ
ッ
ト
型

　
　
指
定
短
期
入
所
嚢
介
護
事
業
所
及
埜
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入

饗
藩
舗
鶴
野
騨
騨
獺
蔀
撚
欝

　
　
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療

　
　
養
介
護
妻
所
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
嚢
介
撃
業

　
　
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
お
い
て
算
定
さ
れ
る
場
合
を
除
く
．
）
に
限
る

　
　
・
）
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る

　
　
O

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医
師
、
看

護
職
員
又
は
介
護
職
員
の
員
数
の
基

準

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
短
期
入
所

療
養
介
護
費
の
算
定
方
法

一1一



別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域

に
所
在
す
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介

護
事
業
所
で
あ
っ
て
、
医
師
の
確
保

に
関
す
る
計
画
を
都
道
府
県
知
事
に

届
け
出
た
も
の
以
外
の
指
定
短
期
入

所
療
養
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
指

定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
四
十
二

条
に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
六
十
を

乗
じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て
お

ら
ず
、
か
つ
、
指
定
短
期
入
所
療
養

介
護
を
行
う
病
棟
に
同
条
に
定
め
る

員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職
員
を

置
い
て
い
る
こ
と
（
当
該
指
定
短
期

入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ

ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護

事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
四
十

二
条
に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
六
十

を
乗
じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て

お
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
指
定
短
期
入

所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部

分
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
同
条
に

定
め
る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護

職
員
を
置
い
て
い
る
場
合
を
含
む
。

）
。（

略

）

（
略
）

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単

位
数
表
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所

　
　
　
　
　
　

療
養
介
護
費
皿
、
病
院
療
養
病
床
経

　
　
　
　
　
（

過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
若
し
く

は
特
定
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療

養
介
護
費
又
は
認
知
症
疾
患
型
短
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
所
療
養
介
護
費
1
、
W
若
し
く
は

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
（

）
V
、
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
短
期
入

　所
療
養
介
護
費
若
し
く
は
特
定
認
知

症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の

所
定
単
位
数
に
百
分
の
九
十
を
乗
じ

て
得
た
単
位
数
を
用
い
て
、
指
定
居

宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の

算
定
に
関
す
る
基
準
の
例
に
よ
り
算

定
す
る
。

（
略
）

別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
地
域

に
所
在
す
る
指
定
短
期
入
所
療
養
介

護
事
業
所
で
あ
っ
て
、
医
師
の
確
保

に
関
す
る
計
画
を
都
道
府
県
知
事
に

届
け
出
た
も
の
以
外
の
指
定
短
期
入

所
療
養
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
指

定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
四
十
二

条
に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
六
十
を

乗
じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て
お

ら
ず
、
か
つ
、
指
定
短
期
入
所
療
養

介
護
を
行
う
病
棟
に
同
条
に
定
め
る

員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職
員
を

置
い
て
い
る
こ
と
（
当
該
指
定
短
期

入
所
療
養
介
護
事
業
所
が
、
一
部
ユ

ニ
ッ
ト
型
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護

事
業
所
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第
百
四
十

二
条
に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
六
十

を
乗
じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て

お
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
指
定
短
期
入

所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部

分
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
、
同
条
に

定
め
る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護

職
員
を
置
い
て
い
る
場
合
を
含
む
。

）
コ（

略
）

（
略
）

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単

位
数
表
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所

　
　
　
　
　
　

療
養
介
護
費
皿
若
し
く
は
特
定
病
院

　
　
　
　
　
　

療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
又

は
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
費
1
、
W
若
し
く
は
V
若
し
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
定
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養

介
護
費
の
所
定
単
位
数
に
百
分
の
九

十
を
乗
じ
て
得
た
単
位
数
を
用
い
て

、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費

用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の
例

に
よ
り
算
定
す
る
。

（
略
）

一2一



ノ￥

　　（3）

ハ
略（
）略
　　）

ノ、

　　　（3）

　
略（
）略
　　　）

十
三
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
入
院
患
者
の
数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
員
数

　
の
基
準
並
び
に
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
算
定
方
法

　
イ
　
病
院
で
あ
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定

　
　
め
る
入
院
患
者
の
数
の
基
準
及
び
医
，
師
等
の
員
数
の
基
準
並
び
に
介
護
療

　
　
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
算
定
方
法

　
　
D
　
　
（
略
）

　
　
　

　
　
⑭
　
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
医
師
、
看
護
職
員
、
介
護
職
員
又
は

　
　
　
介
護
支
援
専
門
員
の
員
数
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
員
数
の
基
準
に

　
　
　
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
。

十
三
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
入
院
患
者
の
数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
員
数

　
の
基
準
並
び
に
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
算
定
方
法

　
イ
　
病
院
で
あ
る
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定

　
　
め
る
入
院
患
者
の
数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
員
数
の
基
準
並
び
に
介
護
療

　
　
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
算
定
方
法

　
　
D
　
　
（
略
）

　
　
　

　
一
の
　
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
医
師
、
看
護
職
員
、
介
護
職
員
又
は

　
　
一
介
護
支
援
専
門
員
の
員
数
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
員
数
の
基
準
に

　
　
　
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
。
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厚
生
省
令
第
四
十
一
号
。
以
下
「
指

定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
」
と

い
う
。
）
第
二
条
（
指
定
介
護
療
養

型
医
療
施
設
基
準
附
則
第
十
八
条
又

は
第
十
九
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け

る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
表
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
定
め
る
員
数
に
百

分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
医
師

を
置
い
て
お
ら
ず
、
同
条
に
定
め
る

員
数
の
介
護
支
援
専
門
員
を
置
い
て

お
り
、
か
つ
、
指
定
介
護
療
養
施
設

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
病
棟
に
同
条
に
定

め
る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職

員
を
置
い
て
い
る
こ
と
（
当
該
指
定

介
護
療
養
型
医
療
施
設
が
、
一
部
ユ

ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施

設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指
定

介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
二
条

に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
六
十
を
乗

じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て
お
ら

ず
、
同
条
に
定
め
る
員
数
の
介
護
支

援
専
門
員
を
置
い
て
お
り
、
か
つ
、

当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の

ユ
ニ
ッ
ト
部
分
（
指
定
介
護
療
養
型

医
療
施
設
基
準
第
五
十
二
条
に
規
定

す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
を
い
う
。
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外
の

部
分
に
つ
い
て
、
指
定
介
護
療
養
型

医
療
施
設
基
準
第
二
条
に
定
め
る
員

数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職
員
を
置

に
百
分
の
九
十
を
乗
じ
て
得
た
単
位

数
を
用
い
て
、
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス

等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関

す
る
基
準
の
例
に
よ
り
算
定
す
る
。

厚
生
省
令
第
四
十
一
号
。
以
下
「
指

定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
」
と

い
う
。
）
第
二
条
に
定
め
る
員
数
に

百
分
の
六
十
を
乗
じ
て
得
た
数
の
医

師
を
置
い
て
お
ら
ず
、
同
条
に
定
め

る
員
数
の
介
護
支
援
専
門
員
を
置
い

て
お
り
、
か
つ
、
指
定
介
護
療
養
施

設
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
病
棟
に
同
条
に

定
め
る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護

職
員
を
置
い
て
い
る
こ
と
（
当
該
指

定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
が
、
一
部

ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
療
養
型
医
療

施
設
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
指

定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
基
準
第
二

条
に
定
め
る
員
数
に
百
分
の
六
十
を

乗
じ
て
得
た
数
の
医
師
を
置
い
て
お

ら
ず
、
同
条
に
定
め
る
員
数
の
介
護

支
援
専
門
員
を
置
い
て
お
り
、
か
つ

、
当
該
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設

の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
（
指
定
介
護
療
養

型
医
療
施
設
基
準
第
五
十
二
条
に
規

定
す
る
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
を
い
う
。
以

下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
以
外

の
部
分
に
つ
い
て
、
指
定
介
護
療
養

型
医
療
施
設
基
準
第
二
条
に
定
め
る

員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職
員
を

置
い
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
。

基
準
の
例
に
よ
り
算
定
す
る
。
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い
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

の
　
　
（
略
）

　
　
ロ
　
　
（
略
）

十
七
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
利
用
者
の
数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
員
数
の

　
基
準
並
び
に
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
算
定
方
法

　
イ
　
　
（
略
）

　
ロ
　
病
院
で
あ
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
係
る
厚
生

　
　
労
働
大
臣
が
定
め
る
利
用
者
の
数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
員
数
の
基
準
並

　
　
び
に
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
算
定
方
法

　
　
D
　
　
（
略
）

　
　
　

　
　
⑭
　
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
医
師
、
看
護
職
員
又

　
　
　
は
介
護
職
員
の
員
数
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
員
数
の
基
準
に
該
当

　
　
　
す
る
場
合
に
お
け
る
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
病
院
療
養
病

　
　
　
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
及
び
病
院
療
養
病
床
経
過
型
介
護

予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所

療
養
介
護
事
業
所
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療

養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
お
い
て
算
定
さ
れ
る
場
合
を
除
く

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

口

　（3）

　
略＿
）略
　）

十
七
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
利
用
者
の
数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
員
数
の

　
基
準
並
び
に
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
算
定
方
法

　
イ
　
　
（
略
）

　
ロ
　
病
院
で
あ
る
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
に
係
る
厚
生

　
　
労
働
大
臣
が
定
め
る
利
用
者
の
数
の
基
準
及
び
医
師
等
の
員
数
の
基
準
並

　
　
び
に
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
算
定
方
法

　
　
D
　
　
（
略
）

　
　
　

　
　
勿
　
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
医
師
、
看
護
職
員
又

　
　
（

は
介
護
職
員
の
員
数
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
員
数
の
基
準
に
該
当

す
る
場
合
に
お
け
る
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
病
院
療
養
病

床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
及
び
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短

期
入
所
療
養
介
護
費
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
。
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。
）
並
び
に
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
及
び
認

知
症
疾
患
型
経
過
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
ユ
ニ
ッ
ト
型

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指

定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
お
い
て

算
定
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。
）
に
限
る
。

欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
。

）
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
下

員場短　’予置員介つたる 1業定県師所に別 準謹厚
数合期一防い数護　’数員ビ所介知の療所に 職生’

にに入部短てのを指の数スに護事確養在厚 員労
百あ所ユ期い看行定医に基お予に保介す生 又働
分つ療二入る護う介師百準い防届に護る労 は大
のて養ッ所こ職病護を分第て短け関事指働 介臣
六は介ト療と員棟予置の百 ’期出す業定大 護が
十　’護型養＿及に防い六八指入たる所介臣 職定
を同事指介当び同短て十十定所も計で護が 員め
乗条業定護該介条期おを七介療の画あ予定 のる
じに所介事指護に入ら乗条護養以をつ防め 員医
て定で護業定職定所ずじに予介外都て短る 数師
得めあ予所介員め療　’て定防護の道 ’期地 の　　’

たるる防が護をる養か得めサ事指府医入域 基看

るに　1位数短 は 介症防 く 予費指 短厚
。関ビ数に期 認 護疾短 は 防単定 期生
すスを百人 知 費患期 病 短位介 入労
るに用分所 症 （1）型入 院 期数護 所働
基要いの療 疾 ’介所 療 入表予 療大
準すて九養 患 （IV）護療 養 所の防 養臣
のる　’十介 型 若予養 病 療病サ 介が
例費指を護 経 し防介 床 養院1 護定
に用定乗費 過 く短護 経 介療ビ 費め
よの介じの型 は期費 過 護養ス のる
り額護て所介 （V）入又型 費病介 算介
算の予得定護 若 所は介 （皿）床護 定護
定算防た単予
ｷ定サ単位防

し
く
療認護
{知予
惹1舗 方予

@防

員場短　’予置員介つたる　1業定県師所に別 準謹厚
数合期一防い数護　’数員ビ所介知の療所に 職生
にに入部短てのを指の数スに護事確養在厚 員労
百あ所ユ期い看行定医に基お予に保介す生 又働
分つ療二入る護う介師百準い防届に護る労 は大
のて養ッ所こ職病護を分第て短け関事指働 介臣
六は介ト療と員棟予置の百　’期出す業定大 護が
十　’護型養（及に防い六八指入たる所介臣 職定
を同事指介当び同短て十十定所も計で護が 員め
乗条業定護該介条期おを七介療の画あ予定 のる
じに所介事指護に入ら乗条護養以をつ防め 員医
て定で護業定職定所ずじに予介外都て短る 数師
得めあ予所介員め療　’て定防護の道　’期地 の　　’

たるる防が護をる養か得めサ事指府医入域 基看

り額護て所療認予費指 短厚
算の予得定養知防単定 期生
定算防た単介症短位介 入労
す定サ単位護疾期数護 所働
るに　1位数費思入表予 療大
。関ビ数に（1）型所の防 養臣
すスを百　’介療病サ 介が
るに用分（IV）護養院　1 護定
基要いの若予介療ビ 費め
準ずて九し防護養ス のる
のる　’十く短費病介 算介
例費指をは期（皿）床護 定護
に用定乗（V）入又介給 方予
よの介じの所は護付 法防
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数
の
医
師
を
置
い
て
お
ら
ず
、
か
つ

、
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療

養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以

外
の
部
分
に
つ
い
て
、
同
条
に
定
め

る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職
員

を
置
い
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

の
　
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
医
師
、
看
護
職
員
又

（　
は
介
護
職
員
の
員
数
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
員
数
の
基
準
に
該
当

　
す
る
場
合
に
お
け
る
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
ユ
ニ
ッ
ト
型

　
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介

護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
お
い
て
算
定

さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防

短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養

介
護
事
業
所
及
び
一
部
ユ
ニ
ッ
ト
型
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介

護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
に
お
い
て
算
定
さ
れ
る
場
合
に
限
る
。
）

＿表定に
略＿す限
）略るる
）　 o　o

）
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

数
の
医
師
を
置
い
て
お
ら
ず
、
か
つ

、
当
該
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療

養
介
護
事
業
所
の
ユ
ニ
ッ
ト
部
分
以

外
の
部
分
に
つ
い
て
、
同
条
に
定
め

る
員
数
の
看
護
職
員
及
び
介
護
職
員

を
置
い
て
い
る
場
合
を
含
む
。
）
。

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

の
　
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
の
医
師
、
看
護
職
員
又

（　
は
介
護
職
員
の
員
数
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
員
数
の
基
準
に
該
当

　
す
る
場
合
に
お
け
る
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
（
ユ
ニ
ッ
ト
型

　
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
及
び
ユ
ニ
ッ
ト
型
認

　
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
に
限
る
。
）
に
つ
い
て

　
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
。

表
（
略
）

（
略
）
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⑫
。
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準
（
平
成
＋
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
＋
九
号
）

（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

あ目ll

　
基
準

　
イ
　
　
（
略
）

一
　
（
略
）

二
　
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

　
期
入
所
療
養
介
護
費
又
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養

介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
夜
勤
を
行
う
職
員

　
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準

　
ω
　
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
又
は
病
院
療
養
病
床
経
過

　
　
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護

　
　
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準

　
　
の
～
日
　
　
（
略
）

　
㈲
　
　
（
略
）

　
⑥
　
夜
間
勤
務
等
看
護
ω
か
ら
⑪
ま
で
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所

　
　
療
養
介
護
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準

　
　
e
・
口
　
　
（
略
）

　
　
口
夜
間
勤
務
等
看
護
聖
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護

　
　
　
　
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準

　
　
　
　
　
ω
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
ω
e
中
コ
ニ

　
　
　
　
＋
」
と
あ
る
の
は
、
三
＋
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
．

　
す
る
基
準

。
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
、
病
院
療
養
病
床
経
過
型
短

七
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関

療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
、
療
養
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設

一
　
（
略
）

二
　
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る

　
基
準

　
　
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
又
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
病
院
療
養

　
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護

　
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準

　
ω
　
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
又
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
病
院
療

　
　
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養

　
　
介
護
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準

　
　
e
～
日
　
（
略
）

　
ω
　
　
（
略
）

　
⑥
夜
間
勤
務
等
看
護
ω
か
ら
蟹
で
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所

　
　
療
養
介
護
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準

　
　
e
・
口
　
（
略
）

　
　
口
　
夜
間
勤
務
等
看
護
⑪
を
算
定
す
べ
き
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護

　
　
　
　
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準

　
　
　
　
ω
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
O
D
e
中
コ
ニ

　
　
　
　
＋
」
と
あ
る
の
は
・
「
二
＋
」
と
旨

　
　
　
　
あ
る
の
は
「
七
十
二
時
間
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　
す
る
基
準

　
　
嚢
型
介
護
嚢
施
設
マ
ビ
ス
費
又
笠
ニ
ッ
ト
型
療
養
型
介
護
療

　
　
（
略
）

イロ七
指
定
介
護
療
養
施
設
マ
ビ
ス
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関

一
頁



サ
ー
ビ
ス
費
又
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算

養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
夜

定
す
べ
き
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条

勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準

件
に
関
す
る
基
準

イ
　
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
又
は
療
養
型
経
過
型
介
護
療
養

イ
　
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
療
養

施
設
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
夜

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準

勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準

第
二
号
ロ
ω
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
号
ロ
ω
の
規
定
を
準
用
す
る
。

ロ
・
ハ
　
　
（
略
）

ロ
・
ハ
　
　
（
略
）

九
　
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件

九
　
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件

に
関
す
る
基
準

に
関
す
る
基
準

イ
　
　
（
略
）

イ
　
　
（
略
）

ロ
　
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
、
病
院
療
養
病
床

ロ
　
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
又
は
ユ
ニ
ッ
ト
型

経
過
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
又
は
ユ
ニ
ッ
ト
型
病
院
療
養

病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定

病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定
介
護
予
防

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関

短
期
入
所
療
養
介
護
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
基
準

す
る
基
準

ω
　
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
又
は
病
院
療
養

ω
　
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き

病
床
経
過
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
を
算
定
す
べ
き
指
定

指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条

介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
の
夜
勤
を
行
う
職
員
の
勤
務
条
件
に

件
に
関
す
る
基
準

関
す
る
基
準

第
二
号
ロ
ω
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
二
号
ロ
ω
の
規
定
を
準
用
す
る
。

㈲
・
⑥
　
　
（
略
）

ω
・
⑥
　
　
（
略
）

二
頁



⑬
○　
　
行
規
則
第
六
＋
八
条
第
三
項
及
び
第
八
＋
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
驕
鉾
厚
生
省
告
示
第
三
＋
八
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
　
　
　
正
　
　
　
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
　
　
　
正
　
　
　
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・
四
指
定
居
宅
マ
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
琶

四
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
イ
σ
昌
魁
蕩
に
箋
用
の
額
及
華
疋
華
防
筈
ス
介
護
給
付

愚
ハ
侵
び
二
鯉
係
る
費
用
の
額
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
介
護
構
　
　
　
　
　
　
　
－
、
尉
ハ
慶
び
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
・
割
・
ハ
㈲
及
び
ゐ
費
単
位
数
表
の
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
イ
6
一

　
費
単
位
数
表
の
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
イ
修
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
係
る
費
用
の
額

　
に
係
る
費
用
の
額

一
頁



⑭

・
し
離
蓑
鶴
舞
昧
蝶
蘂
難
騒
匙
蕪
雑
雛
難
御
難
鰻

の
額
及
び
事
業
所
の
状
況
そ
の
他
の
　
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
費
用
の
額
（
平
成
＋
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
＋
二
号
）
（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

ル目u

（
表
略
）

備
考

　
一
～
三
　
　
（
略
）

四
こ
の
表
に
お
い
て
「
従
来
型
個
室
（
老
健
療
養
等
）
」
と
は
、
指
定
居

宅
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
に
規
定
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
短
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
所
嚢
介
護
酷
、
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
壽
の
病
院
療

養
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
費
ω
、
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
費

m
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
馨
ω
、
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所

劉
介
護
鑑
の
病
院
嚢
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
菖
」
劉

床
経
過
型
短
期
入
所
嚢
介
護
酷
、
診
療
所
嚢
病
床
短
期
入
所
療
養
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
費
D
の
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
壽
、
診
療
所
療
養
病
床

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

短
期
入
所
療
養
介
護
費
σ
D
の
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
壽
、

認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
嚢
介
護
酷
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
嚢

介
護
費
P
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
嚢
介
護
島
の
認
知
症
疾
患
型
短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
入
所
療
養
介
護
費
ω
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
謹
の
認
知

（
表
略
）

備
考
　
一
～
三

（
略
）

四
こ
の
表
に
お
い
て
「
従
来
型
個
室
（
老
健
療
養
等
）
」
と
は
、
指
定
居

　
宅
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
に
規
定
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
短
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
所
嚢
介
護
畠
、
病
院
嚢
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
漂
の
病
院
療

養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
、
病
院
嚢
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費

m
の
病
院
嚢
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
費
ω
、
病
院
嚢
病
床
短
期
入
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

療
養
介
護
費
⑳
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
壽
、
診
療
所
療
養

　
　
　
　
　
　
　

病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
費
ω
の
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
費

D
・
診
療
所
療
養
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護
誌
の
診
療
所
嚢
病
床
短
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
所
療
養
介
護
費
D
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
G
の
認
知
症

　
　
　
　
　
　
　
　
　

疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
嚢
ω
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
馨

m
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
嚢
ω
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嚢
介
護
費
皿
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
潔
、
認
知
症
疾
患

　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
頁



症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

賛
助
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
G
、
認
知
症
疾
患
型
短
期
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
療
養
介
護
費
め
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
G
、
認
知
症
疾

患
型
経
過
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
若
し
く
は
基
準
適
合
診
療
所
短
期
入

所
療
養
介
護
費
D
、
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
介
護
給
付
費
単
位
数
表
に
規
定

　
　
　
　
　
　
　

す
る
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
ω
、
小
規
模
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

D
、
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
q
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

ビ
ス
費
D
、
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
㎝
の
療
養
型
介
護
療
養
施

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
サ
ー
ビ
ス
費
D
、
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
皿
の
療
養
型
介
護

　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
D
、
療
養
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
q
の
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ビ
ス
費
D
、
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
㎝
の
診
療
所
型
介
護

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
D
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
G
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
m
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
G
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
皿
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
設
サ
ー
ビ
ス
費
D
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
賛
仰
の
認

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
i
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

設
サ
ー
ビ
ス
費
め
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
G
若
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
q
又
は
指
定
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
に
規
定
す
る
介
護
老
人
保
健
施
設
介
護

予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
D
、
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

介
護
費
D
の
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
G
、
病
院
療

　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
n
り
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
G
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養
介
護
費
㏄
の
認
知
症
疾
患
型
短
期
入
所
療
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

介
護
費
D
若
し
く
は
基
準
適
合
診
療
所
短
期
入
所
療
養
介
護
費
q
、
指
定
施

　
　
　
　

設
サ
ー
ビ
ス
等
介
護
給
付
費
単
位
数
表
に
規
定
す
る
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
費
D
、
小
規
模
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
q
、
療
養
型
介
護
療
養
施
設

　
ぼ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
費
D
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
G
、
療
養
型
介
護
療

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
m
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
G
、
療
養
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
⑪
の
療
養
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
G
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
q
の
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ビ
ス
費
D
、
診
療
所
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
佃
の
診
療
所
型
介
護
療

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
D
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
q
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
G
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
設
サ
ー
ビ
ス
費
m
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
G
、
認

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
佃
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
サ
ー
ビ
ス
費
D
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
鯉
の
認
知

　
　
　
　
　
　
　

症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
i
若
し
く
は
認
知
症
疾
患
型
介
護
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
）

養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
V
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
G
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
に
規
定
す
る
介
護
老
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

保
健
施
設
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
σ
、
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防

短
期
入
所
療
養
介
護
費
D
の
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

費
D
、
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
㎝
の
病
院
療
養
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
G
、
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

所
療
養
介
護
費
⑳
の
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
q
、

　
　
　
　
　
　
（

二
頁



養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
嚢
介
護
忍
の
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短

期
入
所
療
養
介
護
費
ω
、
病
院
嚢
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皿
の
病
院
嚢
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
壽
、
病
院
療
養
病
床

経
過
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
瀦
、
診
療
所
療
養
病
床
介
護
予
防

短
期
入
所
嚢
介
護
菖
の
診
療
所
嚢
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

護
費
D
診
療
所
嚢
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
嚢
介
護
費
傷
診
療
所

　
　
　

療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
嚢
ω
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防

短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
の
認
知
症
疾
患
型
介
撃
防
短
期
入
所
療
養
介
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

費
P
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
濫
の
認
知
症
疾
患

　
　
型
介
護
予
防
短
期
入
所
嚢
介
護
酷
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
療
養
介
護
轟
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
嚢
介
護
壽
、

認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
嚢
介
嚢
働
の
認
知
症
疾
患
型
介
護

予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
鳥
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

介
護
費
の
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
6
、
認
知
症

疾
患
型
経
過
型
介
華
防
短
期
入
所
療
養
介
護
酷
惹
く
基
準
適
合
診

療
所
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
酷
を
算
定
す
べ
薯
が
利
用
す
る
療

養
室
又
は
病
室
を
い
う
。

五
あ
表
に
お
い
て
「
多
床
室
」
と
は
、
指
定
居
宅
マ
ビ
ス
介
護
給
付
費

単
位
数
表
に
規
定
す
る
単
独
型
短
期
入
所
生
活
介
護
島
、
併
設
型
短
期
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
生
活
介
護
誌
、
介
護
老
人
保
健
施
設
短
期
入
所
嚢
介
護
君
、
病
院

療
養
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
結
の
病
院
嚢
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護

奮
・
病
院
嚢
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
誌
の
病
院
療
養
病
床
短
期
入

　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

診
療
所
嚢
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
壽
の
診
療
所
嚢
病
床

介
撃
防
短
期
入
所
療
養
介
護
薦
、
診
療
所
療
養
病
床
介
撃
防
短
課

所
療
養
介
護
費
⑪
の
診
療
所
嚢
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
嚢
介
護
壽

認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
嚢
介
護
費
ω
の
認
知
症
疾
患
型
介

護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
介
護
費
m
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
壽
、
認
知

　
　
　
　
　

症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
嚢
介
護
誌
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防

短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
嚢
介
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

篤
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
壽
、
認
知
症
疾
患

　
　
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
6
わ
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入

所
嚢
介
護
費
ω
若
し
く
は
基
準
適
合
診
療
所
介
護
予
防
短
期
入
所
嚢
介

護
費
D
を
算
定
す
べ
薯
が
利
用
す
る
嚢
室
又
は
病
室
を
い
う
．

　
　
（

五
こ
の
表
に
お
い
て
「
多
肇
」
と
は
、
指
定
居
宅
マ
ビ
ス
介
護
給
付
費

単
位
数
表
に
規
定
す
る
単
独
型
短
期
入
所
生
活
介
護
誌
、
併
設
型
短
期
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
生
活
介
護
謡
、
介
護
老
人
保
健
施
設
短
期
入
所
嚢
介
護
灘
、
病
院

嚢
病
床
短
期
入
所
嚢
介
護
酷
の
病
院
嚢
病
床
短
期
入
所
療
養
介
護

葛
病
院
療
養
病
床
短
期
．
入
所
嚢
介
護
島
の
病
院
嚢
病
床
短
期
入

　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
頁
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介
護
予
防
短
期
入
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

療
養
介
護
費
m
の
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
、
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

院
療
養
病
床
経
過
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
、
診
療
所
療
養
病

床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
の
診
療
所
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期

入
所
療
養
介
護
費
ω
、
診
療
所
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

m
の
診
療
所
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
、
認
知
症
疾
患

　型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

所
療
養
介
護
費
ω
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
の

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
、
認
知
症
疾
患
型
介
護

予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
価
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ー
ビ
ス
費
m
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
伍
、
認
知
症

　
　
　
　
　
　

疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
価
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ー
ビ
ス
費
ω
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
賛
仰
の
認
知
症
疾

　
　
　
　
　

患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
ω
若
し
く
は
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

設
サ
ー
ビ
ス
費
の
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
ω
又
は
指

　
　
　
　
　
　
　

定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
に
規
定
す
る
単
独
型
介
護
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

防
短
期
入
所
生
活
介
護
費
m
、
併
設
型
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
賀
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
介
護
老
人
保
健
施
設
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
田
、
病
院
療
養
病

床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
の
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
療
養
介
護
費
の
、
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
の

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
、
病
院
療
養
病
床
介
護

予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
㎝
の
病
院
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

介
護
費
ω
、
診
療
所
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
q
の
診
療

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
伍
、
診
療
所
療
養
病
床
介
護

予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
q
D
の
診
療
所
療
養
病
床
介
護
予
防
短
期
入
所
療

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
介
護
費
の
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
G
の
認
知

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
ω
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防

短
期
入
所
嚢
介
護
費
α
D
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
嚢
介
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

費
の
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
佃
の
認
知
症
疾
患

　
　
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
q
D
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
療
養
介
護
賛
助
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
価
、

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
㏄
の
認
知
症
疾
患
型
介
護

予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
G
D
若
し
く
は
基
準
適
合
診
療
所
介
護
予
防
短
期五

頁



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

介
護
費
の
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
W
の
認
知
症

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
五
、
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
入
所
療
養
介
護
費
V
の
認
知
症
疾
患
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
、
認
知
症
疾
患
型
経
過
型
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
■
若
し
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

基
準
適
合
診
療
所
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
皿
を
算
定
す
べ
き
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

利
用
す
る
居
室
、
療
養
室
又
は
病
室
を
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

入
所
療
養
介
護
費
H
を
算
定
す
べ
き
者
が
利
用
す
る
居
室
、

　
　
　
　
　
　
　
（

室
を
い
う
。

療
養
室
又
は
病

六
頁



⑮
。
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
利
用
者
等
が
選
定
す
る
特
別
き
の
提
供
に
係
る
基
準
等
（
平
成
＋
一
一
年
厚
生
省
告
示
第
百
…
篶
ダ
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

ユ肩u

イ
～
ホ
　
　
（
略
）

　
へ
　
そ
の
他

　
　
り
　
　
　
　
ロ

　
　
蝋
指
定
居
宅
マ
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（

　
　
（
平
成
＋
二
年
厚
生
省
告
示
第
＋
九
号
）
別
表
指
定
居
宅
マ
ビ
ス
礁

　　

@
雛
蕪
蒸
蕨
纏
護
驕
イ
及
礪
雅

　
　
　
判
の
注
8
・
ハ
ω
、
⑭
及
び
⑥
の
注
6
、
二
ω
か
畠
ま
で
の
注
5

　
　
　
及
び
ホ
ω
・
貿
び
⑥
の
注
4
並
び
に
指
定
施
設
マ
ビ
ス
等
に
要
す

　
　
　
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
＋
二
年
厚
生
省
告
示
第
二

　
　
　
士
号
）
別
表
指
定
施
設
マ
ビ
ス
等
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
介
護

　
　
　
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
イ
及
び
・
の
注
及
び
毯
、
介
護
保
健
施
設

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
の
イ
及
び
・
の
需
及
び
注
n
並
び
に
介
護
嚢
施
設
サ
月

　
　
　
ビ
ス
の
イ
ω
・
⑭
及
び
⑥
の
注
m
、
イ
ω
、
②
及
び
⑥
の
注
n
、
8

　
　
　
及
び
②
の
注
7
、
・
ω
及
び
②
の
注
8
、
ハ
ω
、
②
及
び
⑥
の
注
6
及

　
　
　
び
ハ
Q
②
及
葛
の
注
7
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
要

　
　
　
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
＋
八
年
厚
生
労
働
省
告

　
　
　
示
第
百
二
士
ハ
号
）
別
表
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単

　
　
　
位
数
表
の
地
域
密
着
型
介
護
福
祉
施
設
マ
ビ
ス
費
の
イ
、
．
、
ハ
及

　
　
　
び
二
の
注
1
2
及
び
注
1
3
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費

　
　
　
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
＋
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百

　
　
　
二
十
七
号
）
別
表
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の

　　

@
雛
鱗
欝
欝
礪
撮
雛
粧
輔
簾
羅

一
利
用
者
等
が
選
定
す
る
特
別
蒼
室
等
の
提
供
に
係
る
基
準
　
　
一
　
利
用
者
等
が
選
定
す
る
特
別
な
居
室
等
の
提
供
に
係
る
基
準

イ
～
ホ
　
　
（
略
）

へ
　
そ
の
他

つ
　
　
　
　
ロ

駆
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（

一
平
成
＋
二
年
厚
生
省
告
示
第
＋
九
号
）
別
表
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
介
護

給
付
建
位
数
表
の
短
期
入
所
生
活
介
護
湧
イ
及
び
、
．
雌

に
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
イ
ω
、
②
及
び
3
の
注
7
・
　
畏

副
の
注
8
・
ハ
ω
、
②
及
び
⑥
の
注
6
、
二
G
⑭
及
碕
の
注
5

及
び
ホ
ω
・
②
及
茜
の
注
4
並
び
に
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す

る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
＋
二
年
厚
生
省
告
示
第
二

士
号
）
別
表
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
介
護

福
祉
施
設
マ
ビ
ス
の
イ
及
び
・
の
注
及
び
注
B
、
介
護
保
健
施
設

　
サ
ー
ビ
ス
の
イ
及
び
ロ
の
注
1
0
及
び
注
H
並
び
に
介
護
療
墜
施
設
け
一

　
ビ
ス
の
イ
ω
及
び
⑭
の
注
9
、
イ
ω
及
び
②
の
注
m
、
・
－
及
び
⑫
の

注
7
・
品
及
び
留
注
8
、
ハ
ω
及
び
②
の
注
6
及
び
ハ
ω
及
び
②

　
の
注
7
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
マ
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算

　
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
＋
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
＋
六
号
）

　
別
表
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
地
域
密
着

　
型
介
護
福
祉
施
設
マ
ビ
ス
費
の
イ
、
・
、
ハ
及
び
二
の
注
及
び
注

　
　
B
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関

　
す
る
基
準
（
平
成
＋
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
＋
七
号
）
別
表
指

　
定
介
護
予
防
マ
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
介
護
予
防
短
期
入
所

　
　
生
活
介
護
費
の
イ
及
び
・
の
注
5
並
び
に
介
護
予
防
短
藻
所
灘
介

　
　
護
費
の
イ
ω
及
茜
の
注
5
、
・
ω
及
茜
の
注
7
、
ハ
G
及
琶
の一

頁



の
注
7
、
ハ
ω
及
び
⑭
の
注
5
、
二
ω
、
⑭
及
び
⑥
の
注
4
及
び
ホ
①

及
び
ω
の
注
3
に
定
め
る
者
が
利
用
、
入
所
又
は
入
院
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
特
別
な
居
室
等
の
提
供
を
行
っ
た
こ
と
に
伴
い
必
要
と
な
る

費
用
の
支
払
を
利
用
者
、
入
所
者
及
び
入
院
患
者
か
ら
受
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

注
5
、
二
ω
及
び
⑭
の
注
4
及
び
ホ
ω
及
び
⑭
の
注
3
に
定
め
る
者
が

利
用
、
入
所
又
は
入
院
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
特
別
な
居
室
等
の
提

供
を
行
っ
た
こ
と
に
伴
い
必
要
と
な
る
費
用
の
支
払
を
利
用
者
、
入
所

者
及
び
入
院
患
者
か
ら
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。

二
頁



⑯
○
居
住
、

滞
在
及
び
宿
泊
並
び
に
食
事
の
提
供
に
係
る
利
用
料
等
に
関
す
る
指
針
（
平
成
＋
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
＋
九
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

ユ目ll

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
イ
適
証
韓
綴
の
の
難
に
当
た
っ
て
は
・
利
用
者
等
（
指
定
通
所
介
護
事
業

　
所
・
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
↓
ヨ
ン
事
業
所
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介

　
　
護
妻
所
・
指
定
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
、
指
定
認
知
症
対
応
型
通

　
　
所
介
護
事
業
所
・
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
、
指
定
介
護

　
　
予
防
通
所
介
護
事
業
所
、
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
↓
．
ン
事

　
　
業
所
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
、
指
定
介
護
予
防
短

　
　
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
、
指
定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
撃

　
　
業
所
及
び
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
利
用
者

　
　
・
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
及
び
指
定
地
域
密
着

　
　
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
入
所
者
及
び
入
居
者
並
び
に
指
定
介
護
嚢
型

　
　
医
療
施
設
の
入
院
患
者
を
い
う
．
以
下
同
じ
．
）
又
は
そ
の
家
族
に
対
し

　
　
・
当
該
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
文
書
に
よ
り
事
前
に
説
明
を
行
う
こ
と
．

。
当
該
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
、
利
用
墓
か
ら
文
書
に
よ
り
同
意
を
得

　
　
る
こ
と
（
指
定
通
所
介
護
、
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
↓
ヨ
ン
、
指
定
認

　
　
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
指
定
介
護

　
　
予
防
通
所
介
護
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
．
ン
、
指
定
介

　
　
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
及
び
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型

　
　
居
宅
介
護
を
除
く
。
）
。

　
ハ
　
（
略
）

二
居
住
・
滞
在
及
び
宿
泊
並
び
に
食
事
の
提
供
に
係
る
利
用
料

　
イ
居
住
・
滞
在
及
び
宿
泊
（
以
下
「
居
住
等
」
と
い
う
．
）
に
係
る
利
用

　
　
　

　
　
D
居
住
等
に
係
る
利
用
料
は
、
居
住
環
境
の
違
い
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ

　
　
（

　
　
　
れ
次
に
掲
げ
る
額
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

　
適
正
な
手
続
の
確
保

　
　
当
該
契
約
の
締
結
に
当
た
っ
て
は
、
利
用
者
等
（
指
定
通
所
介
護
事
業

所
・
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
↓
ヨ
ン
事
業
所
、
指
定
短
期
入
所
生
活
介

護
事
業
所
・
指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
事
業
所
、
指
定
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
業
所
、
指
定
介
護
予
防
通
所
介
警
業
所
、
指
定
介
護

予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
↓
ヨ
ン
事
業
所
、
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
生

活
介
護
事
業
所
・
指
定
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
事
業
所
、
指
定
介

護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
警
業
所
及
び
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
利
用
者
、
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
介
護

老
人
保
健
施
設
及
び
指
定
濃
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
入
所
者
及

　
び
入
居
者
並
び
に
指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
の
入
院
患
者
を
い
う
．
以

　
下
同
じ
・
）
又
は
そ
の
家
族
に
対
し
、
当
該
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
文
書

　
に
よ
り
事
前
に
説
明
を
行
う
こ
と
。

。
当
該
契
約
の
内
容
に
つ
い
て
、
利
用
者
等
か
ら
文
書
に
よ
り
同
意
を
得

　
る
こ
と
（
指
定
通
所
介
護
、
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
↓
ヨ
ン
、
指
定
認

　
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
指
定
介
護

　
予
防
通
所
介
護
、
指
定
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
↓
．
ン
、
指
定
介

　
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
指
定
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居

　
　
宅
介
護
を
除
く
。
）
。

　
ハ
　
（
略
）

　
　
居
住
、
滞
在
及
び
宿
泊
並
び
に
食
事
の
提
供
に
係
る
利
用
料

イ
居
住
・
滞
在
及
び
宿
泊
（
以
下
「
居
住
等
」
と
い
う
．
）
に
係
る
利
用

　
　
　

　
　
D
居
住
等
に
係
る
利
用
料
は
、
居
住
環
境
の
違
い
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ

　
　
（

　
　
　
れ
次
に
掲
げ
る
額
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

イ一一

一
頁



ω
　
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
居
室
、
療
養
室
及
び
病
室
（
以
下
「
居
室
等

　
」
と
い
う
。
）
並
び
に
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
さ
な
い
居
室
等
の
う
ち
定
員

　
が
一
人
の
も
の
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定

　
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
）
別
表
指
定

居
宅
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
短
期
入
所
生
活
介
護
費
の

　
イ
及
び
ロ
の
往
厩
期
入
所
療
養
介
護
費
の
イ
ω
、
ω
及
び

　
⑥
【
ら
㈲
ま
で
の
注
8
、
ハ
ω
、
②
及
び
⑥
の
注
6

　
、
二
ω
か
ら
ω
ま
で
の
注
5
及
び
ホ
ω
、
⑭
及
び
⑥
の
注
4
並
び
に

　
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

　
　
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
一
号
）
別
表
指
定
施
設
サ
ー
ビ

　
　
ス
等
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
イ
及
び

　
　
ロ
の
注
1
2
及
び
注
1
3
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
イ
及
び
ロ
の
注

　
　
1
0
及
び
注
n
並
び
に
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
イ
ω
、
⑭
及
び
⑥

　
　
の
注
1
0
、
イ
ω
、
⑭
及
び
⑥
の
注
n
、
ロ
ω
及
び
②
の
注
7
、
ロ
ω

　
及
び
②
の
注
8
、
ハ
ω
、
②
及
び
⑥
の
注
6
及
び
ハ
ω
、
②
及
び
⑥

　
　
の
注
7
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の

　
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
六

　
　
号
）
別
表
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
地

　
　
域
密
着
型
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
イ
、
ロ
、
ハ
及
び
二
の
注

　
　
1
2
及
び
注
1
3
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額

　
　
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十

　
　
七
号
）
別
表
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
介

　
　
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
費
の
イ
及
び
ロ
の
注
5
並
び
に
介
護
予

　
　
防
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
イ
ω
及
び
⑭
の
注
5
、
ロ
ω
、
②
及
び

　
　
⑥
の
注
7
、
ハ
ω
及
び
②
の
注
5
、
二
ω
、
②
及
び
⑥
の
注
4
及
び

　
　
ホ
ω
及
び
⑭
の
注
3
に
定
め
る
者
（
以
下
「
従
来
型
個
室
特
例
対
象

　
　
者
」
と
い
う
。
）
が
利
用
、
入
所
又
は
入
院
す
る
も
の
は
除
く
。
）

　
　
　
室
料
及
び
光
熱
水
費
に
相
当
す
る
額

　
G
D
　
　
（
略
）

⑭
　
（
略
）

ω
　
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
す
る
居
室
、
療
養
室
及
び
病
室
（
以
下
「
居
室
等

　
」
と
い
う
。
）
並
び
に
ユ
ニ
ッ
ト
に
属
さ
な
い
居
室
等
の
う
ち
定
員

　
が
一
人
の
も
の
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定

　
に
関
す
る
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
十
九
号
）
別
表
指
定

居
宅
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
短
期
入
所
生
活
介
護
費
の
イ

　
及
び
ロ
の
注
5
並
び
に
短
期
入
所
療
養
介
護
費
の
イ
ω
、
②
及
び
⑥

　
の
注
7
、
ロ
ω
、
⑭
及
び
⑥
の
注
8
、
ハ
ω
、
②
及
び
⑥
の
注
6
、

　
二
ω
、
⑭
及
び
⑥
の
注
5
及
び
ホ
ω
、
⑭
及
び
⑥
の
注
4
並
び
に
指

　
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（

　
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
一
号
）
別
表
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス

　
等
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
イ
及
び
ロ

　
の
注
1
2
及
び
注
1
3
、
介
護
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
イ
及
び
ロ
の
注
1
0

　
及
び
注
1
1
並
び
に
介
護
療
養
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
イ
ω
及
び
⑭
の
注
9

　
、
イ
ω
及
び
②
の
注
1
0
、
ロ
ω
及
び
②
の
注
7
、
ロ
ω
及
び
②
の
注

　
8
、
ハ
ω
及
び
⑭
の
注
6
及
び
ハ
ω
及
び
②
の
注
7
並
び
に
指
定
地

　
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（

　
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
六
号
）
別
表
指
定
地
域
密

　
着
型
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
地
域
密
着
型
介
護
福
祉
施

　
　
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
イ
、
ロ
、
ハ
及
び
二
の
注
1
2
及
び
注
1
3
並
び
に
指

　
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

　
　
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
七
号
）
別
表
指
定
介
護

　
　
予
防
サ
ー
ビ
ス
介
護
給
付
費
単
位
数
表
の
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活

　
　
介
護
費
の
イ
及
び
ロ
の
注
5
並
び
に
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

　
　
費
の
イ
ω
及
び
ω
の
注
5
、
ロ
ω
及
び
⑭
の
注
7
、
ハ
ω
及
び
②
の

　
　
注
5
、
二
ω
及
び
②
の
注
4
及
び
ホ
ω
及
び
③
の
注
3
に
定
め
る
者

　
　
（
以
下
「
従
来
型
個
室
特
例
対
象
者
」
と
い
う
。
）
が
利
用
、
入
所

　
　
又
は
入
院
す
る
も
の
は
除
く
。
）
　
室
料
及
び
光
熱
水
費
に
相
当
す

　
　
る
額

　
㈲
　
　
（
略
）

②
　
（
略
）

二
頁



ロ
　
　
（
略
）

ロ
　
（
略
）

頁














